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設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 A-1表 紙 ・ 図 面 リ ス ト －

建　　　築図面番号
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２５

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書４

特記仕様書５

工事区分表

付近見取図・面積表

配置図
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Ａ－

仕上表

平面図・屋根伏図

立面図・断面図

矩計図

平面詳細図

展開図－１

展開図－２

展開図－３

展開図－４

展開図－５

（事務室）

（車　庫）

（倉　庫）

（更衣室・便所）

（洗面コーナー）

天井伏図

建具表

雑詳細図－１

雑詳細図－２

雑詳細図－３

雑詳細図－４

（造作棚）

（下足・足洗場）

（旗竿･誘導看板）

（掲示板）

表紙・目次
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０５０５
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０９

１０

１１
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０１

図面番号 構　　　造

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

木工事・軸組工法工事特記仕様書（その1）

木工事・軸組工法工事特記仕様書（その2）

木工事・軸組工法工事特記仕様書（その3）

基礎伏図

小屋伏図

軸組図１

軸組図２

筋交い計算１

筋交い計算２

地盤調査資料

０２０２

０３０３

０４０４

０５０５

０６０６

０７０７

０１

図面番号 電　　　気

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

電気設備工事仕様書－1

電気設備工事仕様書－2

工事区分表

盤結線図・照明器具姿図

コンセント設備　平面図

電灯設備　平面図

弱電設備　平面図

０２０２

０３０３

０４０４

０５０５

０６０６

０７０７

０１

図面番号

工事区分表

機　　　械

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

機械設備工事仕様書－1

機械設備工事仕様書－2

機械設備　機器表・換気計算書

衛生設備　配置図

衛生設備　平面図

空調換気設備　平面図

０２０２

０３０３

０４０４

０５０５

０６０６

０７０７

０１

図面番号 解　　　体

Ｋ－

Ｋ－

Ｋ－

Ｋ－

Ｋ－

Ｋ－

Ｋ－

解体特記仕様書－２

解体特記仕様書－１

現況　配置図

現況　仕上表

現況平面図･屋根伏せ図･基礎伏図･建具リスト

現況立面図

解体対象物詳細図

大 分 ⻄ 部 森 林 管 理 署 院 内 森 林 事 務 所   新 築 工 事

０８Ｋ－

Ｋ－

電気設備撤去図　平面図

機械設備撤去図　平面図０９



有限設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．
会社

設計年月日

九州森林管理局 S=Nonscale
大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事

登録：大分県知事 第19Y-12045号

〒871-0013 大分県中津市金手8-7

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一

TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

１
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

・外構工事

・建築工事

・耐火建築物 ・準耐火建築物 ・その他

すべり係数試験　※行わない　　・行う（試験方法等　　　　　）・図示による（　　　　　　　　）３．工事用電力 構内既存の施設　　・  利用できる（※有償　 ・無償）　※利用できない

杭の本数　　※最初の1本　　・（　　　　　　　　本　）

４
　
地
　
業
　
工
　
事

（表4.5.1）

（4.5.4）（4.5.5）

１．適用基準等

２．工事実績情報の登録

３．発生材の処理等

４．品質計画

特　記　事　項

１）建　物　名　称

２）構 造 ・ 階 数

３）延　床　面　積

Ⅱ　建築工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様 

（２）電気設備、機械設備工事の工事仕様書は別図による

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する

（２）特記事項は、・　印の付いたものを適用する

・　印の付かないものは、※印の付いたものを適用する

・　印と　※　印の付いた場合は、共に適用する

（４）Ｇ　印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下、「グリーン購入法」という）の特定調

章 項　　　目

※適用する

※現場説明書による　・構外搬出適切処理

施工計画書で定める場合の風圧力の計算

地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

基準風速（ Vo ）　　　　　（　　　　　）m/s

（1.1.4）

５．電気保安技術者

７．既存部分等への処置

８．別契約の関連工事

９．材料の品質等

10．環境への配慮

（1.3.3）

※図示による

工事施工に際し、既存部分を汚染又は損傷した場合は監督職員に報告するとともに （1.3.12）

承諾を受けて現状に準じて補修する

施工図等　設備機器の位置、取合い等が検討のできる施工図を提出し、監督職員の

承諾を受ける

本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

満たすものとする

なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの

証明となる資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受

けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

また、使用資材の中で大分県内で産出、生産又は製造される資材で規格、品質価格が

　本工事の建物内部に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能

施工範囲　図示による

１）品質・性能に関する試験データーが整備されていること

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

３）安定的な供給が可能であること

４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性が十分にあること

６）販売、保守等の営業体制が十分に整えられていること

JIS及びJASマーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の１）から６）全ての事項を

（1.4.1）

※要　　　　・不要

　積雪区分　建告示第1455号　別表（　　　）

適用工種

　・ＡＬＣパネル(外壁)　・押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁)　・外壁石張（乾式）

　・長尺金属板葺　・折板葺　・アルミ笠木　・ガラスブロック

　・シート防水(機械式)　・屋上緑化システム

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７
 鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場の加工能力 (7.1.3)

(　　　)グレード

・監督職員の承諾する工場

適用　・ する　　　・ しない

鋼材の材質 (7.2.1)(7.2.10)(表7.2.1)

種類の記号 使用箇所 規格等

※JIS規格　　・　

※JIS規格　　・　

※JIS規格　　・　

※JIS規格　　・　

※JIS規格　　・　

１．鉄骨の製作工場

２．施工管理技術者

３．鋼材の種類

（7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)

４．高力ボルト ※トルシア形高力ボルト　・JIS型高力ボルト　・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

高力ボルトの径　・図示による（　　　　　　　　）　　　

ボルトの縁短距離、ボルト間隔、ゲージ等

セットの種類（　　　　　　　　　）　　・図示による（　　　　　　　　　）

（ 5.4.9）

６
 コ
ン
ク
リー

ト
工
事

（参7.2 表7.1～表7.3）

一般壁　　　・Ａ形　　※Ｂ形　　・図示

形の種類　　※Ｈ形　　・W-I形　　・SP形　・（　　　）　

・図示による

(参　2.2）

（参4.4 　表4.3 表4.4）

耐震壁　　　・図示による

（参　5.7）

（参　5.7　図　5.11）

最小かぶり厚さは目地底から算定する

耐久上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さの割り増し　・ 行わない

・ 行う（下記による）

柱、梁、壁及び庇などの外気に

標仕　表5.3.6の値に加える寸法（㎜）

※10接する打ち放し面

施工箇所

（５）形状寸法の単位は特記なきかぎりミリメートルとする

部位等 仕上げ

床

内壁、天井

屋根

合板張り又はビニル床シート張り

合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

２．工事用水 構内既存の施設　　・  利用できる（※有償　 ・無償）　※利用できない

２．建設発生土の処理

３
 
土
 
工
 
事

１．埋戻し及び盛土 （3.2.3）（表3.2.1）種別　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

Ｃ種の場合（発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（運　搬　 ・発生原因者側　　・本工事　　　km ）

（連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　        受入施設名    （      ）※構外指示の場所

受入場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受入場所での処置（・敷きならし　　※たい積　）

搬出距離　（　　　 ）km

上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては

監督職員と協議のうえ決定する

（3.2.5）

１.試験杭

・あり ※溶接継手

・無溶接継手

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

杭の工法

・打込み工法

長期設計支持力　　　　　（　　　　　　）KN/本

プレボーリングの掘削深さ及び径　深さ（　　　)ｍ　径（　　　)

杭打機　　※油圧パイツハンマー　・（　　　　　　　　　　　　　）

（4.3.3）

※プレボーリング併用打撃工法

　※JISA7201を参考にする推定支持地力の算定方法

３．既製コンクリート杭

地業

平板載荷試験

２．施工機械の為の

杭の水平方向の位置ずれ　　　　・（　　　）mm以下　　　・図示による

・セメントミルク工法 (4.3.4）

支持地盤　　　　※図示

杭先端部形状　　　　　※閉そく形

・特定埋込杭工法 （4.3.5）

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・（　　）ｍ　　・図示による

杭の水平方向の位置ずれ　　　　・（　　　）mm以下　　・図示による

杭の支持地盤への根入れ深さ　　・（　　）以上　　　　・図示による

・プレボーリング拡大根固め工法

・中掘り拡大根固め工法

[工法の条件]

支持地盤 （固結シルト、砂礫）

国土交通省告示第1113号第6号に定める地盤の許容支持力式の内

α、β、γが下記の値をとれる工法とする

α＝（　　　）、β＝（　　　）、γ＝（　　　）

杭周固定液　　　※認定条件による　　・使用する　　・使用しない

杭先端部形状　　※認定条件による

杭の水平方向の位置ずれ　　　　・（　　　）mm以下　　　・図示による

杭頭の処理方法　　　　・図示による

継手の工法　　　　　　・図示による

（参2.2　4.5.3）帯筋　　　  ・H型　　・W-1型　　・SP型　　・丸型４．場所打ちコンクリート

杭地業 鉄筋の最小かぶり厚さ　　・（　　　）mm以上　　・図示による

セメントの種別　　　　※　Ｇ 高炉セメントＢ種　　・（　　　　） （4.5.3）

コンクリートの種別　　・Ａ種　　 ・Ｂ種

（4.5.3）

掘削工法

・オールケーシング工法 （孔内の水張　・行う　　・行わない ）

・アースドリル工法 　　（※ 安定液使用　　・無水掘削 ）

・リバース工法

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５
 鉄
筋
工
事

※ポリエチレンフィルム　　厚さ　※0.15　・（　　　） （4.6.5）

適用箇所　※二重スラブ以外の接地階の床下

※有　　孔径についてはオーガー径とする

（4.6.2～3）・（　　　　　）材料　　※　Ｇ 再生クラッシャラン　・砂利　・砂

・3N　　・（　　）N

厚さ　　※60　　　・（　　）

厚さ　　※50　　　・（　　） （4.6.4）

１．鉄筋の種類 （5.2.1）

種　別

径

SD295A SD345 SD390

D16以下 D19以上

D19以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　　・重ね継手　　・その他の継手

・図示

５．試験掘

６．砂利及び砂、地業

７．捨てコンクリート地業

８．床下防湿層

コンクリート類別

・行う　　　（部位：躯体コンクリート　）４．単位水量の測定

・Ｃ　種

・Ｂ　種

・Ａ　種

種　　別

見え掛かりのスラブ

適 用 箇 所５．コンクリートの仕上り (6.2.5)

・普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

・Ｇ 高炉セメントＢ種 　（部位：　※基礎、地中梁、捨コンクリート）

・（　　　　　　　　　　　　　）

上記普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210(ポルト

ランドセメント)に示された規定の他、右表の規定に

適合しなければならない。全アルカリ算出は、

JIS R5210ポルトランドセメント(低アルカリ形)による

水和熱(J/ｇ)

28日 402以下

352以下7日

６．セメントの種類 

７．骨材の種類 砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分(JIS A 5308)

砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分(JIS A 5005)

※Ａ　　・Ｂ

※Ａ　　・Ｂ

８．混和材料 ・混和剤　　種類（　　　　　）

・混和材　　種類（　　　　　）

３．気乾単位容積質量

適用箇所　　※EVピット　　　　・（　　　　　　　）

強度試験

コンクリートの材齢２８日の圧縮強度試験は大分県土木建築部が指定する

品質管理試験を行う試験場とする。

材質　　　水膨張性コンクリート打継止水材　寸法　ｗ( )×ｔ( )

(6.14.1  6.14.2)設計基準強度 (N/㎜2)　　※18　・（　）

スランプ（cm）　　　　　・15　　・18　　・（　）

構造体強度補正値S　　※　6N/mm2　　　　・（　　）N/mm2

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ

（仕上塗材、塗装等の仕上げを行う場合を含む）　　※20mm　　・（　　）mm

９．打継ぎ

10．暑中コンクリート

11．型枠

12．無筋コンクリート

13．打継止水材

14.コンクリートの

１．監督職員事務所 （2.3.1）

面積規模（ ・10　・20　・35　・65　・100）㎡ 程度

監督職員事務所の仕上げ

※設けない・設ける

４．鉄筋のかぶり厚さ

５．杭頭の補強方法

６．帯筋

７．壁開口部の補強

（６）本工事仕様書に記載の無い事項は図示による

※杭工事の際に杭周固定液に使用されるｾﾒﾝﾄﾐﾙｸが周囲に流出しない様、対策を行う。

杭周固定液の汚泥処理は産廃処理となる場合があるので監督員と協議する。

支持地盤　　　　※図示

補強形式　　※Ｈ形　・ＭＨ形　・Ｍ形

検査方法　　※超音波探傷試験　　　・引張試験

※入れる

※入れる

補強箇所　　※土間コンクリート　・犬走り　・（　　　）

・構内指示の場所（・敷きならし　　・たい積　）

（4.2.2）

杭の種類　　※本杭と同じ　　・（　　　　　　　　　　）

杭の寸法　　長さ(m)　※本杭と同じ　　・（　　　　）

断面寸法　※本杭と同じ　　・（　　　　）

※位置は図示による

（4.3.1）（4.3.2）（4.3.6）

種類の記号 規格、材質など 長さ(m) 断面寸法 継手 継手形状

・ＰＨＣ杭 ・なしJIS規格品 －

・行う ※行わない （4.2.4）

※ Ⅰ類　　　　・ Ⅱ類２．レディーミクスト

８．土間スラブ打継ぎ補強

９．土間コンクリート補強

10．梁貫通孔

11.圧接完了後の検査

・ 新築  ・ 増築  ・ 改築

３．工事建物の概要

２．敷　地　面　積

１．工　事　場　所

Ⅰ  工　事　概　要

４．工　事　種　別

５．工　事　内　容

５）付　属　建　物

４）耐 火 建 築 物

打継ぎ目地の寸法　　※　標準仕様書(9.7.3)による　　・（　　）mm

（5.2.2）

JIS G 3551による
※6.0※100×100

規格鉄線の径又は呼び（mm）網目の形状、寸法（たて×よこ）

網目の形状、寸法および鉄線の径３．溶接金網

２．鉄筋の継手・定着

※建築基準法第77条の56に基づく国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

「鉄骨制作工場の性能評価基準」に定める下記グレードとして国土交通大臣から

認可を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構（旧(社)全国鐡構工業協会）の

同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受けること

適正である場合は、これを優先して使用するよう努める

を有するものとし、次の１）から４）を満たすものとする

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及び

スチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

２）接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない

材料を使用する

３）接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル

等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

極めて少ない材料を使用したものとする

(1.5.2)適用種別

技能検定の職種等技能検定の職種等 適用工事種別  適用工事種別

コンクリート工事

鉄筋工事

鉄骨工事

組積工事

防水工事 ・アスファルト防水

・ウレタンゴム系塗膜防水    

・合成ゴム系シート防水

・塩化ビニル系シート防水

・改質

・シーリング防水工事

石材施工 ・石材施工

タイル工事

木工事

屋根工事

・タイル張り

・建築大工

・内外装板金

・スレート施工

・鉄筋施工

・型枠施工

・コンクリート圧送施工

・とび

・ブロック建築

・ＡＬＣパネル施工

金属工事

左官工事 ・左官

建具工事

塗装工事

内装工事

造園

アスファルトシ－トトーチ

カーテンウォール工事・金属製カーテンウォール工事

外壁改修

（　　　　）

・内外装板金

・鋼製下地工事

・建築塗装

・木製建具手加工

・アルミ製室内建具製作

・ビル用サッシ施工

・自動ドア施工

・ガラス施工

・プラスチック系床仕上工事

・カーペット系床仕上工事

・ボード仕上工事作業

・表装（壁装作業）

・畳工

・造園工事作業

・エポキシ樹脂注入

・(　　　　　　　　)

12．技能士

・鉄工　＊

13．工事写真等

撮影機材 ・フィルムカメラ ・※デジタルカメラ

・（　　　）以上 ・（　　）万画素以上

・100×125以上 ・700万画素以上

写真原版は撮影した業者の保管とする

原版サイズ等

※技能士は、職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有するものとする。

※鉄工技能士は、現場溶接を指定する場合、若しくは現場溶接を行う部分が構造耐力上主要な部分

電子データ

※作成する　　　・作成しない14.完成図等 （1.7.1～3）（表1.7.1）

提出部数は現場説明書による

15.文化財その他の埋蔵物 文化財保護法第94条による届出対象区域

・対象区域内　　　・対象区域外

上記対象区域内外における試掘調査等に必要な資材及び労務等を提供すること。

監督職員と協議し、決定したデータ形式をCD-R（DVD）で提出

16.火災保険等 工事目的物および工事材料等について次により保険に付す。

・火災保険　　　・建設工事保険

規制対象外品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

第三種品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

③旧JISのEo規格品

④旧JASのFco規格品

（1.4.1）

11．化学物質の濃度測定 施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

スチレンの濃度を測定し、監督職員に報告すること

（1.5.9）

測定対象室及び測定箇所数

測定対象室 室　　名 測定箇所数

測定はパッシブ型採取機器により行う

スチレン用の2種類を用いる

注）測定バッジはホルムアルデヒド用と、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

アスベスト含有建材

本工事に使用する材料については、アスベストを含有しないものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次の通りとする

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

・設備工事

６．設計ＧＬ、ＢＭ

に及ぶ場合に適用する

（３）特記事項に記載の（　.　.　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す

達品目を示し、使用する材料はグリーン購入法の「判断の基準」を満たすよう努めるものとする

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

（1.3.11）

（1.1.2）

（1.1.7）

（1.4.2）

設計基準強度（Fc）　　（　　　　　）N/㎜2

１．設計基準強度（Fc）

(6.5.1)

ひび割れ誘発目地の形状、寸法　　　　※標準仕様書(9.7.3)による　・図示による

※圧入　・（　　　　　　　　　　　　　）

構造体強度補正値（S)

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ　・（　　　　）

（5.3.4）

普通コンクリート　・2.1～2.5t/m3　　　軽量コンクリート　　・（　　　　）t/m3

(6.2.2)

(6.2.1)(表6.2.1)

(表6.3.1)(6.3.1)

（6.9.1～6.9.6）

(6.3.1)

(6.3.1)

（6.3.1）（6.3.2）（6.13.2）

（6.12.1～6.12.4）

（6.6.3）

(6.8.2)

(表6.2.4)

（7.2.2)（7.4.2）

柱に取り付ける梁の引張鉄筋の定着長さ　　・（　　　　）　　　

上記以外の定着長さ　　・（　　　　）　　　

(1.1.12)

（建築工事編）（平成28年版）」（以下、「標準仕様書」という。）による (6.2.3)(6.10.1)

配管ピット

(既製品による補強の場合は監督職員の承諾を得ること）

・構外搬出適切処理(搬出調書等を提出する)

・種類 ・図示による

図示による

SCSS－H97

特 記 仕 様 書 １ A-2

大分西部森林管理署　院内森林事務所 新築工事 工　事　仕　様　書

大分県宇佐市院内町原口434-5

院内森林事務所 新築工事

木造・平屋建て

・撤去工事

・建築工事標準詳細図（最新版）

・建築鉄骨設計基準及び同解説（最新版）

・構内舗装・排水設計基準（最新版）

・擁壁設計標準図（最新版）

・敷地調査共通仕様書（最新版）

・営繕工事写真撮影要領（最新版）・同解説　工事写真の撮り方

64.12　㎡

334.17　㎡

事務室居室 1

基礎立ち上がり

15

事務室、車庫

既存建物（事務所、車庫）

衛生設備、機械設備、電気設備

雨水排水用側溝、溜桝、区画線、舗装工事、サイン、掲示板、ポール



有限設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．
会社

設計年月日

九州森林管理局 S=Nonscale特 記 仕 様 書 ２
大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事

登録：大分県知事 第19Y-12045号

〒871-0013 大分県中津市金手8-7

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一

TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

Ｇ

(9.2.2)屋根保護防水断熱工法の断熱材

押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種bAスキン層付き　厚さ　※25　・（　　　）

Ｇ 材質　※A種押出法ポリスチレンフォーム３種ｂスキン層付き又は

屋根露出防水断熱工法の断熱材

Ｇ 材質　※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規定に適合するもの又は

硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号若しくは２号で透湿係数を除く規定に適合するもの

押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種bAスキン層付き　厚さ　※25　・（　　　）

Ｇ 材質　※A種押出法ポリスチレンフォーム３種ｂスキン層付き又は

屋根露出防水断熱工法の断熱材

Ｇ 材質　※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規定に適合するもの又は

硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号若しくは２号で透湿係数を除く規定に適合するもの

　 厚さ　※25　・（　　　）

屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材 (9.3.2)

押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種bAスキン層付き　厚さ　※25　・（　　　）

Ｇ 材質　※A種押出法ポリスチレンフォーム３種ｂスキン層付き又は

屋根露出防水断熱工法の断熱材

Ｇ 材質　※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規定に適合するもの又は

硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号若しくは２号で透湿係数を除く規定に適合するもの

　 厚さ　※25　・（　　　）

　・設ける（改質ｱｽﾌｧﾙﾄ製造所の仕様による）　　・設けない

(9.3.3)

施工標識　 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿層

ＳⅠ－Ｍ２の場合で立上りを接着工法とする場合の厚さ　※1.5mm　　・（　　　　）mm

屋内保護密着工法（S-C1）

　床塗り工法は（15.2.5（b）(2)及び(3)）に準じる

　下地モルタル塗り工法は（15.2.5（c）(1)）に準じる

　保護コンクリートの厚さ　・（　　　　　）mm　保護モルタルの厚さ　※7mm　　・（　　　　）mm

強度を確認のうえ、施工計画書を提出する

(9.2.3)(表9.2.3～表9.2.9)

パネルに開口

を設ける場合

パネルを切り

欠く場合

短辺

長辺

切断後のパネルの残り部分の幅

・　　　　　　・図示　　　　　・　　　　・図示　　　

短辺

長辺

・　　　　　　・図示　　　　　・　　　　・図示　　　

開口の大きさ

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材 (9.2.4)

種類　製造所の指定による

使用量　製造所の指定による

(9.2.3)屋根露出防水工法の仕上塗料

の張りじまい位置　　　　※図示　　　

屋根排水溝　　　　　　　※図示　　　 (9.2.5)

(9.4.2)

※カラー　 ・シルバー

※カラー　 ・シルバー

仕上塗料塗り 仕上塗料使用量種　別施　工　箇　所

機械的固定方法の断熱材

施　工　箇　所 種　別 仕上塗料使用量仕上塗料塗り

※カラー　 ・シルバー

※カラー　 ・シルバー

(9.3.2,3)(表9.3.1～3)

　目地処理　　※図示　　・　　

ＰＣコンクリート部材下地及びＡＬＣパネル下地の場合の処理

　入隅部の増張り（S-F1、SI-F1、S-C1の場合　　※図示　　　　・　　

(9.4.4)

(9.4.4)

※カラー　 ・シルバー

仕上塗料塗り 仕上塗料使用量種　別施　工　箇　所

種　別施　工　箇　所

・Ｃ－ＵＩ

・Ｃ－ＵＰ

(9.2.3)(9.3.3)(9.5.3)

種　別 種　類 設置数量

　D-1　D-2　D-3　D-4

　DI-1　DI-2　AS-T3　AS-T4 　の仕様による

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所

　の仕様による

　の仕様による

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所

※防水層の主材料の製造所

・　　 ・　　

・　　

・　　

　X-1

・（　　　　　）ヶ所

表9.7.1による（外壁タイル接着剤張り及びカーテンウォール工法を除く）

(9.7.2)

　AS-J1　ASI-T1　ASI-J1

(9.6.1、3)(表9.6.1,2)
５．ケイ酸質系塗布防水

６．脱気装置

　※石材施工業者の指定する製品

天然石

施工箇所 名称 石材の種類 形状

・1等品

表面仕上げ寸法 厚さ

(mm)(mm)

備考

 ※正方形に

 近い矩形

 ・粗磨き

 ・本磨き

・図示

・2等品

寸法による区分

施工箇所 形状 表面仕上げ 備考

テラゾブロック

　 種石の

　　種類

　 種石の

 大きさ(mm)

寸法

(mm)(mm)

 仕上げ面

・片面

・両面

・図示・平もの

・役もの

※1.5～12

・　

・大理石

・花こう岩

施工箇所 　 種石の

　　種類

　 種石の

 大きさ(mm)

※1.5～12

・　

・大理石

・花こう岩

テラゾタイル

備考　表面仕上げ

・300型

・400型

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材

(10.2.1、3)(表10.2.1、2)

10

石
 
工
 
事

１．施工

２．石材等

(10.2.2)(10.7.1、2)

３．外壁湿式工法 (10.2.2、3)(10.3.2、3)

石裏面処理　　・適用する　　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　　・適用しない

　　　　　　　　形状及び寸法　・　

受金物　　　　　材質　　　　　※SS400　　・　

ドレンパイプの材質　　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き25～35Φ　・　　　　

アンカーの材質及び径　　※SS400　M12　　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　　一般目地　　　　目地幅(mm)　※６以上　　・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　　　　伸縮調整目地　　位置　※(11.1.1)　　・図示

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　※（9.7.3)(a)(3)　　・図示

石裏面処理　　・適用する　　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　　・適用しない

　　　　　　　　形状及び寸法　・　

受金物　　　　　材質　　　　　※SS400　　・　

下地ごしらえ　※流し筋工法　・あと施工アンカー工法　・あと施工アンカー横筋横流し工法

４．内壁空積工法 (10.2.2)(10.4.2、3)

下地ごしらえ　※あと施工アンカー横筋横流し工法　　・あと施工アンカー工法　

アンカーの材質及び径　　※SS400　M12　　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　　一般目地　　　　目地幅(mm)　※６以上　　・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　※（9.7.3)(a)(3)　　・図示

　　　　伸縮調整目地　　位置　※6mごと　　・図示

５．乾式工法 (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

石裏面処理　　・適用する　　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　　・適用しない

だぼ用の穴の位置　　※(10.5.2)(b)(1)による　　・図示

外壁の工法　　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　※適用する　　・適用しない

　　　　　　　　適用する場合（建築基準法の風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍に対応した工法　

アンカーの材質及び形状　　※ステンレス（SUS304)　M10　　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　　目地幅(mm)　※８以上　　・　

　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

６．床及び階段の石張り (10.6.2、3)

床石張りの裏面処理　　・適用する　　・適用しない

階段張りの裏面処理　　・適用する　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

目地　　一般目地　　　　目地幅(mm)　・図示　　・　

　　　　伸縮調整目地　　位置　※(10.6.2)(2)(ⅰ)による　　・図示

７．アーチ、上げ裏等の

　　　　　　　　石張り

取付け方式　　・スライド方式　　　・ロッキング方式

取付け工法　　・外壁湿式工法　　・内壁空積工法　　・乾式工法

取付け金物　　※(10.2.2)(c)による　　・　

石裏面処理　　・適用する　　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　　・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

アンカーの材質及び径　　※SS400　M12　　・ステンレス（SUS304)　M10　　

目地　　一般目地　　　　目地幅(mm)　※６以上　　・　

　　　　伸縮調整目地　　位置　※他の部位との取合い部　　・図示

取付け金物　　※(10.2.2)(c)による　　・　

石裏面処理　　・適用する　　　・適用しない

８．笠木、甲板等の石張り (10.2.2)(10.7.1、3)

取付け工法　　・外壁湿式工法　　・乾式工法

乾式工法の場合の取付け代　　※(10.5.3)(b)による　　・　　

石裏の補強用モルタル　　・適用する　　・適用しない

アンカーの材質及び径　　・ステンレス（SUS304)　M10　　・　　　　

 あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）
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１．伸縮調整目地及び

　　ひびわれ誘発目地

位置　　※(表11.1.1)による　　・図示　　 (11.1.3)(表11.1.1)

２．陶磁器質タイル張り

・

・

・

・

・

タイルの種類

施工

箇所

主な用途

による区分

(JIS)

形状/寸法

(mm)
備　考

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施釉 無釉

色

有 標準

うわぐすり 役物吸水率による区分

特注

(11.2.2、3.2、4.2)標準的な曲がりの役物は一体成形とする

(11.2.2、3.2、4.2)

(11.2.2、3.2、4.2)

試験張り　　・行う　　※行わない

見本張り　　・行う　　※行わない

再生材の 耐凍害性

有 無Ｇ適用

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　　・MCR工法　　・目荒し工法（高圧洗浄） (11.2.7、3.7)

(11.2.7、3.7)壁タイル張りの工法

　内装タイル　　・改良積上げ張り　　・接着剤張り

　外装タイル　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り　　・接着剤張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り　　・接着剤張り

タ
イ
ル
工
事

耐滑

り性

(11.2.2、2.3、2.7、3.2～4、3.7）

※磁器製　　・（　　　　　　　）

(11.2.3)既調合モルタル

　モルタル下地としたタイル工事に仕様する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等

　を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外 (11.3.3)

外装タイル接着剤張りにおける目地シーリング材 (11.3.4)

　ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系シーリング　　・　

　打継ぎ目地　　　　　※ポリウレタン系シーリング　　・　

　伸縮調整目地　　　　※変成シリコーン系シーリング　　・　

　その他の目地　　　　※変成シリコーン系シーリング　　・　

タイル型枠先付けの種類 (11.4.3)(表11.4.1)

適用タイル種　　類

・タイルシート法

・目地桝法

・桟木法 大形タイル

・小口タイル

・ニ丁掛けタイル

・　

※(6.8.3)(b)(2)による

・金属製タイル先付け用パネル

タイル型枠先付け面のせき板の種別

３．階段滑り止め

１．表面仕上げ
(表12.1.1)適用箇所 種　類

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

(12.1.4)

２．製材Ｇ ・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材 (12.2.1)(12.5.1)(12.6.1)(12.7.1)

施工箇所 樹種 寸法

(mm)

等級

適用

間伐材等形状 含水率

※2級 ※A種　・B種

※2級

・　

・　

施工箇所 樹種 寸法

(mm)

等級

適用

間伐材等形状 含水率

※A種　・B種

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・　

施工箇所 樹種 寸法

(mm)

等級

適用

間伐材等形状 含水率

※1等

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・　

12

木
 
工
 
事

※10%以下

３．造作用集成材Ｇ

４．造作用単板積層材Ｇ

造作材の材面施工箇所 樹種 寸法

(mm) 適用

間伐材等

・「製材の日本農林規格」以外の製材

の品質

※A種　・B種

含水率防虫処理 難燃処理

・適用しない

・適用する（　　　　）

造作材の場合

（※A種　・B種）

・　

・代用樹脂を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

適用

間伐材等

・　

・　

適用

間伐材等

・　

・　

適用

間伐材等

・　

・　

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

適用

間伐材等

・　

・　

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

適用

間伐材等

・　

・　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

適用

間伐材等

・　

・　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

(12.2.1)

適用

間伐材等

・　

・　

適用

間伐材等

・　

・　

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外品　

(12.2.1)ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外品　

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

の樹種

寸法

(mm)

芯材

の樹種

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材面の等級

※１等　　　　・２等

※１等　　　　・２等

施工箇所 樹種 寸法

(mm)

見付け材面の等級

※１等　　　　・２等

※１等　　　　・２等

施工箇所 化粧薄板

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所

の樹種

寸法

(mm)

芯材

の樹種

化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板

施工箇所 寸法

(mm)

樹種 見付け材面の品質 含水率

※A種　　　　・B種

施工箇所

の樹種

寸法

(mm)

芯材

の樹種

化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板

※A種　・B種

含水率　見付け材面

　の品質

施工箇所

の樹種

寸法

(mm)

芯材

の樹種

化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板

※A種　・B種

含水率　見付け材面

　の品質

施工箇所

(mm)

厚さ

・適用する

・適用しない

表面の化粧加工

・有り（加工　・天然木加工　・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　）

防虫処理

施工箇所

(mm)

厚さ 表面の品質

・有り（加工　・天然木加工　・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　）

防虫処理

・適用する

・適用しない

含水率

※14%以下

・する

・しない

難燃処理

・する

・しない

防炎処理
適用

間伐材等

・　

・　

・普通合板Ｇ

(12.2.1)ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外品　

施工箇所

※5.5

･　

厚さ

(mm）

・

･ﾗﾜﾝ

・しな

表面の

樹種名

接着の

程度

※1類

・2類

板面の品質 防虫処理

・する

・しない

針葉樹　※C-D以上

　　　　※2等以上

広葉樹　・1等

※1等

・A種　・B種

・　

５．床張り用合板等

７
 
鉄
 
骨
 
工
 
事

工法　※A種（無収縮モルタル）

高力ボルト及び普通ボルトのゲージ、ボルト間隔、縁端距離等

は特記なき場合「建築鉄骨設計基準」による

・B種

品質　表7.2.6による

(7.2.9)(7.10.3)

（表7.2.6）(表7.10.2)

開先の形状及び寸法は、特記なき場合「建築鉄骨設計基準」による (7.6.4)

(7.3.2)

試　験　箇　所試 験 の 種 別 抜　取　方　法 備　　考

※超音波探傷試験 ※完全溶込み溶接部 AOQL 検査水準

※第6水準

・（　　）

・2.5％

※4.0％

(7.6.11)(表7.6.2)(表7.6.3)(表7.6.4)

・(             )

種別　　 （　　　　　　　　 ）

所定の性能　　・30分耐火　・１時間耐火　　・（　　　　　）

普通ボルト、ナット、アンカーボルト

最小板厚1.6㎜以上､3.2㎜未満の形鋼、鋼板類

最小板厚3.2㎜以上､6㎜未満の形鋼、鋼板類

最小板厚6㎜以上の形鋼、鋼板類

亜鉛めっき種別 材　　料 適用部位

摩擦面処理

※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　すべり耐力等の確認方法

　※すべり耐力試験方法等　　※図示　　・（　　　　）

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

(7.12.3)(7.12.4)(14.2.3)(表14.2.2)
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(表7.2.3)５．普通ボルト ・ボルト及びナットの材料　　・　表7.2.3による　　　・　　

ターンバックル胴の種類　　　※割枠式　　　・（　　　　） (7.2.6)

ターンバックルボルトの種類　※羽子板ボルト・（　　　　　）

エンドタブの切除
※　図示による

※　図示による (7.2.7)

（7.6.7）

適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・構造用アンカーボルト （材質　※SNR400B　・SS400）

・建方用アンカーボルト （材質　・SNR400B　※SS400）

保持及び埋め込み工法（・A種　・B種　・C種）

６．アンカーボルト

７．ターンバックル

８．デッキプレート

９．スカラップ

低応力高サイクル疲労を受ける部位　・（　　　　　）

10．柱底均しモルタル

11．工作一般

12．溶接接合

13．溶接部の試験

８
 
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１．補強コンクリート

ブロック造

３．ＡＬＣパネル

工法　　コンクリートブロック積帳壁の積高さは、壁厚の25倍かつ3500以内とし、その他の部分は

　　　　同厚の鉄筋コンクリート造垂壁とする

外壁パネルの出隅及び入隅パネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅

　　　※20mm　　　・（　　　　　mm）　　　　　　　　　　　　　　　　　

・Ａ種

・Ｂ種

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

単位荷重(N/㎡) 厚さ(㎜） 長さ(㎜） 耐火性能

・30分

・1時間

・2時間

・30分

・1時間

・2時間

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種・30分

・1時間

・2時間

・30分

・1時間

・2時間

パネルの区分

(8.4.2～5)(表8.4.2～4)

パネル幅の最小限度を300ｍｍ未満とする場合　・（　　　　　mm）

伸縮目地への耐火目地材の充填　　　・適用する

４．押出成形セメント板 押出成形セメント板はJIS A5441 による

耐火性能 取付け工法厚さ(㎜） 長さ(㎜）

・30分

・1時間

・2時間

・Ａ種

・Ｂ種

・30分

・1時間

・2時間

・Ｂ種

・Ｃ種

パネルの種類 表面形状

外壁パネル

間仕切壁パネル

・600

・450

・　

・60

・100

・　

・F　・F-R

・D　・D-R

・T　・T-R

・F　・F-R

・　

・600

・450

・　

・60

・100

・　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅　　※15mm　　・（　　　mm）

パネル相互の目地幅　※（長辺10mm以上・短辺15mm以上）　　・（長辺　　　　・短辺　　　　）

(8.5.2～5)(表8.5.1、2)

９
 
防
 
水
 
工
 
事

(7.9.2)

・（　　　　　　　　）

(7.8.3)

(7.2.4)(7.10.3)（表7.10.1）

(8.2.2、5)

(8.3.2、3)２．コンクリート

 ブロック帳壁及び塀

ブロックの種類

各部の配筋　　　　　※図示

化粧目地の有無　　　・無　　　・有

ブロックの種類

各部の配筋　　　　　※図示

化粧目地の有無　　　・無　　　・有

断面形状及び圧縮強さ

による区分

正味厚さ

(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ

※400

・ ・

・120

※150

化粧の有無

※無　・有

適用箇所 備考

※空洞ブロック-16

・型枠状ブロック-20

・

※無　・有

※無　・有

※200

高さ

・120

※150

断面形状及び圧縮強さ

による区分

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ

※400

・ ・

化粧の有無

※無　・有

正味厚さ

(mm)

備考(表8.3.1)以外

の適用箇所

※200・空洞ブロック-08

・

・120

※150

※400

・ ・

※無　・有※200・空洞ブロック-16

高さ

取付け構法表面加工

・平

・意匠

・平

・意匠

・100

・

・100

・

・平・100

・

・100

・

・屋根パネル

・床パネル

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した

保 護 層 備　考

※有　・無

・有　・無

１．アスファルト防水

施　工　箇　所 種　別

・有　・無

(9.2.2)(9.2.5)

・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

防水立上がり部の保護材

・乾式保護材（性能は建築材料等品質性能表による）

・セメントれんが

・場所打ちコンクリート

(9.2.4)防水層下地モルタル　・適用する（施工範囲　・図示　・　　　　　　）

(9.4.2,3)(表9.4.1～2)

施工標識　 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

　モルタル塗りの厚さ　・（　　　　）mm

施工標識　 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

・Y-2工法における工程4,5　　　・適用する　　※適用しない

施工標識　 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

・Ｘ-１　・Ｘ-２

・Ｙ-１　・Ｙ-２

施　工　箇　所 種　別

接着性試験　※簡易接着性試験 (9.7.5)

・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　）

２．改質アスファルト

シート防水

３．合成高分子系

　　ルーフィング

            　　シート防水

４．塗膜防水

７．シーリング

・屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　・行う　（適用場所　・すべて　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

(10.1.5)

14．錆止め塗装

15．耐火被覆

16．鉄の亜鉛めっき

厚さ　※25　・（　　　）

図示による

図示による

図示による

A-3

開口部廻り、外壁 MS-2

ﾎﾟｰﾁ

玄関床

150ｘ150 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

150ｘ150
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カ
 ー

 
テ
 
ン
 
ウ
 
ォ
 ー

 
ル
 
工
 
事

(13.5.3)(表13.5.4,5)

(15.4.2)(表15.4.1)・せっこう系　　　・セメント系２．セルフレベリング材塗り

(15.2.5)

床目地　　　　・設ける　（工法　※押し目地　　・　　　　　　）

　　　　　　　・設けない

(15.2.5)

(15.2.2)

　　　　　　　・設けない

既製目地材　　・設ける　施工箇所（　　　　　　　　　　）　形状（※図示　　・　　）

笠木の固定金具の工法等　　・図示　　　・　　

※規制対象外品　・（　　　　　　　）

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒドの放散量３．仕上塗材仕上げ

適用範囲外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

認定又は指定を受けたものとする

・屋内の壁及び天井の仕上げ塗材は、建築基準法に基ずく防火材料の

１．モルタル塗り 防水剤：性能は建築材料等品質性能表による

15

(15.2.2)

　　　滑り止め　※ローレット加工　　・（　　　）

　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

手すり　　　・ステンレスSUS304（表面処理　※HL程度　・NO.2B程度　・　　　）

タラップ　　・ステンレスSUS304仕上げは#400程度 (14.8.2，3)

８．手すり・タラップ

７．アルミニウム笠木

(14.8.2，3)

・(　　　 )

又はB-1種

※A-1種

皮膜・複合皮膜表面処理

棟上避雷導体システム　　・無　　・有（実厚2.0以上）

※2.0以上

※2.0以上

※2.0以上

※1.8以上

※1.6以上

・(　　　　 )

・(　　　　 )

※350

※300

※260～240

・板材折曲げ形

・押出し350形

・(　　　　　)

呼称肉厚製品幅種　類施工箇所

・押出し300形

・押出し250形

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする (12.2.2、3)

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外

・防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

　　　　適用部位（　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

適用部位

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

処理の方法

※(12.3.1)(3)(ⅱ)①～④

※(12.3.1)(3)(ⅱ)①～④

・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐・防蟻処理

(12.3.1、2)

適用

間伐材等

・　

・　

強度等級

・パーティクルボードＧ

厚さ

(mm）

※15

表裏面の状態

による区分 による区分

 曲げ強さ 　難燃性　接着剤

による区分 による区分

※13ﾀｲﾌﾟ

・ ・

※P又はM

　　　　施工箇所

・構造用パネル

施工箇所 厚さ(mm) 等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

・適用しない

・適用する

・構造用合板Ｇ

施工箇所

･　

厚さ

(mm）

・する

・しない

※12

有効断面

係数比

・

･ﾗﾜﾝ

・しな

表面の

樹種名

接着の

程度

※1類

・2類

※C-D以上

板面の品質等級

※2級以上

･1級

防虫処理

取付け用下地　　※(14.4)による　　・図示

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示　　・　

 (14.5.3)(表14.5.1)スタッド、ランナーの種類　　※(表14.5.1)による　　　・図示５．軽量鉄骨壁下地

(13.2.3)雪止め　　・設置する（図示）　　・　　

　　　　　・改質アスファルトルーフィング（・一般ﾀｲﾌﾟ　・複層材ﾀｲﾌﾟ　・粘着層月ﾀｲﾌﾟ）

(mm)

厚さ

付着量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、めっき板及びｺｲﾙの種類

　　補強方法　　※(14.4.4)(h)(1)(2)による　　・図示

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 (14.4.4)

　　補強方法　　※図示　　・　

(14.4.4)・吊りボルトの間隔が900を超える場合

 (14.2.2)(表14.2.1)

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

・　・　

皮膜又は複合皮膜の種類 備　考種別施工箇所

　　表面処理

　　アルミニウム合金の

２．アルミニウム及び

材質等　　表13.5.2による

(13.5.2)(表13.5.3)

る区分

耐力によ

伸縮調整継手　　 ・設ける（施工箇所　・図示　・　　）　　 ・設けない

※図示

(14.6.2、3)(表14.2.1)６．金属成形板張り

・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・(　　　）

板幅　※100　・(　　）　板厚　※1.0　・(　　）

※押出し　　・プレス　　・ロール

・アルミニウム　　・（　　　　　　　）

表面処理

寸　法

材　種

製　法

形　状

　　補強箇所　　・図示　　・　

　　補強方法　　・図示　　・　

・耐風圧性を考慮した補強　・行う　　※行わない

　　補強箇所　　・図示　　・　

　　補強方法　　・図示　　・　

・屋内外への耐震補強　　・行う　　※行わない

(14.4.4)

(14.4.4)

(14.4.4)

　　補強方法　　※図示　　・　

・天井のふところが3mを越える場合

　　野縁の間隔　　・300程度　　・（　　　　）

　　周辺部の端からの間隔　　・図示

　　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・900程度　　・（　　　　）　

・屋外の軒天井、ピロティ天井等４．軽量鉄骨天井下地 (14.4.3)

３．鉄鋼の亜鉛めっき  (14.2.3)(表14.2.2)

・Ａ種　 ・Ｂ種　 ※Ｃ種

亜鉛めっきの種別

・(　　　）種

備　考施工箇所

金
 
属
 
工
 
事

※ＨＬ　　　　・（　　　　　　　　　　）  (14.2.1)１．ステンレス表面仕上げ
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※規制対象外品　　・　

・ 

・硬質ポリ塩化ビニル管（・カラ－）

といの材種 (13.5.2、3)(表13.5.5)

　　　　・無し

４．ルーフドレン

材　種 径 施工箇所 備　考

たてどい

軒どい

・配管用鋼管

・ステンレス鋼管

・ 

とい受金物　※ステンレス製　・鋼製（亜鉛めっき）
    

３．とい

種　別

SUS304 厚2

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　　時間）

材料　　※JIS G 3322の屋根用ｺｲﾙ（CGLCCR-20-AZ150)　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）
    

合金板製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

※鋼板製

る区分

材料によ

・無し

・有り

軒先面戸板

(mm)

厚さ

・無し

・30分

耐火性能

（　　）種

　　形式

山ﾋﾟｯﾁ山高

・はぜ締め形

・重ね形

・　

・かん合形

による区分

山高、山ﾋﾟｯﾁ　施工箇所

(13.2.2)(13.3.2、3)(表13.2.1)２．折板葺

下葺材料　※アスファルトルーフィング940　

(13.2.2、3)

・　

・横葺　　・　　

・立平葺　・蟻掛葺き

・心木なし瓦棒葺

(CGLCCR-20-AZ150)

　屋根用ｺｲﾙ

※JIS G 3322の

屋根葺形式施工箇所 備考13

１．長尺金属板葺

　　（続き）

12

屋
根
及
び
と
い
工
事

木
　
工
　
事

防　露　　　※施工箇所は表13.5.5による　　　

左
 
官
 
工
 
事

種別　　・A種　　・B種（仕上材塗り：EP-G　※B種　　・A種） (15.6.2)５．マスチック塗料塗り

(15.5.4)ALCパネルの場合　　内部目地部の形状　　※V形目地付き　・　　４．下地処理

色彩　　・着色　　※原色

(15.8.3)吹付け厚さ(mm)　　・図示　　・25　　・　　

(15.8.2)

(15.8.2)６．ロックウール吹付け

こて塗り

砂壁状

  平たん状 

吹付け

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

・難燃

・不燃

・準不燃
・無

・有

・難燃

・不燃

・準不燃
・無

・有

防火材料の指定の有無

防火材料の指定の区分
備　考工法仕上げの形状呼び名

(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.6)・軽量骨材仕上塗材

・

・

・

・

・

・

・

・(　　　)

つやあり

つやなし

・

・

・

・

・

・

※アクリル系

・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・ふっ素系

・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

※つやあり

・つやなし

※アクリル系

・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・ふっ素系

・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

耐候性※3種・シリカ系

塗り

付け

吹き

塗り

ﾛｰﾗｰ

付け

吹き

・ 凸部処理

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・

・

・

・

・ 凸部処理

・難燃

・不燃

・準不燃

耐候性上塗材（水系）工法仕上げの形状
防火材料の指定の区分

防火材料の指定の有無

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材CE

・可とう形複層塗材CE

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＣＥ

呼び名

(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.6)・複層仕上塗材

ﾛｰﾗｰ

・　　

・ローラー　

・こて塗り

・吹付け

・　　

・凹凸状

・砂壁状じゅらく

・ローラー　

・こて塗り

・吹付け

工法 備　考

・着色骨材砂壁状

・砂壁状

・

・

・難燃

・不燃

・準不燃
・無

・有

・

・砂壁状

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・難燃

・不燃

・準不燃
・無

防火材料の指定の有無

防火材料の指定の区分
仕上げの形状呼び名

(15.5.2)(15.5.6)(表15.5.1)・薄付け仕上塗材

・有

・　　

・

・

・

各性能を適用する建具符号：建具表による

面内変形追随性の等級（　　　　　　　　）・耐震サッシ

・断熱サッシ

・防音サッシ

※Y08　　・　 ・　

※(表16.4.2)による※Z12又はF12　　・　　

合金めっき鋼板

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5%アルミニウム

材料 厚さめっき付着量

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

(16.4.3)鋼板

(16.4.2)(表16.4.1)

・

・

・耐風圧性能

・簡易気密型

内部建具外部に面する建具建具性能等

各性能を適用する建具符号：建具表による

各性能を適用する建具符号：建具表による

・

・

・

面内変形追随性の等級（　　　　　　　　）・耐震サッシ

・断熱サッシ

・防音サッシ

・・簡易気密型

(16.5.3)召合せ、縦小口包み板の材質　　※ステンレス鋼板　　・鋼板

・

・

・

面内変形追随性の等級（　　　　　　　　）・耐震サッシ

・断熱サッシ

・防音サッシ

鋼板（屋内）　　※SUS430　　・SUS430JIL　　・SUS443J1　　・SUS304

鋼板（屋外）　　※SUS304　　・SUS430JIL　　・SUS443J1

(16.6.3)

(16.6.3)

(16.6.5)ステンレス鋼板の曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ

表面仕上げ　　　※HL仕上げ　　・鏡面仕上げ　・　 (16.6.4)

・・S-4　　　・S-5　　　・S-6・耐風圧性能

内部建具外部に面する建具建具性能等

(16.5.4)

(16.5.3)

(16.5.2)(表16.4.1)

・・簡易気密型

内部建具外部に面する建具建具性能等

表面材の合板の種類　　※普通合板　・（　　　　　）

かまち戸の樹種　　かまち(　　　　)　鏡板(　　　　　)

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　・　　

(16.7.2)

マスターキー　※製作する　・製作しない

建具用金物

錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

(16.8.4)

(16.7.2(b))

(16.7.2(c))

(16.7.2(d))

枠、くつずりの材料　　・建具表による　　・　　 (16.7.2(i))

ふすま上張りの種類　　・鳥の子　　・新鳥の子程度又はビニル紙程度　・　　　　　

19．鍵箱

18．衝突防止表示

鋼製市販品とし、監督職員の承諾による。

形式　・30本入(　個) ・60本入(　個) ・120本入(　個) ・　本入(　個)

(20.2.10)形状、寸法、材質　　※図　示

※建具表による

下記に示す製造所の参考商品程度とする

（ ）

(16.14.2)(16.14.3)(表16.14.1)16．ガラス留め材

17．ガラス用フィルム

５．鋼製建具

６．鋼製軽量建具

７．ステンレス製建具

８．木製建具

９．建具用金物

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　　※規制対象外　　・　　

・ 凹凸状

・ 凹凸状

・適用する（　　　　）・適用しない

・

断熱性の等級（　　　　　　　　　）

遮音性の等級（　　　　　　　　　）

・適用する（　　　　）・適用しない

遮音性の等級（　　　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　　　）

鋼板　　※亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　　・カラー鋼板　　・ステンレス鋼板

鋼板の厚さ　　・(表16.5.1)による　　・　　

(16.6.2)(表16.4.1)

・適用する（　　　　）・適用しない

遮音性の等級（　　　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　　　）

なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

吊金物

・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

・ピポットヒンジ

(16.8.2)

開閉装置の性能値

駆動力　※電気式または電動油圧式　・（　　　　　　　　　　　　　）

電　源　※単相100V(過電流保護装置付)　・（　　　　　　　）

センサーの種類　※光線(反射)スイッチ　・（　　　　　　　　）

補助センサー　　※安全光線スイッチ1組　・（　　　　　　　　）

各開閉装置毎に補助センサーを設ける

スライディングドア用　※表16.9.1による　・図示

スイングドア用　　　　※表16.9.2による　・図示

(16.9.2～3)

性能は表16.10.1による

種　　類 開閉形式 備　　考

・(　　　)

N/㎡
・設ける

・設けない

※上部電動式

（手動併用）

・上部手動式

※危害防止機構

※障害物感知装置

（自動閉鎖型）

※設ける

・防煙シャッター

・防火シャッター

シャッターケース 耐風圧強度

・

・

電動式の場合の電源　※三相　200V　0.75kw以下(過電流保護装置付)　　・　　

シャッターケース開閉形式 スラットの形状 ガイドレール･座板の材質

（手動併用）

・上部電動式

※手動式

・設けない

・(　　　)

N/㎡
※設ける ※インターロッキング形

・オーバーラッピング形

※ステンレス(SUS304)

・溶融亜鉛めっき鋼板

電動式の場合の危害防止機構　※有（障害物感知装置自動閉鎖型）

電動式の場合の電源　※単相　100V(過電流保護装置付)　・(　　　　　　　　 ）

(16.11.2～4)(表16.11.1)

耐風圧強度

・

・

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

・スタンダード形

電動式の場合の電源　※単相　100V(過電流保護装置付)　・(　　　　　　　　 ）

電動式の場合の危害防止機構　※有（障害物感知装置自動閉鎖型）

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ (SUS304)

※ステンレス鋼板

・溶融亜鉛めっき鋼板

・50

・75

・100

・125

・(　　 )

※バランス型

・チェーン型

・電動型

収納形式ガイドレールの材質開閉方式によるの区分セクション材料の区分

・ファイバーグラス

　タイプ

耐風圧区分

※建具表による

・ガラスブロック　　標仕16.14.5による (16.14.5)

凍結防止装置　　・適用する（適用箇所は建具表による）　　・適用しない

スラット及びシャッターケース用鋼板

　めっきの付着量　※Z12又はF12

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302　　・JIS G 3312

スラットの材質

　鋼板の種類　　　・JIS G 3312（めっき付着量　※Z06又はF06　　・　　　　　　）　

　　　　　　　　　・JIS G 3322（めっき付着量　※AZ90　　　　　 ･　　　　　　）　　　　　　

10．自動ドア開閉装置

11．自閉式上吊り引戸機構

12．重量シャッター

13．軽量シャッター

14．オーバーヘッドドア

15．ガラス･ガラスブロック

　シリンダー箱錠、本締り錠の耐じん性能　※グレード２　　・（　　　　　　）

(16.4.6)(16.5.6)(16.8.2)(表16.8.1)

・管理用シャッター

・外壁用

・屋内用

(16.12.2～4)(表16.12.1～2)

(16.13.2～4)(表16.13.1～2)

(16.14.2～4)

・

・

・

・

(16.3.2)(表16.3.1～3)

遮音性の等級（・T-1　　・T-2　　　　）

面内変形追随性の等級（　　　　　　　　）・耐震サッシ

内部建具外部に面する建具

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・断熱サッシ

・防音サッシ

・サッシ性能等

建具性能等

各性能を適用する建具符号：建具表による

(16.3.3)

表面色　　　　　※標準色　　　　・特注色

ガラス　　　　　※複層ガラス　　・　　

(16.3.5)

(16.3.4)

(16.3.4)

枠の見込み寸法　・建具表による

水切り板、ぜん板　　※図示　　・　　

４．樹脂製建具

水切り板、ぜん板　　※図示　　・　　 (16.2.5)

(16.2.4)結露水の処理方法　　※図示　　・　　

・

・

・

・

各性能を適用する建具符号：建具表による

網目寸法15mm1.5mmステンレス(SUS304)線材・防鳥網

・　・　

・16～18メッシュ※0.25mm以上

網目線径材種種類

・ステンレス（SUS316)製

※ガラス繊維入り合成樹脂製

・合成樹脂製・防虫網

３．網戸等

面内変形追随性の等級（　　　　　　　　）・耐震サッシ

※C-1種　・C-2種・A-1種 ・A-2種 ※B-1種 ・B-2種表面処理

２．アルミニウム製建具

内部建具外部に面する建具

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

遮音性の等級（　　　　　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　　　　　）・断熱サッシ

・防音サッシ

・サッシ性能等

建具性能等

(16.2.2～4)(表16.2.1)

・適用する　（適用箇所　　・図示） (16.1.6)１．防犯建物部品

断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6　）

ガラス溝の寸法、形状　　※製造所の仕様による　　・　　

製品及び取付け位置の寸法許容差　　※(17.2.1～3）による

下記以外は表9.7.1による

断熱材　

主要構成材料　

※1/200　　・（　　　　　　）

(層間変形角)

耐震性

(17.2.2)

※適用しない　・適用する(施工箇所等詳細は図示)

構造用ガスケット

シーリング材の種類

耐久性による区分主成分による区分記号

ガラス

石・タイル

ガラスガラス

金属

被着体の組合せ

シーリング材及びガラス留め材

２．メタルカーテン

ウォール

１．性能

・W-4　(　　　)

・A-4　(　　　)

・W-5　(　　　)

等級（　　　　　）

等級（　　　　　）

等級（　　　　　）

・A-3　(　　　)

・S-6　(　　　)・S-5　(　　　)・S-4　(　　　)

性能の確認・判定方法

耐温度差性

断熱性

遮音性

・１時間・30分耐火性 ・(　　　)

気密性

水密性

耐風圧性
17

・A種　　・B種

鋼製建具以外

鋼製建具・　

・C種

・A種　　・B種亜鉛めっき面

見え隠れ部分

見え掛り部分

・A種　　※B種

塗料の種別工程の種別下地面等

※A種　　・B種鉄鋼面

３．錆止め塗料塗り

・塗装の種別、種類　　・仕上げ表に記載　　　・（18.4.1～18.14.2）による

・仕上げ表に記載　　　・(18.2.2～7)による２．素地こしらえ

接着剤のホルムアルデヒド放散量１．接着剤

４．塗装

※規制対象外品　・第三種品

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

）適用範囲外（

認定を受けたものとする

・屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は

内部に使用する塗料は、原則水性系のものとする (18.1.3)

18

１．材料

19

外壁タイル張り下地の下地モルタル接着試験　　・適用する　　・適用しない

(14.7.2、3)(表14.7.1)(表14.2.1)

16

建
 
具
 
工
 
事

塗
 
装
 
工
 
事

内
 
装
 
工
 
事(16.10.2～3)(表16.10.1)

(16.2.3)

(16.2.2)(17.1.3)

・カット･ループ併用 ・(　　　)・(　　　)・

※2.5

※帯電防止

・防滑性

・防滑性

・帯電防止

・防滑性

・帯電防止

特殊機能

　　　　　　　又は、体積電気抵抗値（JIS A 1454)1×10７～1×10１０Ω程度

帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455)1.2以上～3.2未満

・耐薬品性

・防滑性

・耐動荷重性

・帯電防止

特殊機能

　あるもの

５．カーペット敷き (19.3.2～4)(表19.3.1～2)

防汚加工品

帯電防止及び

・柄物

※無地

・(　　　)

※　6.5

・(　　　)

※500角

・カットパイル

※ループパイル

・

※第一種

備　考総厚さ寸　法パイルの形状種別

・タイルカーペット

色　柄

材　質

４．ビニル幅木

３．ビニル床タイルＧ

※60　・75　・100※1.5以上・硬質※軟質

高　さ厚　さ

(19.2.2)

使用材料　　下記に示す製造所の製品程度とする

製 造 所 参 考 商 品 名

　　　　　　　又は、体積電気抵抗値（JIS A 1454)1×10７～1×10１０Ω程度

特殊機能

帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455)1.2以上～3.2未満

※4.0以上

・2.0

※無地

・柄物

※無地

・FOB

※FOA

・TT

・KT

※500×500

・450×450

※300×300

・450×450

・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)※300×300

・柄物

・柄物

・無地

寸法

・　

厚さ(mm) 備考色柄施工箇所JIS記号

・　

(19.2.2)(19.2.3)

特殊機能

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　）

・　

・　・発砲層の

・柄物

・無地

厚さ(mm)

・　

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・無地

備考色柄施工箇所JIS記号種類

・　

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

　ないもの

※発砲層の

２．ビニル床シートＧ (19.2.2)(19.2.3)

※2.0

下地がセメント系下地及び木質系以外の場合の接着剤　・（　　　　　　　　）

(19.2.2)

(表19.2.1)

６．接着剤

７．防腐・防蟻

　　　　適用部位（　　　　　　　　　　　　　）

※A種　・B種

・A種　※B種　

（7.8.3、18.3.3、4）

※規制対象外品　・（　　　　　　　）

図示による

A-4

５．床張り用合板等

事務室･更衣室･便所 ・20

屋根 0.5
一文字葺き
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内
 
装
 
工
 
事

９．鏡 (20.2.9)15．化粧塩ビシート 下記に示す製造所の商品程度とする 取付箇所、寸法　※図示　　　　・　　　　　　　厚さ(mm)　　※5　　・　　(19.4.2、3)(表19.4.1～8) 30．旗ざお受金物 材種　※ステンレス製(SUS304)　・(　　　　　)

種　別 施工箇所 工法 仕上げの種類 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

31．敷地境界標 ・花崗岩（文字入り）10．煙突ライニング 煙突用成型ライニング材　適用安全使用温度※400℃　　・650℃煙突用成型ライニング材　適用安全使用温度※400℃　　・650℃ (20.2.11)(20.2.11)・厚膜型塗床材 ※平滑仕上げ 16．システム天井 種　別 Ｔバーの材質 備　　考

・コンクリートブロック製の市販品程度キャスタブル耐火材　　　工法　　・こて押さえ　　・　　　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 ・防滑仕上げ・つや消し仕上げ ・ラインタイプ ・シングル
・アルミニウム製

・金属製(真ちゅう製50角　アンカー共）※厚膜型塗床材 ※薄膜流し展べ工法 ・平滑仕上げ ・ダブル
・鋼製

11．ブラインド　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 ・厚膜流し展べ工法 ・防滑仕上げ ・口型タイプ （20.2.12）

32．掲示板 屋内・樹脂モルタル工法 下記に示す製造所の商品程度とする 形式 操作方法 種類 スラットの材種 ｽﾗｯﾄ幅 ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 寸法・　

種　　類 取付方法 枠の確認 枠の材種 備　考・薄膜型塗床材 （ ） (mm) の材種 取付箇所

・ピンレス ・メカー仕様 ・900×1200 ・アルミ製17．浴室天井材 材　質 幅 備　　考 ・横型 ・手動 ※ギヤ式 ※アルミニウム ※25 ※鋼製 ・図示塗料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　　
７．フローリング張り　Ｇ (19.5.2～6)(表19.5.1～5)

・ピン、マグネット併用 ・ ・900×1000 ・※硬質塩ビ製 ※300 断熱材を裏打ちしたもの ・コード式 　合金製 ・　 ・　
種 　　別 工法 樹種 寸法 塗装

・ピン ・600×900・アルミニウム製(準不燃品) ・100 付属品の材料は主製造所の ・操作棒式
単層 ・塗装品・（　　　　　　　　） 屋外 ・照明器具　　　　有　　　　無・(　　　　　　 ) ・(　　) 仕様による ・電動 －

・無塗装品
・施錠　　　　　　有　　　　無・縦型 ・手動 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式 ・アルミスラット ・80 ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・図示

（20.2.2）・A種 ・根太張り工法 ※なら ・塗装品・（　　　　　　　　）
・１本操作ｺｰﾄﾞ式 ・クロススラット ・100 ・　

施工箇所 寸法 高さ 所定荷重 表面仕上げ材 備考複合 ・B種 ・直張り工法 ・かば ・無塗装品
33．耐震スリット 方　向 タイプ 耐火性能 防水性能・電動 － ・　

(mm) (mm) (N)※C種 ・接着工法
・垂直方向 ・耐火型 ・有り

※完全（全貫通型）スリット※450角以上 ※100 ※3000 ・帯電防止床タイル・　
・水平方向 ・非耐火型 ・無し12．ロールスクリーン (20.2.13)

　600角以下 ・120 ・5000 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・　　
材種 操作方式 遮光性 寸法(mm) 取付箇所 備考

・　 ・　接着工法の場合の緩衝材　　　　※合成樹脂発泡シート　　・　　 34．防煙垂れ壁 ・固定式※ポリエステル ・電動式 ・１級 ・図示 ・図示
適用地震時水平力　　　１階及び地階　　　　　※0.6G以上

材　質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備　考・　 ・スプリング式 ・２級 ・　 ・　
　　　　　　　　　　　中間階（　～　階）　　※0.6G以上　　・1.0G以上８．畳敷き (表19.6.1) ※網入り磨板ガラス ※6.8 ※500 アルミ製枠付き※チェーン式 ・３級
　　　　　　　　　　　最上階（　　　　）　　※1.0G以上種別 ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　・Ｄ種　(・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N) ・線入り磨板ガラス ・ ・

帯電防止床タイル　　　・置敷タイプ　　　・パネル一体タイプ９．せっこうボード (19.7.2)
13．カーテン (20.2.14)(表20.2.1)

　　　　　　　　　　　（パネル一体タイプ以外の仕上げ材は別途内装工事とする）その他ボード張り 材　種 種 別 目地処理工法 厚　さ 備　考 ・可動式開閉装置形　式
施工箇所 ひだの種類 参考商品名寸法精度　　※(20.2.2)(b)(5)(ⅰ)～(ⅲ)による・せっこう (GB-R) ・突付け ※ 12.5 ※910×2730 種　類 材　質 高さ（mm） 備　考ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾞﾌﾞﾙ 片引 引分 手引 紐引 (　　)

表面仕上材の品質、性能　標準仕様書第19章によるボード(壁) (ベベルエッジ) ・910×1820 ・垂直降下式 ※不燃布 ※500 ガイドレール・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
※継目処理 （巻取り型） （不燃認定品） ・800 ※固定式（壁埋込型）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・可動式（天井収納型）

・化粧せっこう ・トラバーチン ※突付け ※ 9.5 防火認定は不燃とし寸法は ・回転降下式 鋼板製又はアルミ製 ※500 表面仕上げ14．カーテンレール 材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製 (20.2.14)(20.2.14)
ボード 模様(GB-NC) ※450×910　・910×910 ・800 ※天井材張り強さによる区分　　※10-90　　・　　

・木目模様 ※目透し ※ 9.5 防火認定は準不燃とし専用 ・ ・仕上げ　　※アルマイト　　・　
(裏桟付)(GB-D) 軽鉄下地材付き 降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）形状　　※角形　　・　　

・ロックウール DR ・突付け ・ 9 不燃

化粧吸音板 ※ 12 ※300×600
35．止水板 形状　　　　・差込式　　・据置式　　　・壁張り式15．カーテンボックス及び 溝型×深さ（mm）　　・90×150　　・120×80　　・120×150　　・150×80　　・図示

・ 15(凹凸) ・455×910
施工箇所　　・図示ブラインドボックス 材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・無石綿けい酸 ・突付け ※６　・８ ノンアスベスト
　　　　※アルミニウム製　押出し型材（市販品）

カルシウム板 ・目透し ・10　・12
　　　　・銅製（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 36．エキスパンション

(0.8FK) ・(　　　)
・ジョイント金物 材　種 クリアランス 耐火性能 備考

・木質系 ・硬質木毛セメ ・ 15 難燃木毛セメント板の材種は
16．コーナービード 材質　　　※アルミニウム押出形材差込型　・(　　　　　　　　　　) ・アルミニウム製 ・50　　・100　　・150 ・あり（　　　）

セメント板 ント板(HW)Ｇ ・ 20 JIS規格品（難燃２級品）
(壁ボード出隅保護金物) ※シルバー　　・焼付　　・(　　　　　　　　) ・ステンレス製 ・　　 ・なし

(CE板) ・普通木毛セメ ※ 25 又は建設省防火認定準不燃
施工箇所　※図示

ント板(NW)Ｇ 第2031号の認定品とする
17．天井見切縁 材質　　　※アルミニウム押出形材　　　・塩化ビニル製

排水管用材料 (21.2.1)(表21.2.1、2)１．排水管・強化せっこうボード　　耐火の個別認定を取得したもの
施工箇所　※仕上表による　・(　　　　　　　　　)

21 材種 管の種類 形状 呼び径 備考・１時間耐火　　　・２時間耐火　　　・（　　　　　）

排
 
水
 
工
 
事

・遠心力鉄筋コンクリート管 ※外圧管（１種） ・B形管 ※図示遮音シール材　※アクリル系又はウレタン系シーリング材 (19.7.2)
18．ピクチャーレール 材質　　　※アルミニウム押出形材　　フック　２個/ｍ　　　耐荷重40kg程度

・　 ・　・ジョイントコンパウンド(JIS A6914)

・硬質ポリ塩化ビニル管 ※VP ※図示　　・　　10．合板張り ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・　　 (19.7.2～3)(表19.7.3)
19．天井点検口 材質　　　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・（　　　　　　　） ・VU ※図示　　・　　・普通合板Ｇ （20.2.3）

構造形式 構成基材の種類 総厚さ 表面仕上材 防火 備考 ・RS-VU　Ｇ ※図示　　・　　表板の 板厚さ 接着の ２．可動間仕切
20．床点検口 材質　　　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）施工箇所 板面の品質 防虫処理 その他の処理

基床の厚さ及び種類　　・図示　　・　　スタッド パネル (mm) 材質 厚さ パネル表面仕上 性能樹種名 (mm) 程度 (パーテーション)

地業に用いる材料　　・砂（・(21.2.1)(g)(1)　・図示）　　・砂利（・(21.2.1)(g)(2)　　・図示）・スタッド式（内蔵） ・鋼板 ※0.5 ※ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付 ・不燃・ラワン 広葉樹 ※5.5 ・1類 ・する ※難燃処理
21．消火器ボックス ※市販品(埋込みタイプ）

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤　　・　　・スタッド式（露出） ・　 　以上 又はｱｸﾘﾙ樹脂焼押入 ・しな ・1等　※2等 ・(　　 )4，3 ※2類 ・しない ・防炎処理
材　質 仕　上 寸　法 扉 表　示

・パネル式 ・壁紙張りｸﾛｰｾﾞｯﾄ ・(　　 ) 針葉樹
※鋼製 ※焼付塗装 ※W300×H900程度 ※有り ※絵・文字表示

(21.2.2)形状及び寸法等　　・図示　　・　　スタッドパネル式 ２．側塊、排水枡等※C-D　・(　　 )
・ ・ ・ ・ ・

地業に用いる材料　　・砂（・(21.2.1)(g)(1)　・図示）　　・砂利（・(21.2.1)(g)(2)　　・図示）・天然木化粧合板Ｇ

化粧単板 単板厚さ 板厚さ 接着の 中心周波数500Hzの音についての透過損失（dB）
施工箇所 防虫処理 その他の処理 22．ステンレス流し台 ※優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　・（　　　　　　　　　）

(21.2.2)形状及び寸法等　　・図示　　・　　・一般タイプ(36未満)　　・遮音タイプ(36以上) ３．鋳鉄製ふたの樹種名 (mm) (mm) 程度
上板及びシンク底部はステンレス製、単槽シンク、トラップ付

・なら ※0.3未満 ※4.2 ・1類 ・する ※難燃処理 ガラス留め材　　※ガスケット　　・シーリング
寸　法 開　戸 引き出し 備　考

(21.2.2)形状及び寸法等　　・図示　　・　　４．グレーチング・しおじ ・(　　 ) ・3.2 ※2類 ・しない ・(　　 　　) ３．移動間仕切 （20.2.4）
・W1200×D550～650×H800 ※３枚　・(　　 ) ※１段　・(　　 )

構造形式 操作方法 圧縮装置の 総厚さ 表面仕上材 遮音性・6.0 (スライディングウォール) ・サイド
・W1500×D550～650×H800 ※４枚　・(　　 ) ※１段　・(　　 )1-2枚

形状及び寸法等　　・図示　　・　　 (21.3.1､2)(表21.3.1)操作方法 (mm) 材質 パネル表面仕上 (dh/500HZ) ５．街きょ、縁石、側溝パネル付
・W1800×D550～650×H800 ※４枚　・(　　 ) ※１段　・(　　 )

地業の材料　　　　※(4.6.2)(a)による　　・図示・平行方向　移動式 ・手動式 ・プッシュ式 ※60程度 ・鋼板 ※焼付塗装 ・36未満11．壁紙張り ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・　　 (19.8.2)

砂利地業の厚さ　　※100(mm)　　・図示・二方向　移動式 ・電動式 ・ハンドル式 ・100程度・　 ・壁紙張り ・36以上種　　類 防火性能
施 工 箇 所 参考商品名

コンクリート設計基準強度　※18N/mm2　　・（　　　　　　）・部分電動式 ・　 ・　ビニル 織物 無機質 (　　) (下地込)
23．コンロ台 ※優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　・（　　　　　　　　　）

遮音性能はJIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする ６．埋め戻し材料 表3.2.1「埋め戻し及び盛土の種別」による　※B種　・(　　)種・不燃
・ ・ ・ ・ テーブルトップはステンレス製、バックガード（※有　・無し）

４．トイレブース （20.2.5）ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・（　　　　　　　）
１．路床 路床土　　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種 (22.2.2、3、5）(表22.2.2)寸　法 開　戸

構造形式 色柄 脚部 ドアエッジ、形状・不燃
・ ・ ・ ・ ・W700×D550～650×H620 ※２枚　・(　　 　　)1Fはｵｰﾌﾟﾝ 22

形状 形状 材質・準不燃

舗
 
装
 
工
 
事

路床の構成及び仕上り　　※図示・W600×D550～650×H620 ※１枚又は２枚　・(　　 　)
※メラミン樹脂系化粧板 ※無地 ※幅木タイプ ※標準 ・アルミニウム製・不燃

・ ・ ・ ・
・柄物 ・　 ・R　 ・ステンレス製・準不燃 ・ポリエステル樹脂系化粧板

試験
・表面材と同材

　砂の粒度試験　　　　　　　　 ・行う　　・行わない24．吊戸棚 ※優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　・（　　　　　　　　　）
12．断熱材 Ｇ ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した 吊り方式　※中心吊、戸当たり付　　・（　　　　　　　）

　路床土の支持力比(CBR)試験　　・行う　　・行わない寸　法 開　戸 棚　板
断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※規制対象外　　・　　 ５．階段滑り止め （20.2.6）

　路床締固め度の試験　　　 　　・行う　　・行わない・W900×D350～450×H500 ※２枚　・(　　) ※１段　・(　　  )
・打込み断熱材　（JISA9521､JISA9511による） (19.9.2) 材種 幅(mm) 取付け工法 端部フラットエンド

　現場CBR試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない・W600×D350～450×H500 ※２枚　・(　　) ※１段　・(　　  )
材　　　　種 種　　　類 厚　さ ※ステンレス製（SUS304) ※約35 ※接着工法 ※あり ※ビニル製

・優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　　・（　　　　　　　　　　 ）
・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材又は断熱材 ・　 　樹脂製ゴムタイヤ入り ・　 ・埋込み工法 ・ステンレス製

２．路盤 路盤の厚さ　　・図示　　・　　 (22.2.2、3、5）(表3.2.1)
※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材（ｽｷﾝなし) ※保温板2種b ※25　・　 ・なし －・ポリエステル樹脂系化粧板

25．水切棚 ※既製品　ステンレス製一般型　・(　　　　　　　　　　　　　　　)又は断熱材 ・保温版3種b ・25　・　
路盤材料　・採石C-40

・ ・　 ６．手すり ・集成材手すり
　　　　　※再生クラッシャランＧ　　RC-4026．フード ※市販品（レンジフード）　（参考商品名：　　　　　　　　　　　　　　　）

・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材又は断熱材 ・　 径形式 材　種 仕　上
　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグＧ　　CS-40・　　　

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材（3種2号を除く）又は断熱材 ・　 ・３５φ　※４５φ　・　・１段 ※タモ ※ＣＬ
27．くつふきマット 材種　　　※ステンレス製ノンスリップ型(縁金物：ステンレス製) 　　　　　・　

施工箇所 ※３５φ　・　※２段 ・　 ・　
・塩化ビニル製またはゴム製(縁金物：ステンレス製) 　　　　　・図示

・床版　（ ・屋根スラブ下　・接地床(7-01-2)　・図示)
試験

・壁　　　 ・外壁内側部分(7-01-2)但し、下記を除く
28．視覚障害者用 ブロックパターンは　JIS T 9251による (19.2.2) 　路盤締固め度の試験　　　　　　　　 ※行う　　・行わない

倉庫　　便所　 設備室　 湯沸室　 車庫　 書庫 　(　　　) ・既製手すり（樹脂製）
誘導用床材及び 施工箇所 材質 寸法 備考

・（ ） 径 ブラケット形式 備考
注意喚起用床材 磁器製又はせっ器製 ※300角　・(　　　) 黄色　　無ゆう ３．アスファルト舗装 アスファルト舗装の構成及び厚さ　　※図示　　・　　 (22.4.2～6）(表22.4.4)

現場発泡断熱材（　※Ａ種1　　・Ｂ種1　　） (19.9.3) ※４０φ　・　　・○型（１段） アルミ合金製 指づめ防止材共
加熱アスファルト混合物等の種類塩ビ製 ※300角 黄色

難燃性 厚さ(mm) 施 工 箇 所 ※３４φ　・　　※○型（２段） （心材共）
樹脂製点字鋲 区分 地域 種類

※300角　・500 黄色(地色黄以色)難燃性を ・ 25 ※窓廻り等の断熱材補修部分、ルーフドレン廻りの床版下等、
(タイルカーペット用) 表層 ・一般地域 ※密粒度アスファルト混合物(13)

有すること ・(　　　)35,20 部分的に後張りとしなければならない箇所 点字表示板(150×100程度)　　　(　　　　　　)箇所
コンクリート製 ※300角　○ア 60 黄色 ・細粒度アスファルト混合物(13)

・(Ｂ種：屋根スラブ下，外壁廻り ) JIS T 0921に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による
樹脂系点字鋲（タイルカーペット用）　　寸法　　・300角　　※500角

　※ポリカーボネイド製　　大きさ120×150程度　厚み　0.1程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　※黄色　　・　　 シールコートの施工　　　・行う　　・行わない

13．床下地材 ・乾式遮音二重床用床下地材(樹脂製支柱式) 　・塩ビ製　　　　　　　　大きさ100×125程度　厚み　0.1程度
樹脂系点字鋲の留付は両面から挟込み小フック式 アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

　　BL認定及び建築物の遮音性能基準と設計指針（第2版）（日本建築学会）で規定する ７．床目地棒 床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる
樹脂系点字鋲突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251に準拠する

　「床衝撃音レベルに関する適用等級」２級程度を有するものとし、製造所の仕様による ※ステンレス製　型（幅40程度○ア 1.5）
(22.5.2～4、6）(表22.4.1～3)４．コンクリート舗装 コンクリート舗装の構成及び厚さ　・図示　・（　　　　　　）mm

施工箇所 床仕上材天端高さ 遮音性能（スラブ厚150mm） ・ステンレス製 4×12　　　・黄銅製 4×12
歩行者用コンクリート舗装の厚さ　※70mm　　・（　　　　　　）mm29.旗ざお 材　　種 操作方法 形　　式 高さ(mm) 固定方法 備考

・畳下地 ・150　　・180 軽量床衝撃音 重量床衝撃音
(20.2.8) 注入目地材料　　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ※アルミニウム合金製 ・テーパー式 ・ロープ式 ・埋込式　８．黒板及び・フローリング類下地 ・（　　） ※LL-50　　・（　　）※LH-55　　・（　　）

種　類 使用箇所 色　彩 備　考  目地の種類、間隔、構造　　※(表22.5.3)及び図22.5.1による　　・図示・同一断面 ・ハンドル式 ・ベース式ホワイトボード
・黒板 ※焼付け ※緑　・黒 ※平面　・曲面　・スクリーン付引分  溶接金網　　※使用する　　・　　・バンド式

14．メラミン樹脂化粧板 JIS規格品(JIS　A　6903)　 厚さ　※1.2　・(　　　　)
※緑　・黒

・ホワイト ※ほうろう ※白 ※平面　・曲面　・スクリーン付引分

　ボード

１．フリーアクセスフロア
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床パネルの材質 ※アルミ合金ダイカスト製、スチール製又は複合材等

構成材の材質　・アルミニウム製　　・銅製（仕上げ：　　　）　　・　　

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示　

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※50%以上　　・20～30%　　・　　

　配線取り出し開口　・パネル１枚につき、40mm×80mm　程度の開口１箇所以上　　・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　　・なし　　・あり（型式、施工箇所：図示）

ローリングロード性能　・適用する　　　適用室

　　　　　　　　　　　※適用しない

ローリングロード試験

3,000N：積載荷重1000N時において、最大変形量1.5mm以下

(使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点がないこと)

5,000N：積載荷重1000N以上において、最大変形量1.0mm以下

(使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点がないこと)

開口の数　　　フロア面積８㎡につき1箇所かつ予備開口を14㎡につき1箇所

適用室 開口の大きさ

コンセント(電源)：2P15Ａ接地極付×２

情報用モジュラージャック(電話)：８極８芯×１

の入ったアウトレットが納まる大きさ

取付方法　フリーアクセスフロア製造所の仕様とする

図示による

図
示
に
よ
る

仕上表による
一般普及品
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特 記 仕 様 書 ５

車止め用既製コンクリート　W200×L600×H120　小型反射板付き

全面接着アンカー併用固定（彫込み30mm埋込み65mm以上）

路面表示用塗料の種類（JIS K 5665（路面表示用塗料）による）

・1種

・2種

※3種1号

常温

加熱

溶融

種類

Ｇ

Ｇ

施工箇所

・区画線

・車いす使用者用専用駐車スペース表示（1300角）

Ｇ　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

・駐車スペースナンバー表示（350角）

10．車止め

液状

粉体状

適用施工

※白

・

※150

・100

※1.0

・

塗布厚さ

・　

色 幅 　備考

９．砂利敷き 種別

・A種（施工範囲：・図示　　・通路　　・　　）

・B種（施工範囲：・図示　　・建物周囲　　・　　）

(22.9.2)

11．路面標示用塗料

・樹脂系混合物

６．支柱 (23.3.2、3)

形式　　　　　・図示　　・　　

(23.3.2)

８．芝張り 種類　　※コウライシバ　　・ノシバ (23.4.2)

芝張りの工法

　平地　　※目地張り　　・べた張り

　法面　　・目地張り　　※べた張り

排水層

植込み用土

樹木の材種、寸法、株立数、寸法等

・軽量骨材（層の厚さ：　　　）

※改良土 ・人工軽量土

※図示

・板状成型品

・

・屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等 ※図示

※図示

・

・

性能は建築材料等品質性能表による

支柱　　・設置する　　（種類　　・図示　　・　　　）　

潅水装置　　※設ける　　・設けない

※図示 ・見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

11．屋上緑化システム

５．樹木 樹種、寸法、株立数等　　　※図示　　　・　　 (23.3.2)

支柱材　　　　※丸太　　・真竹

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　　・　

７．幹巻き用材料 材料　　※幹巻き用テープ　　・わら及びこも　　

９．吹付けは種

10．地被類

植込み用土　※客土　　○ア 100　　・現場発生の良質土

(23.5.2)植栽基盤及び材料

・屋上緑化システム

土壌層の厚さ ・図示 ・

(23.4.2)

※洋芝類（採取後2年以内）

・　

※発芽率80%以上

種子の種類 発芽率 種子の量（g/㎡） 備考

(23.4.2)

樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数 芽立数

・　

・　

植栽基盤の排水設備　　・設ける（※図示　　・　　　）　　・設けない

土壌改良材

　　　　　　　この限りではない）

：15％　以下（ただし、土壌の酸度を矯正する目的で使用する場合は

：50％　以下

：0.1％　以上

アルカリ分（現物）

：1.0％　以上

：0.8％　以上窒素全量（現物）

りん酸全量（現物）

：8.5　以下ｐＨ

水分

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適な場合、及び調達困難な場合は監督職員と

協議を行うものとする

：20　以下

：35％　以上

したもので、食害試験の調査の結果、害が認められないものとする

｢金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令｣の別表第一の基準に適合する原料を使用

有機物の含有率（乾物）

炭素窒素比（Ｃ/Ｎ比）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）　Ｇ

協議を行うものとする

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適な場合、及び調達困難な場合は監督職員と

：0.2％　以上

：0.5％　以上

：生育阻害その他の異常が認められない

：55～65％

：5.5～7.5

：70meq/100g　以上

：35　以下

：70％　以上

加里全量（現物）

りん酸全量（現物）

窒素全量（現物）

幼植物試験の結果

水分

ｐＨ

陽イオン交換容量（乾物）

炭素窒素比（Ｃ/Ｎ比）

有機物の含有率（乾物）

・バーク堆肥　Ｇ

・適用する　（施工範囲　　※図示）４．土壌改良材

(23.2.3)３．植込み用土 ※現場発生の良質土

・客土　　(○ア 　　　　　　 )　　・図示(芝張り部分を除く)

但し、現状地盤より高さが上がる場合はD種とする

整備範囲有効土層の厚さ（㎝）工法植栽

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

※図示

・植栽部分

・　

※図示

・植栽部分

※20

（※50　　・60）

（※60　　・80）

（※80　　・100）

（※100　　・120　　・150）

樹高3m未満

樹高3m以上～7m未満

樹高7m以上～12m未満

樹高12m以上

・　

※B種

・D種

・C種

・B種

※A種・樹木

※芝、地被類

・葉張り部分

２．植栽基盤の整備

(23.1.3)１．植栽地の確認

植
 
栽
 
工
 
事

23

５．カラー舗装 (22.6.2～4）(表22.6.1)

※加熱系

・常温系

※ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

・石油樹脂系混合物

・ニート工法

・塗布工法

種類 部位 厚さ(mm)

舗装厚さの許容差　　※(22.4.2)(c)による　　・　　

・車路

・歩行者用

　通路

構成

・図示

６．透水性アスファルト

舗装 アスファルト混合物等の抽出試験　※行う　・行わない

(22.7.3～6)

舗装

７．排水性アスファルト 舗装材料及び厚さ　　・　　　　　　　・　　

下記に示す製造所の参考商品程度とする

）（

・インターロッキングブロック舗装 (22.8.2～3)

※ヘリンボンボンド

・ストレッチャーボンド

・図示
・特注色

※標準色

厚　さ 張り方 色

８．ブロック系舗装

曲げ強度

※3.0　　・　

※5.0　　・　

結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　　・　　

添加する材料　　・着色骨材（　　　　）　　・自然石（　　　　）

樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合等　　・　　

 常温系カラー舗装の着色部の下部の舗装　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装

舗装構成及び厚さ　　・　　　　　　　・　　

(22.7.6)開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　　※行う　・行わない

(22.8.2～5)

歩行者用通路　　※60

車路部　　※80

・舗石舗装の基層　・アスファルト混合物　50mm   ・コンクリート版　70mm

舗
 
装
 
工
 
事

22

土壌の水素イオン濃度指数（pH）の試験　　　　・行う　　・行わない

電気伝導度の試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない

(23.2.2～4)

(23.4.3)

(23.4.3)

A-6



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社
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一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署
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九州森林管理局 N,S

49

50

51

52

53

54

56

55

57

60

59

58

61

64

63

62

68

67

66

65

70

69

71

72

75

74

73

79

78

77

76

82

81

80

85

84

83

89

88

87

86

93

92

91

90

95

94

96

備　　　　　　　考別途 項 工事施工区分

別途 備　　　　　　　考 項 工事施工区分

　建築（ Ａ）　電気（ Ｅ）　設備（ Ｍ）

　建築（ Ａ）　電気（ Ｅ）　設備（ Ｍ）

カーテン及びブラインド

外部に面する吸排気ガラリ

同上ダクト接続用金具

ドアガラリ 、換気口（ 内部）

外部に面する換気口

一般フード（ 厨房・ 調理・ 湯沸室等）

外部に面するウェ ザーカバー

壁付け換気扇類

同上取付枠

外部に面する換気扇取付後の防水シーリ ング

天井埋込換気扇及びダクト、ベントキャッ プ

防火区画等の貫通処理

避雷針及び同接地工事

同上電源供給

同上用三方枠

エレベーター（ 扉共）

電話機及び接続

同上用配管入線工事

同上用直流電源装置、充電器、蓄電池類

電話交換機、試験台、ＭＤＦ類

テレビ電波障害近隣対策用配管

動力設備制御盤と２次側電気配管・ 配線

空調設備制御盤と２次側電気配管・ 配線

自動制御用２次側配管・ 配線

同上インターホン及び入線エレヘ゛ ーター内配管・ 配線

消火器ボッ クス

消火器本体

同上　基本料金（ 電気）

天井点検用ハッ チ（ 　　　同　上　　　）

項

１

２

３

４

６

５

７

８

９

10

14

13

12

11

15

18

17

16

19

22

21

23

24

項

27

26

25

34

33

32

31

30

29

28

37

36

35

42

41

40

39

38

47

46

45

44

43

48

工事施工区分

工事施工区分

コンクリ ート躯体貫通スリ ーブ取付

同上周囲補強

鉄骨貫通スリ ーブ（ 溶接一体）

天井切込み（ 天井下地含む）

同上補強及び補修仕上（ 同上）

同上換気口

床下トレンチ及びピッ ト

床下点検用ハッ チ（ 蓋・ 枠・ 縁上部仕上共）

パイプシャフト点検用ハッ チ（ 　同上　）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

屋内各種機器基礎工事（ 補強筋共）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

屋上設置用機器基礎工事（ 補強筋共）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

機械室内消音断熱仕上

シャッ ター（ 操作盤・ スイッ チ・ 操作線共）

同上電源供給及び操作盤への接続工事

自動ドア（ 操作盤・ スイッ チ・ 接続共）

電気錠（ 本体）

同上電源供給及びスイッ チへの配管配線

電気錠　電源供給及び接続機器

煙感知連動によるシャッ ター自動閉鎖装置

雑排水桝、汚水桝及び排水工事

雨水竪樋末端と側溝又は雨水桝との接続工事

雨水樋及び養生管、ルーフドレン

液面電極棒と リ レーとの配管配線接続工事

屋内消火栓ボッ クス

同上用リ レー（ 制御盤内臓）

カーテンレール

カーテンボッ クス、ブラインドボッ クス

カガミ ・ 洗面カウンター

紙巻器・ 手摺

吊戸棚

タオル掛、雑巾掛

厨房機器

一般陶器製流し台

流し台、ガス台

側溝最終桝と排水会所桝との接続工事

雨水会所桝及び雨水排水工事

同上表示ランプ、組込ベル、発信機とその取付工事

同上配管配線、リ レーズ取付接続、受信盤取付

液面電極棒（ 支持固定装置共）

同上配管配線、レリ ーズ取付接続、受信盤取付

煙感知器連動による防火戸自動開放閉鎖装置

発電機及びキュービクル基礎工事（ 補強筋共）

床及び壁面の切込み開口（ 設備工事に関係のもの）

同上補強及び補修仕上　（ 　　　同　　上　　　 ）

別途 備　　　　　　　考

別途 備　　　　　　　考

　建築（ Ａ）　電気（ Ｅ）　設備（ Ｍ）

　建築（ Ａ） 　設備（ Ｍ）

20

　電気（ Ｅ）

受電通水後竣工引渡し迄の電気、カ゛ ス、上下水道使用料金

工事区分表 A-7
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設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 －

建物面積表

番　号 計算式 計

① ×

② ×

③ ×

④ ×

3.20

3.70

5.22

1.82

5.70

5.70

4.75

0.95

18.24

21.09

24.795

1.729

　１階床面積（①+②+③）

　建築面積（①+②+③+④）

　延べ床面積（①+②+③）

64.125

64.12　㎡

64.125

64.12　㎡

65.85　㎡

65.854

26
.8
2

2

26.82

14.00

敷地求積図　S=1/200

付 近 見 取 図

5,700

950 4,750

1,
82
0

5,
22
0

①

②

③

④

建物求積図　S=1/200

3,
70

0
3,

20
0

敷地面積求積表

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

146.43720

187.74000

334.17720

334.17 m2敷 地 面 積

合       計

14.00

10.92 292.8744

375.4800

26.82

26.822

1

Ｎ

Ｎ

工事場所：大分県宇佐市院内町原口434-5

拡大図

付近見取図・面積表 A-8

1

10.92
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有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 配 置 図 S＝1/100

7,950

500

500200

4,800

500

14,450

5,500

8,950

隣
地

境
界

線

隣地境界線

道
路

境
界

線

国道387号線

<±0>

<+380>

<±0> <-400>

歩道 W5,500

車道 W8,950

<-1,000><+780>

隣
地

境
界

線

<-1,000> <-1,000>

<-400>隣地境界線

整地

軽自動車用
普通車用４台+軽自動車用１台=５台

配置兼平面図　S=1/100

洗車用2口水栓

駐車場

<-1,000>

畑

住宅(木造2階建て)

CB

３ ４２ ５

30
0

2,
24

0

U字側溝：300A(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋付)

舗装範囲

（土）

U字側溝：240(蓋無)

現状ﾓﾙﾀﾙ補修

ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(既存のまま)
一部撤去

U字側溝：横断用300A(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋ﾎﾞﾙﾄ固定式)

<±0>

<±0>

<+100>

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：A-5-15

[　凡　例　]

・・・雨水埋設排水経路・小径桝を示す(設備工事)

・・・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装範囲を示す
ｔ120　RC-40　ﾀﾃ･ﾖｺ筋：D10 ＠200

<〇〇〇>

・・・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（A-5-15）範囲を示す

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

※竪樋・側溝は建築工事、小径桝・埋設雨水配管は設備工事とする

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
L形

道
路

側
溝

 W
50

0

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
縁

石
 t

20
0

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
道

路
側

溝
(蓋

付
) 

W5
00

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
道

路
側

溝
(蓋

付
) 

W5
00

※既存土間コンクリート部分に設置する側溝部分は、
ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れを行い既存土間コンクリート撤去とする

<-100>
雨水放流先：道路側溝(放流先支障なし)

AC
室

外
機

掲示板新設

U字側溝：横断用300A(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋付)

掲
示

板

ｱﾙﾐ旗竿6m新設

誘導看板新設

誘導看板

竪樋

竪樋 ・・・75φ　VU

※既存樹木は、既存そのままとして残す。但し、施工の際に影響がある場合は
監督員に報告を行い、方針を協議・決定とすること

[　特　記　]

既存樹木

既存樹木

既存樹木
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Ｎ

建物最高軒高：3.405ｍ
建物最高高さ：4.40ｍ

建物構造　　：木造
建物規模　　：平屋

［計画建物］

犬走り
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1,000
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<+150>

<+150>

<+150>
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0>
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15

0>

<+150>

<+
15

0>

・・・現況地盤高さを示す　（現況地盤＜+150＞を設計GL±0とする）

溜桝：450x450x600H(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋付)2ｹ所
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普通車用

１

埋込足洗場:600x400(開閉式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T14)
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設計年月日
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H90玄関

更衣室

倉庫

車庫

事務室・洗面

打合せコーナー

室名
下地

床 巾木

　ﾓﾙﾀﾙ木鏝押え 　150□磁器ﾀｲﾙ貼(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ)
　下足入れ/上部：ｶｳﾝﾀｰ(CLT)

　洋風便器・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ・手洗い器・手摺

2,720

天井高
仕上下地 仕上下地

天井

2,600

2,500

2,750

～

廻縁

t21x40H

t21x40H

t21x40H

t21x40H

t21x40H

t21x40H

　書棚・ｶｳﾝﾀｰ(L450)/下部：物入・洗面化粧台

高さ

H90

H90

H90

備考

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5

　EP塗装

　EP塗装

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5 　EP塗装

　ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え

　ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え

　木製格子組野縁(杉)

　木製格子組野縁(杉) 　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5

　ﾑｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12.0
　　+ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾟｰﾄﾞ t20+ﾍﾞﾆﾔ t12

 ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え+CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ)

　　+ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾟｰﾄﾞ t20+ﾍﾞﾆﾔ t12

 ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え+CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ)

　　+ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾟｰﾄﾞ t20+ﾍﾞﾆﾔ t12

 ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え+CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ)

　木製格子組野縁(杉)
　岩綿吸音板 t12

　木製格子組野縁(杉)
　岩綿吸音板 t12

　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5

　EP塗装

　EP塗装

　腰(H900)：杉板 t12+OSCL

　腰(H900)：杉板 t12+OSCL

腰・壁

　内部仕上表

 １階

　ﾑｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12.0

　ﾑｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12.0

　珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 t8.0

　珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 t8.0

　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5

　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5

　木製格子組野縁(杉)

　木製格子組野縁(杉)

　化粧ｹｲｶﾙ板 t6

　傘立(別途)

　2人用ﾛｯｶｰ(別途)

　便器・ｽｸﾘｰﾝ・甲板(ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ：t20x135)・上部棚

2,900

2,900

2,500

仕上 仕上

　木製：t18x90H　

　木製：t18x90H　

　木製：t18x90H　

　木製：t18x90H　

H240

H240

　ﾓﾙﾀﾙ金鏝 t15

　ﾓﾙﾀﾙ金鏝 t15　

　EP塗装

　EP塗装

OSCL

OSCL

OSCL

OSCL

OSCL

OSCL

　OSCL

　OSCL

　OSCL

　OSCL
便所 　ﾍﾞﾆｱ t12+耐水ﾎﾞｰﾄﾞ t9.0

　　+石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5

　　+石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5

　物掛け長押 t23x90H(取付位置：FL+1,800) OSCL

　棚(450D、600D) ｺﾝﾊﾟﾈ t12(3段)

　外部仕上表

屋根

軒裏

外壁

　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12

(外壁通気構法)

外部巾木

　竪樋：塩ﾋﾞｶﾗｰ 75Φ、掴み金物 ＠≦1,000

　軒樋：塩ﾋﾞｶﾗｰ W150、樋受け金物 ＠垂木1本置き
樋

外部腰水切 　土台水切(ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ専用水切り)

　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

ｽﾛｰﾌﾟ
(勾配：1/12以下)

　床：ﾓﾙﾀﾙ木鏝押え+150□磁器ﾀｲﾙ貼(ｽﾛｰﾌﾟ用ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ)

仕 上 表 S=Nonscale

玄関ﾎﾟｰﾁ

A-10

　仕上：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5 一文字葺き　L=4,000 ｼﾞｮｲﾝﾄ工法

 ｶｳﾝﾀｰ(CLT)･IH付ﾐﾆｷｯﾁﾝ(L1200)冷蔵庫別途･ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

　下地：構造用板(針葉樹) t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　外壁用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t100+透湿防水ｼｰﾄ+窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(木目調) t14(縦張り)(通気構法)

　矢切り部分：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調) t14(通気構法)〔外壁材：ﾆﾁﾊ同等品〕

（ﾖﾄﾞｺｳ同等品）　・ｺﾝｸﾘｰﾄ足洗場：400Wx600L 開閉式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

　・洗車用2口水栓(壁埋込)

　・掲示板

　・誘導看板

　・ｱﾙﾐ旗竿6m

　・舗装工事、区画線、車止め　木目調ｱﾙﾐ手摺Φ34(ﾅｶ工業　ｸﾞﾗｳｯﾄﾞ同等)

　※郵便受け（既存建物より移設）

　化粧柱、化粧梁、柱下沓SUS金物100ｘ100（ﾀﾅｶ同等）
　天井：軒裏と同じ
　壁：外壁と同じ

　床：ﾓﾙﾀﾙ木鏝押え+150□磁器ﾀｲﾙ貼(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ)
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2.0

4.0

片筋交いを示す。（45ｘ90）

たすき筋交いを示す。（45ｘ90）
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18.24ｍ2

車庫

棚：600D 棚：600D

棚：450D 棚：450D
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(CLT)t90

上部棚：ﾎﾟｽﾄﾌｰﾑ ｶｳﾝﾀｰ
t20x200D
取付位置：1,800

ｶｳﾝﾀｰH900

洗面ｺｰﾅｰ

平面図　S=1/100
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洗車用2口水栓(壁埋込)
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屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5 一文字葺き

勾配：3/10
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屋根伏図　S=1/100
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軒樋：塩ﾋﾞｶﾗｰ 半丸120Φ
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1.54ｘ1.83ｘ3＝8.45

23.04/20

4.22

∴OK

23.04/20

23.04/50 0.46

AW-1、AW-2 引違窓（ｘ0.5）

引違窓（ｘ0.5）

1.54ｘ0.5ｘ1.83ｘ3＝4.22

1.54ｘ0.5ｘ0.5ｘ3＝1.155 1.155

∴OK
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00 必要開口面積

床面積

必要開口面積

必要開口面積

床面積

必要開口面積

有効開口

64.12

64.12/30 2.13

AW-1、AW-2

SS-1、AW-3

2.5ｘ2.3＋1.69ｘ1.83

∴OK

2m8.84

∴OK

L=4,000 ｼﾞｮｲﾝﾄ工法

埋込足洗場:600x400(開閉式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T14)

平 面 図 ・ 屋 根 伏 図

有効開口

採　光　検　討

換　気　検　討

有効開口

排　煙　検　討

有効開口

消防上無窓階の検討



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/100

西側 立面図　S=1/100

1 2 3

950950

3
10

5,700

4,750950

南側 立面図　S=1/100

E D C B A

850 850 850

軽量ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ

3,200 2,100 1,600 1,820 3,400

12,120

950 950

▼GL
▽FL

▽最高高さ

▽梁天端

3,
10

5
30

0

3
10

3 2 1

5,700

EDCBA

850 850

1,0005,820 2,100 3,200

12,120北側 立面図　S=1/100 東側 立面図　S=1/100

3,
10

5

30
0

3012
0

2,
60

0

2,
60

0

事務室
玄関
ﾎﾟｰﾁ

30
0 ▽FL
▼GL

▽梁天端

10
3

▽最高高さ

950950

1 2 3

950 4,750

5,700

1,
07

5

75

GL
+5

0～
10

0

22
5

2,
00

0

75 30
0

2,
60

0

事務室車庫
倉庫 打合せｺｰﾅｰ

2,
90

0

2,
90

0

850850 850

E D C B A

12,120

3,4001,8203,200 2,100 1,600

A～A' 断面図　S=1/100 B～B' 断面図　S=1/100

2,
33

0

76
0

1,
83

0

1,
37

0

1,
81

7

76
0

1,
83

0

A-12

玄関ﾎﾟｰﾁ柱(桧)：105x105 外部用OS

母屋小口塞ぎ：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5

梁小口塞ぎ：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5

玄関

4,
40

0
4,

40
0

100角柱脚ｽﾃﾝﾚｽ金物(ﾀﾅｶ同等)

新木ﾔｷﾞﾘF型(ﾌｸﾋﾞ:吉峰2型同等品)

木調アルミ手すり：34Φx800H

立 面 図 ・ 断 面 図
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　▽最高高さ

　▽梁天端

玄関ﾎﾟｰﾁ

１
階

横
架

材
間

：

木製巾木：t18x90H OSC

上り框：t90x130H OSC

床：CPR支持脚+ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾟｰﾄﾞ t20+ﾍﾞﾆﾔ t12+ﾑｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12.0

床:150□磁器ﾀｲﾙ貼(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ)

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5+岩綿吸音板 t12

玄関

矩計図　S=1/30

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧

外部巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

　竪樋：塩ﾋﾞｶﾗｰ 75Φ、掴み金物 ＠≦1,000

段鼻磁器ﾀｲﾙ貼

10

3

横胴縁(杉)：t18x45 ＠≦500

棟：つかみかけ

120
40

30
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76
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外部腰水切：土台水切(ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ専用水切り)

外壁用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t100
2,

33
0

廻縁：t21x40H OSC

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5 一文字葺き L=4,000 ｼﾞｮｲﾝﾄ工法

軒樋：塩ﾋﾞｶﾗｰ W150、樋受け金物 ＠垂木1本置き

木製格子組野縁(杉) 屋根断熱材：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t100

最先端ﾀﾙ木：外部用OS

広小舞(杉)：24x90 外部用OS

化粧梁(桧)：t35x160 外部用OS

見切り縁(桧)：t42x60 外部用OS

広小舞(杉)：24x90 外部用OS

ｹﾗﾊﾞ広小舞(杉)：24x90 先端部外部用OS

4,
40

0

84
0

母屋小口塞ぎ：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5

梁小口塞ぎ：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5

外壁：外壁用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t100+透湿防水ｼｰﾄ+窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(木目調) t14(縦張り)

　矢切り部分：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調) t14

下地：構造(杉) t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ、軒先：野地板(杉) t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
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設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/100平 面 詳 細 図

3,2002,1001,0006001,8203,400

12,120

5,
70

0

2,500

76
0

700

700

800

95
0

4,
75

0

5,
70

0

3,400 3,2001,820 1,600 2,100

12,120

平面詳細図　S=1/40

1

▼

▼

軽量ｼｬｯﾀｰ：2,500Lx2,300H

<+180>

<±0>

ｽﾛｰﾌﾟ1/12

<+120>

<+150>

<+50>

傘立

玄関

<+100>

<+50～+100>

<+300>

<+50>

UP

Ｎ

倉庫
11.97ｍ2

(CLT)

3.45ｍ2

打合せｺｰﾅｰ 6.89ｍ2

洗車用2口水栓(壁埋込)

<+50～+100>

AC室外機

A'

B'

上部棚：ﾎﾟｽﾄﾌｰﾑ ｶｳﾝﾀｰ
t20x200D
取付位置：1,800

▼

A 

1.52ｍ2

更衣室
1.9ｍ2

ｶｳﾝﾀｰ：D600xH900

ｶｳﾝﾀｰ：D450/下部：物入

書棚：D300 書棚：D300

下
足

入
：

D4
00

/上
部

：
ｶｳ

ﾝﾀ
ｰ(

CL
T)

AW-1

SS-1

玄関ﾎﾟｰﾁ
1.72ｍ2

AW-1

WD-1

AD
-3

AD-2

AW-5

AW
-4

洗面ｺｰﾅｰ

2

3

B

A EB C D

A

B

C

D 展開表示

WD-1

棚①：450D

棚②：450D 棚④：600D

棚③：600D

922

1,540

796

1,
80

0

1,
90

0
95

0
95

0
1,

90
0

25
25

300

AW-7

1,540

AW-1

1,690

AW-3

ｺﾋﾟｰ機

1,
54

0
1,

54
0

AW
-2

AW
-2

80
4

845

AW-6

560 40 1,000

A-14

　片筋交いを示す。（45ｘ90）

　たすき筋交いを示す。（45ｘ90）
［凡例］

40

650

ｽｸﾘ-ﾝ：t40x650x1,980H
　化粧ｹｲｶﾙ板 t6 両面ﾌﾗｯｼｭ t40

3.04ｍ2

便所

85
0

350

WD
-2

ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ 550Dx900L

(C
LT

)t
90

xL
95

0x
H(

梁
下

ﾏﾃ
ﾞ)

事務室
16.15ｍ2

IH付ﾐﾆｷｯﾁﾝ L1200(冷蔵庫は別途)

6人掛けﾃｰﾌﾞﾙ

ﾛｯｶｰ
2人用

18.24ｍ2 車庫

車止め

外壁用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t100

※郵便受け：既存建物より移設

埋込足洗場:600x400(開閉式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ耐荷重 14t)
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設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50

3,400 1,820

90
0

2,
60

0

1,
70

0

12
0

Ａ

12
0

Ｂ

1,900 950 1,900

90
0

12
0

Ｄ

4,750

2,
60

0

90
0

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

90
0

2,
60

0

1,
70

0

5,820

Ｃ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

③

②

①

記号 仕 上

　巾木：木製 t18x90H+OSCL

　廻り縁：t21x40H+OSCL

　壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5+EP塗装

④

　腰(H900)：杉板 t12+OSCL

事務室･ 打合せｺｰﾅｰ仕上表

③

②

玄関

④

③

④

② ②

①

①①

見切り：t20x22 OSCL

事務室・打合せｺｰﾅｰ 事務室・打合せｺｰﾅｰ

事務室・打合せｺｰﾅｰ事務室・打合せｺｰﾅｰ

④

②

③

② ①

③

④

250

350

33
2

33
2

33
2

33
2

18
18

18
18

18
90 20

棚：ﾎﾟﾘ合板 t18ﾌﾗｯｼｭ

扉：ﾎﾟﾘ合板 t20ﾌﾗｯｼｭ

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ ｶｳﾝﾀｰ t20

400

A-15

42
2

63
0

20

OPEN

埋木(桧)：t30x90 L=1,900(木工用接着剤併用)

CLT t90

 CL仕上

CLT t90 CL仕上

ﾀﾞﾎﾞ(堅木)：30x30 L=90 ＠450(木工用接着剤併用)

挟み板(桧)：t45x105 L=950(釘N90 ＠150)

梁：105x360

2,
60

0
50

5

展開図－１

（事務室）
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3,200

Ａ

車庫

5,700

Ｂ

車庫

ｼｬｯﾀｰBOX

⇒

⇒

1,
07

5

2,
90

0

2,
30

02,
90

0

60
0

ｼｬｯﾀｰ

BOX

2,
90

0

2,
90

0

3,200

車庫

5,700

車庫

ｼｬｯﾀｰ

BOX

ＤＣ

①①

②

① ①

② 　壁：珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 t8.0+EP塗装

①

記号

　巾木：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 t15+EP塗装

仕 上

③ 　廻り縁：t21x40H+OSCL

見切り：t20x31.5 OSCL

③

車 庫 仕 上 表

②

②

②

②

②

物掛け長押：t23x90 OSCL

1,
37

0

1,
80

0

1,
80

0
17

A-16
展開図－２

（車　庫）
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00

0

2,900

2,
90

0

2,900

5,700

5,700

1,
07

5

25
0

②

①

Ｃ

Ａ

倉庫

倉庫

②

①

②

①

倉庫

Ｃ

倉庫

②

Ｄ

⇒

② 　壁：珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 t8.0+EP塗装

①

記号

　巾木：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 t15+EP塗装

仕 上

③ 　廻り縁：t21x40H+OSCL

①

③

倉 庫 仕 上 表

45
5

1,
37

0

1,
84

0

1,
81

7

A-17

24
0

見切り：t20x31.5 OSCL

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 t30(下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え)

850

展開図－３

（倉　庫）
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1,900

Ｂ

便所

2,
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0

1,600

Ａ

更衣室

Ａ

1,000

2,
50

0

2,
00

0

②

2,
50

0

2,
00

0

1,900

更衣室

Ｂ

1,900

更衣室

①

Ｄ

更衣室

1,000

Ｃ

2,
00

0
50

0

2,
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0
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00

0
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0

1,600

2,
00

02,
50

0

Ｃ

便所便所

①

便所

1,900

Ｄ

1,
30

0

②

①

記号 仕 上

③

更 衣 室 仕 上 表

　巾木：木製 t18x90H+OSCL

　廻り縁：t21x40H+OSCL

　壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5+EP塗装③

①

②

②
②

① ①

③ ③

③ 　廻り縁：t21x40H+OSCL

②

①

記号 仕 上

　巾木：木製 t18x90H+OSCL

便 所 仕 上 表

　壁：ﾍﾞﾆｱ t12+耐水ﾎﾞｰﾄﾞ t9

　　　　+化粧ｹｲｶﾙ板 t6　

②

②

③

③

①
① ①①

棚：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t15x200D 棚：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t15x200D

③②

1,
43

0
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0
30

0

1,
43

0
77

0

③

77
0

1,
43

0

A-18

④

②

④

②

④
ｽｸﾘｰﾝ

　化粧ｹｲｶﾙ板 t6 両面ﾌﾗｯｼｭ t40(見込み)

　ｽｸﾘ-ﾝ：t40x650x1,980H

展開図－４

（更衣室・便所）
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Ａ

2,
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0

1,000

②

Ｃ

2,
00

0

洗面ｺｰﾅｰ

Ｄ

②

①

記号 仕 上

　巾木：木製 t18x90H+OSCL

洗 面 ｺｰ ﾅ ｰ仕 上 表

950 950

OPEN 　廻り縁：t21x40H+OSCL

　壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5+EP塗装

④

　腰(H900)：杉板 t12+OSCL

2,
00

0

④

②

①
②

③

④④④

③

②

①①

⇒

見切り：t20x22 OSCL

鏡

③

②

A-19
展開図－５

（洗面コーナー）
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Ｎ
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天井伏図　S=1/100 ①

②

③

④

　化粧垂木、化粧野地板

　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5+岩綿吸音板 t12

950 950
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0
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0
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0

950 950
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0
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0

更衣室
便所･洗面 洗面

<CH2,600>

<CH2,900>
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玄関
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0
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10
0

1,
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0
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①
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③

③

<CH2,900>

倉庫

③

③

②

事務室
<CH2,600>

玄関
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D

E

1 2 3

天 井 伏 図 A-20

　ｱｶﾞﾁｽ OSCL

　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX：t20x110Wx100H(建具長内法さ+2x150）

④

④

④
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1,570

1,
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0

796

2,
33

0

922

※建具キープランは平面詳細図参照

［特記事項］

　ｽﾃﾝﾚｽ丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ﾄﾞｱｰｸﾛｰｻﾞｰ
　戸当り

⇒

　▽1FL

KG t4

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ 10㎜

　▽1FL

33　

1

　杉板

　片引き框戸

　桧 t30 OSCL

　ｽﾃﾝﾚｽ引手、敷居、ｼﾘﾝﾀﾞｰ引戸錠、戸当り

　打合せｺｰﾅｰ

2

33　

2
WD

　片開き框戸

　便所・洗面/更衣室

　杉板

　TG t3

　桧 t30 OSCL

　※レバーハンドル位置はH=900

WD
1

　▽1FL　▽1FL　▽倉庫FL　▽車庫FL

70　

1

　在来半外付型

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　更衣室

　縦すべり出し窓

　TG t5

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

70　　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

1
7
AW

　在来半外付型

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　便所・洗面客席

　TG t5

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

70　　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

1
6
AW

　２枚引違い窓

　在来半外付型

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　倉庫

　２枚引違い窓

　TG t5

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

70　　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

5
AW

1

　在来半外付型

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　車庫

　２枚引違い窓

　TG t5

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)70　

1
AW
4

　ｽﾁｰﾙ(ｶﾗｰ)

　ｽﾁｰﾙ(ｶﾗｰ)

　上部：KG t4/下部：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t3　KG t4

　金属製建具表

　在来半外付型

　在来半外付型　在来半外付型　在来半外付型

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式 　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式 　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式 　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式 　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　住宅用玄関ﾄﾞｱｰ

　付属金物(ﾒｰｶｰ純正標準装備品)一式

　▽1FL

　事務室

　２枚引違い窓

2 2

　▽事務室FL　▽倉庫FL

　２枚引違い窓　２枚引違い窓

　▽車庫FL

　片開き戸

　TG t5

　TG t5

　事務室　事務室　車庫　倉庫　玄関

　※レバーハンドル位置はH=900

21 3

⇒

⇒

ｼｬｯﾀｰBOX

　ｽﾗｯﾄ

　車庫

　軽量ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ
SS

姿図

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　TG t-5

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

　TG t-5

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

備考

備考

金物

金物

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

枠

水切

硝子

見込材質

室名

3
AW数量符号・名称

　※レバーハンドル位置はH=900

姿図

室名

材質 見込

硝子

水切

枠

　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ) 　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ) 70　70　　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ) 　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ) 70　　ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ) 70　

符号・名称 数量 1
AD

1 　片開き戸1
AD

1　片引き戸
AD

1
AW
1 2

AW

　▽事務室FL

　在来半外付型

　▽倉庫FL　▽玄関FL

　三和ｼｬｯﾀｰ (同等品以上) 　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上)　YKK ap (規格品同等以上)

　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上) 　YKK ap (規格品同等以上)

845

A-21
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設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/30

断面図

棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12

梁(杉)：45x90

根太(杉)：45x45 ＠364

1,
70

0

81
0

80
0

90

450

450

90
80

0
81

0

1,
70

0

根太(杉)：45x45 ＠364

梁(杉)：45x90

棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12

断面図

45
0

2,820

　棚①：450D/棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12(3段)

平面図

柱(杉)：45x45

柱(杉)：45x45

正面図

棚① 詳細図　S=1/30

45
0

1,890

　棚②：450D/棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12(3段)

正面図

棚② 詳細図　S=1/30

平面図

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12

90
80

0
81
0

1,
70

0
根太(杉)：45x45 ＠364

梁(杉)：45x90

1,
70

0

81
0

80
0

90

600

根太(杉)：45x45 ＠364

正面図

正面図

柱(杉)：45x45

柱(杉)：45x45

600

棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12

断面図

断面図

梁(杉)：45x90

棚④ 詳細図　S=1/30

棚③ 詳細図　S=1/30

平面図

　棚③：600D/棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12(3段)

60
0

　棚④：450D/棚板：ｺﾝﾊﾟﾈ t12(3段)

平面図

1,890

60
0

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

梁(杉)：45x90

2,820

A-22
雑 詳 細 図 - 1

（造作棚）



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/30

100

251,440

25

21
5

375

400

75
0

25
90

20
20

21
0

21
0

25 683708

120

60
0

690100

890

170

15
0 50
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0

26
5
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5

12
0

20

135

705

80
0

570 135

705

15
0

12
0
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12
0

90
0

12
0

78
0

90

300

600

300

D13

外部足洗い場平面詳細図　S=1/20

ｽﾃﾝﾚｽ ﾀﾞﾎﾞ9Φ

ｶｳﾝﾀｰ受け上(杉)：60x105

ｶｳﾝﾀｰ受け下(杉)：60x105

ﾎﾞﾙﾄ：M12 ＠400

ｶｳﾝﾀｰ：CLT t90 CL仕上 ﾎﾞﾙﾄ：M12 ＠400

断面図正面図

下足入れ詳細図　S=1/20

ﾓﾙﾀﾙ仕上

外部足洗い場断面詳細図　S=1/20

D13D13

D13

ﾍﾞｰｽ縦筋：3-D10

縦､横筋：D10 ＠200

天板のみﾒﾗﾐﾝ化粧板

ｶｳﾝﾀｰ：CLT t90 CL仕上

玄関FLまで120 巾木：磁器ﾀｲﾙ張り

可動棚：ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ t20
下足入れ：ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ t25

CLT壁取合い詳細図　S=1/20

90x90(桧) CL(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12 L400 ＠450)

木工用接着剤

　▽玄関FL

CLT(桧) t90 CL仕上

90x90(桧) CL(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12 L400 ＠450)

木工用接着剤

CLTｶｳﾝﾀｰ詳細図　S=1/20

　▽玄関FL

ｶｳﾝﾀｰ：CLT(桧) t90 CL仕上

木工用接着剤

埋木(桧)：t30x90 L=950(木工用接着剤併用)

埋木(桧)：t30x90 L=1,900(木工用接着剤併用)埋木(桧)：t30x90 L=1,900(木工用接着剤併用)

CLT(桧) t90 CL仕上

45x90 L=1.900(桧)(釘N90 ＠150+木工用接着剤併用) 45x90(桧)(釘N90 ＠150+木工用接着剤併用)

挟み板(桧)：t45x105 L=1,900(釘N90 ＠150)

300 235

枠付き開閉式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
(耐荷重 14t)

400 50

50400

12
0

12
0

84
0

雑 詳 細 図 - 2

（下足・足洗場）



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S＝1/30

S＝1/30S＝1/30

 

番号

１

２

３

４ 回転部

５

６

（株）サンポール　ＦＨＨ－６Ｕ同等品

ﾎﾟｰﾙ（下段）

ﾎﾟｰﾙ（上段）

ｷｬｯﾌﾟ

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾｯﾄ

ハンドル クロムメッキ

ｱﾙﾐ合金継目無管　　

ｱﾙﾐ合金継目無管　　

ｱﾙﾐ合金

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ樹脂

ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ

YBZTD-T8

YBZTD-T8

A1050P

PP

ADC12

ZDC2 駆動ﾕﾆｯﾄAC7A　ﾄﾞﾗﾑSCS13　ﾊｳｼﾞﾝｸﾞAC7A　回転グリップ

塗装仕上げ

アルマイト処理

ｱﾙﾏｲﾄ処理ｸﾘｱｰ電着塗装

ｱﾙﾏｲﾄ処理ｸﾘｱｰ電着塗装

備　　　　　　　　　考　　材　　　　　質

φ100ｘｔ2.8

φ100ｘｔ2.3

　品　　　名
［仕様表］

G.L

Φ60

40
00

60
00

20
00

10
00

80
0

□500

埋込部

水抜孔

乾燥砂　：下2/3

モルタル：上1/3

黒色塗装

３

４

２

１

５

ｼﾞｮｲﾝﾄ部

Φ100

A A

716

16
6

(φ160)

G.L

□400

□500

支柱

支柱受金物

表示基板2面

24
10

15
0

70
0

10
0

95
0

再生クラッシャーランRC-40

基礎コンクリート　Fc18-S15
Φ200ボイド抜き

フレーム

表示基板

固定金物

背割れ

バンド

［A-A断面図 ］

大分西部森林管理署

院内森林事務所

支柱　　　：杉材（国産材） φ160　AAC加圧注入防腐処理
　　　　　　抗菌防カビ仕様ビオサス（ダークブラウン）
支柱受金物：t6 鋼板、φ76.3 丸鋼管 溶融亜鉛メッキ

※（株）コトブキ　UC-S454202　同等品

表示基板　：t1.5 アルミ板 合成樹脂塗装（ホワイト）
フレーム　：アルミ鋳造品 合成樹脂塗装（ダークブラウン）
固定金物　：t3.0 ステンレス鋼板
バンド　　：ステンレス

［仕様表］

印　字　　：タフジェット
大分西部森林管理署 院内森林事務所

φ160

塗布
木材用シール剤

ｱﾙﾐ旗竿詳細図 誘導看板詳細図

A-24
雑 詳 細 図 - 3

（旗竿･誘導看板）



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S＝1/30

S＝1/30掲示板詳細図

A-25

GL GL GL

正面図 S=1:30 側面図 S=1:30 断面図 S=1:30
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（220）

50 600 50

700

120 1755 120

1825 1010

端部壁材

120x200

壁材 45x200

繋材 60x60

アルミ製

掲示

ボックス

裏桟 30x50

皿木ネジ止

板面 t=40

雇実 15x30

繋材 60x60

正面から皿木ネジ止
雇実 15x30
板面 t=40

皿木ネジ止
裏桟 30x50

120x200
端部壁材

壁材 45x200

繋材 60x60

ボルトナット+木ねじ固定
内部掲示スペース 1660x730内外
内部掲示面：ピン・マグ併用仕様
前面:フロートガラス 5t
フレーム:アルミ形材
アルミ製掲示ボックス 1800x900

平面図 S=1:30

（
2
2
0
）

1995

45 30

2
0
0

内部掲示スペース 1660x730内外
内部掲示面：ピン・マグ併用仕様
前面:フロートガラス 5t
フレーム:アルミ形材
アルミ製掲示ボックス 1800x900

120x200
端部壁材

壁材 45x200

基礎伏図 S=1:30

6
0
0

203 1995 203

2400

壁材 45x200

120x200
端部壁材

特記事項

木材

ボルト類

その他

（株）ザイエンス　格子案内板　XSIW-012-12

木材は杉材（角材はﾌﾟﾚｰﾅｰ加工）を使用する。

木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。

木材は全て加工後､AZNA ﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

本製品はAQ認証取得工場にて製作するものとする。 

木材の見え掛り部は面取を行なう。

柱の地際部は上下10ｃｍの範囲にサンプレザーOGR塗布とする。

木ねじ類は、図示無き限り、ステンレスとする。

皿木ネジはブロンズ色とする

サインの表示面の内容については、監督員と協議の上決定とする。

製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。 

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会のSP表示認定企業にて製作する。

SPL製造表示ラベルの表示を行う。

設計条件や商品改良によって図面を変更する場合があります。

木材の見え掛り部は木材表面保護塗料ﾜｰﾒｯｸｽS（濃茶色）塗装とする。

雑 詳 細 図 - 4

（掲示板）
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２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

§２　共通事項§２　共通事項§２　共通事項§２　共通事項§２　共通事項§２　共通事項§２　共通事項

　　共通仕様書による。　　共通仕様書による。　　共通仕様書による。　　共通仕様書による。　　共通仕様書による。　　共通仕様書による。　　共通仕様書による。

１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。１．使用材料、工法等は特記仕様書および設計図による。

　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した　　また本標準に明記なき場合は特記仕様書に指定した

§３　基礎梁§３　基礎梁§３　基礎梁§３　基礎梁§３　基礎梁§３　基礎梁§３　基礎梁

3-13-13-13-13-13-13-1

基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項基 本 事 項

基礎梁の基礎梁の基礎梁の基礎梁の基礎梁の基礎梁の基礎梁の

継手及び継手及び継手及び継手及び継手及び継手及び継手及び

定着定着定着定着定着定着定着

2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。2. 仕上げあり  とは、鉄筋の耐久性上有功な仕上げのある場合とする。

1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。1. （  ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し

土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す

る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分

ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分

50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）

40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

耐 力 壁耐 力 壁耐 力 壁耐 力 壁耐 力 壁耐 力 壁耐 力 壁

梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

屋    外屋    外屋    外屋    外屋    外屋    外屋    外

屋    内屋    内屋    内屋    内屋    内屋    内屋    内

部        位部        位部        位部        位部        位部        位部        位
仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

70（60）70（60）70（60）70（60）70（60）70（60）70（60）

50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）

40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）

40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）40（30）

50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）

50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）50（40）

柱・梁・床スラブ・壁柱・梁・床スラブ・壁柱・梁・床スラブ・壁柱・梁・床スラブ・壁柱・梁・床スラブ・壁柱・梁・床スラブ・壁柱・梁・床スラブ・壁
布基礎の立上り布基礎の立上り布基礎の立上り布基礎の立上り布基礎の立上り布基礎の立上り布基礎の立上り

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

aaaaaaa DDDDDDDDDDDDDD
かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上 ※※※※※※※

　呼び名の数値ｄの1.5倍以上　呼び名の数値ｄの1.5倍以上　呼び名の数値ｄの1.5倍以上　呼び名の数値ｄの1.5倍以上　呼び名の数値ｄの1.5倍以上　呼び名の数値ｄの1.5倍以上　呼び名の数値ｄの1.5倍以上

　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。  ※溶接継手、機械式継手の場合のＤはスリーブ又はカップラーの径とする。

鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき

・鉄筋のあきaは原則として下記による。・鉄筋のあきaは原則として下記による。・鉄筋のあきaは原則として下記による。・鉄筋のあきaは原則として下記による。・鉄筋のあきaは原則として下記による。・鉄筋のあきaは原則として下記による。・鉄筋のあきaは原則として下記による。

1. 重ね継手（下記のいずれかとする）1. 重ね継手（下記のいずれかとする）1. 重ね継手（下記のいずれかとする）1. 重ね継手（下記のいずれかとする）1. 重ね継手（下記のいずれかとする）1. 重ね継手（下記のいずれかとする）1. 重ね継手（下記のいずれかとする）

1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上

L1L1L1L1L1L1L1

約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1

L1L1L1L1L1L1L1

2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接2. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接

　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。　 の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

継 手 一 般継 手 一 般継 手 一 般継 手 一 般継 手 一 般継 手 一 般継 手 一 般

2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。2. 直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細いほうの鉄筋の継手長さによる。

1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。1. 末端のフックは、定着及び重ねの長さには含まない。

3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。3. 耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（L2）、上端筋は25dとする。

4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。4. 軽微な個所については、工事監督者の承諾を得て定着長さを20d程度とすることができる。

一般一般一般一般一般一般一般
鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

35dフック付き35dフック付き35dフック付き35dフック付き35dフック付き35dフック付き35dフック付き

21、2421、2421、2421、2421、2421、2421、24

基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度

の設計の設計の設計の設計の設計の設計の設計

18181818181818

（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）

の長さの長さの長さの長さの長さの長さの長さ

10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ

15dフック付き15dフック付き15dフック付き15dフック付き15dフック付き15dフック付き15dフック付き 150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上

定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

小  梁小  梁小  梁小  梁小  梁小  梁小  梁
スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

（L3）（L3）（L3）（L3）（L3）（L3）（L3）

片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ

30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き

30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き30dフック付き 25dフック付き25dフック付き25dフック付き25dフック付き25dフック付き25dフック付き25dフック付き

コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ1とする。

鉄筋の定着鉄筋の定着鉄筋の定着鉄筋の定着鉄筋の定着鉄筋の定着鉄筋の定着

及び重ね継及び重ね継及び重ね継及び重ね継及び重ね継及び重ね継及び重ね継

手の長さ手の長さ手の長さ手の長さ手の長さ手の長さ手の長さ

45d 又は45d 又は45d 又は45d 又は45d 又は45d 又は45d 又は 40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は

40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は40d 又は 35d 又は35d 又は35d 又は35d 又は35d 又は35d 又は35d 又は

25d 又は25d 又は25d 又は25d 又は25d 又は25d 又は25d 又は

（N／mm2)（N／mm2)（N／mm2)（N／mm2)（N／mm2)（N／mm2)（N／mm2) （L2）（L2）（L2）（L2）（L2）（L2）（L2）

鉄筋中間部鉄筋中間部鉄筋中間部鉄筋中間部鉄筋中間部鉄筋中間部鉄筋中間部

スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋

ス ラ ブ 筋ス ラ ブ 筋ス ラ ブ 筋ス ラ ブ 筋ス ラ ブ 筋ス ラ ブ 筋ス ラ ブ 筋

あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下 3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

帯     筋帯     筋帯     筋帯     筋帯     筋帯     筋帯     筋ddddddd

DDDDDDD

以下以下以下以下以下以下以下

90°90°90°90°90°90°90°

ddddddd
DDDDDDD

などの主筋などの主筋などの主筋などの主筋などの主筋などの主筋などの主筋

基  礎  梁基  礎  梁基  礎  梁基  礎  梁基  礎  梁基  礎  梁基  礎  梁

ス  ラ  ブス  ラ  ブス  ラ  ブス  ラ  ブス  ラ  ブス  ラ  ブス  ラ  ブ

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

鉄筋の使鉄筋の使鉄筋の使鉄筋の使鉄筋の使鉄筋の使鉄筋の使折り曲折り曲折り曲折り曲折り曲折り曲折り曲 鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径 折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ

げ角度げ角度げ角度げ角度げ角度げ角度げ角度 用箇所に用箇所に用箇所に用箇所に用箇所に用箇所に用箇所に 鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類 による区分による区分による区分による区分による区分による区分による区分 内法直径内法直径内法直径内法直径内法直径内法直径内法直径

よる呼称よる呼称よる呼称よる呼称よる呼称よる呼称よる呼称

図図図図図図図

（D）（D）（D）（D）（D）（D）（D）

N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2

21212121212121 2.32.32.32.32.32.32.3 15151515151515

設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準

強度　Fc強度　Fc強度　Fc強度　Fc強度　Fc強度　Fc強度　Fc
比重比重比重比重比重比重比重 ｽﾗﾝﾌﾟｽﾗﾝﾌﾟｽﾗﾝﾌﾟｽﾗﾝﾌﾟｽﾗﾝﾌﾟｽﾗﾝﾌﾟｽﾗﾝﾌﾟ位置位置位置位置位置位置位置 種類種類種類種類種類種類種類

JIS A 5308JIS A 5308JIS A 5308JIS A 5308JIS A 5308JIS A 5308JIS A 5308規格番号規格番号規格番号規格番号規格番号規格番号規格番号

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

18181818181818 2.32.32.32.32.32.32.3 15151515151515普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料

2-52-52-52-52-52-52-5

2-62-62-62-62-62-62-6

2-72-72-72-72-72-72-7

2-82-82-82-82-82-82-8

床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ

非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁

屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ

30（20）30（20）30（20）30（20）30（20）30（20）30（20） 30（30）30（30）30（30）30（30）30（30）30（30）30（30）

擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ

基礎・擁壁・耐圧スラブ基礎・擁壁・耐圧スラブ基礎・擁壁・耐圧スラブ基礎・擁壁・耐圧スラブ基礎・擁壁・耐圧スラブ基礎・擁壁・耐圧スラブ基礎・擁壁・耐圧スラブ

Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4

LoLoLoLoLoLoLo

CCCCCCCLLLLLLL CCCCCCCLLLLLLL

重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡重ね継手長さは､L1とし､継手位置は下図とする｡

基礎梁の継手基礎梁の継手基礎梁の継手基礎梁の継手基礎梁の継手基礎梁の継手基礎梁の継手

最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞ付きの場合

Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4DDDDDDD DDDDDDD

最下階　布基礎、べた基礎で地反力最下階　布基礎、べた基礎で地反力最下階　布基礎、べた基礎で地反力最下階　布基礎、べた基礎で地反力最下階　布基礎、べた基礎で地反力最下階　布基礎、べた基礎で地反力最下階　布基礎、べた基礎で地反力

　　　　を受ける場合　　　　を受ける場合　　　　を受ける場合　　　　を受ける場合　　　　を受ける場合　　　　を受ける場合　　　　を受ける場合

最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合最下階　独立基礎でｽﾗﾌﾞが付かない場合

（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。（注）　　－は，継手の好ましい位置を示す。

湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）湿潤養生期間：５日以上（普通ポルトランドセメント、一般、標準）

養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）養生温度：２℃以上に保つ（寒冷期、５日以上）

＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法＊コンクリートの型枠の取外し時期及び方法

型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）型枠の取外しは、型枠の最小存置期間後に行う。（下表）

静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。静かに取外し、支保工や埋込金具を傷めないようにする。

所定の材齢まで初期養生を行う。所定の材齢まで初期養生を行う。所定の材齢まで初期養生を行う。所定の材齢まで初期養生を行う。所定の材齢まで初期養生を行う。所定の材齢まで初期養生を行う。所定の材齢まで初期養生を行う。

３日３日３日３日３日３日３日

５日５日５日５日５日５日５日　５℃以上　５℃以上　５℃以上　５℃以上　５℃以上　５℃以上　５℃以上

　０℃以上　０℃以上　０℃以上　０℃以上　０℃以上　０℃以上　０℃以上

１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上

圧縮強度による場合圧縮強度による場合圧縮強度による場合圧縮強度による場合圧縮強度による場合圧縮強度による場合圧縮強度による場合

材齢による場合材齢による場合材齢による場合材齢による場合材齢による場合材齢による場合材齢による場合

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

８日８日８日８日８日８日８日

5N/m㎡5N/m㎡5N/m㎡5N/m㎡5N/m㎡5N/m㎡5N/m㎡

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）せき板の在置期間（普通ポルトランドセメント）

検査ロットとする。検査ロットとする。検査ロットとする。検査ロットとする。検査ロットとする。検査ロットとする。検査ロットとする。

１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。１回の試験に使用する供試体の数は、３個を標準とする。

３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、３個の供試体の採取は任意の３台の運搬車から１個ずつ、

合計３個採取する。合計３個採取する。合計３個採取する。合計３個採取する。合計３個採取する。合計３個採取する。合計３個採取する。

１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。１回の試験結果は、３個の供試体の試験値の平均値とする。

強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。強度管理の材齢２８日を超える場合は現場封かん養生とする。

計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。計画調合は、所要の強度、耐久性が得られるよう定め、承認を受ける。

調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）調合強度は下記の両式を満足するものとする。（材齢２８日の場合）

＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法＊コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法

打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、打込日、打込工区ごと、150m3又はその端数ごとに1回とし、

　　　水セメント比(%)   　65%以下　　　水セメント比(%)   　65%以下　　　水セメント比(%)   　65%以下　　　水セメント比(%)   　65%以下　　　水セメント比(%)   　65%以下　　　水セメント比(%)   　65%以下　　　水セメント比(%)   　65%以下

      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ      F28≧Fq+T+1.73σ　　F28≧0.85(Fq+T)+3σ

コンクリートの養生は現場水中養生とする。コンクリートの養生は現場水中養生とする。コンクリートの養生は現場水中養生とする。コンクリートの養生は現場水中養生とする。コンクリートの養生は現場水中養生とする。コンクリートの養生は現場水中養生とする。コンクリートの養生は現場水中養生とする。

　　　スランプ　　(cm)   15　　　スランプ　　(cm)   15　　　スランプ　　(cm)   15　　　スランプ　　(cm)   15　　　スランプ　　(cm)   15　　　スランプ　　(cm)   15　　　スランプ　　(cm)   15

　　　単位水量(kg/m3) 　185以下　　　単位水量(kg/m3) 　185以下　　　単位水量(kg/m3) 　185以下　　　単位水量(kg/m3) 　185以下　　　単位水量(kg/m3) 　185以下　　　単位水量(kg/m3) 　185以下　　　単位水量(kg/m3) 　185以下

＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。＊コンクリートの試験は公的（知事認可）機関にて行うこと。

15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

最下階　独立基礎の場合最下階　独立基礎の場合最下階　独立基礎の場合最下階　独立基礎の場合最下階　独立基礎の場合最下階　独立基礎の場合最下階　独立基礎の場合

最下階　布基礎、べた基礎の場合最下階　布基礎、べた基礎の場合最下階　布基礎、べた基礎の場合最下階　布基礎、べた基礎の場合最下階　布基礎、べた基礎の場合最下階　布基礎、べた基礎の場合最下階　布基礎、べた基礎の場合

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

CCCCCCCLLLLLLL CCCCCCCLLLLLLL

LoLoLoLoLoLoLo

Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4

15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

(注). 破線は､柱内定着を示す｡(注). 破線は､柱内定着を示す｡(注). 破線は､柱内定着を示す｡(注). 破線は､柱内定着を示す｡(注). 破線は､柱内定着を示す｡(注). 破線は､柱内定着を示す｡(注). 破線は､柱内定着を示す｡

定着要領定着要領定着要領定着要領定着要領定着要領定着要領

主架構全般主架構全般主架構全般主架構全般主架構全般主架構全般主架構全般

18181818181818 2.32.32.32.32.32.32.3 15151515151515捨てｺﾝｸﾘｰﾄ捨てｺﾝｸﾘｰﾄ捨てｺﾝｸﾘｰﾄ捨てｺﾝｸﾘｰﾄ捨てｺﾝｸﾘｰﾄ捨てｺﾝｸﾘｰﾄ捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格番号規格番号規格番号規格番号規格番号規格番号規格番号

JIS G 3112JIS G 3112JIS G 3112JIS G 3112JIS G 3112JIS G 3112JIS G 3112

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

基 礎 形 式基 礎 形 式基 礎 形 式基 礎 形 式基 礎 形 式基 礎 形 式基 礎 形 式

鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の

ddddddd DDDDDDD

ddddddd DDDDDDD

ddddddd DDDDDDD

　90゜　90゜　90゜　90゜　90゜　90゜　90゜
余長余長余長余長余長余長余長

8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類
角 度角 度角 度角 度角 度角 度角 度

曲 げ曲 げ曲 げ曲 げ曲 げ曲 げ曲 げ

鉄筋末端部鉄筋末端部鉄筋末端部鉄筋末端部鉄筋末端部鉄筋末端部鉄筋末端部

180゜180゜180゜180゜180゜180゜180゜

135゜135゜135゜135゜135゜135゜135゜

図図図図図図図

余長余長余長余長余長余長余長

6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上

余長余長余長余長余長余長余長

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

（D）（D）（D）（D）（D）（D）（D）

折り曲げ内法直径折り曲げ内法直径折り曲げ内法直径折り曲げ内法直径折り曲げ内法直径折り曲げ内法直径折り曲げ内法直径

3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上

（10d）（10d）（10d）（10d）（10d）（10d）（10d）

鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の鉄  筋  の

折 り 曲 げ折 り 曲 げ折 り 曲 げ折 り 曲 げ折 り 曲 げ折 り 曲 げ折 り 曲 げ

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

多い多い多い多い多い多い多い

少ない少ない少ない少ない少ない少ない少ない

・機械式継手表示・機械式継手表示・機械式継手表示・機械式継手表示・機械式継手表示・機械式継手表示・機械式継手表示

・フックのない場合・フックのない場合・フックのない場合・フックのない場合・フックのない場合・フックのない場合・フックのない場合

・フックのある場合・フックのある場合・フックのある場合・フックのある場合・フックのある場合・フックのある場合・フックのある場合

・本数に差がある場合・本数に差がある場合・本数に差がある場合・本数に差がある場合・本数に差がある場合・本数に差がある場合・本数に差がある場合

・溶接継手表示・溶接継手表示・溶接継手表示・溶接継手表示・溶接継手表示・溶接継手表示・溶接継手表示

記     号記     号記     号記     号記     号記     号記     号

最外径 D最外径 D最外径 D最外径 D最外径 D最外径 D最外径 D

呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d D10D10D10D10D10D10D10

11111111111111

D13D13D13D13D13D13D13

14141414141414

D16D16D16D16D16D16D16

18181818181818

　（ガス圧接，突き合せ溶接）　（ガス圧接，突き合せ溶接）　（ガス圧接，突き合せ溶接）　（ガス圧接，突き合せ溶接）　（ガス圧接，突き合せ溶接）　（ガス圧接，突き合せ溶接）　（ガス圧接，突き合せ溶接）

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

表 示 記 号表 示 記 号表 示 記 号表 示 記 号表 示 記 号表 示 記 号表 示 記 号

2-42-42-42-42-42-42-4

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

継手継手継手継手継手継手継手種類種類種類種類種類種類種類

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

表示表示表示表示表示表示表示

D_D_D_D_D_D_D_10～16mm10～16mm10～16mm10～16mm10～16mm10～16mm10～16mm

径径径径径径径

ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎

柱状コラム改良柱状コラム改良柱状コラム改良柱状コラム改良柱状コラム改良柱状コラム改良柱状コラム改良

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）



有限有限有限有限有限有限有限
設計設計設計設計設計設計設計 作図作図作図作図作図作図作図 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺 図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．会社会社会社会社会社会社会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 ――――――― S-2S-2S-2S-2S-2S-2S-2

肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上

イナズマ筋D10@200イナズマ筋D10@200イナズマ筋D10@200イナズマ筋D10@200イナズマ筋D10@200イナズマ筋D10@200イナズマ筋D10@200

D10D10D10D10D10D10D10

D13D13D13D13D13D13D13

15d以上15d以上15d以上15d以上15d以上15d以上15d以上

yyyyyyy
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xx xx xx x

LLLLLLL2222222

LLLLLLL3333333

15d以上15d以上15d以上15d以上15d以上15d以上15d以上
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上
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上
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上
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上
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上
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上
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d以

上

LLLLLLL3333333

§４　スラブ§４　スラブ§４　スラブ§４　スラブ§４　スラブ§４　スラブ§４　スラブ

4-14-14-14-14-14-14-1

CCCCCCC

BBBBBBB

AAAAAAA

折り曲げる折り曲げる折り曲げる折り曲げる折り曲げる折り曲げる折り曲げる

外周部は150以上外周部は150以上外周部は150以上外周部は150以上外周部は150以上外周部は150以上外周部は150以上

DDDDDDD

CCCCCCC

DDDDDDD

CCCCCCC CCCCCCCAAAAAAA

5-15-15-15-15-15-15-1
スラブ階段スラブ階段スラブ階段スラブ階段スラブ階段スラブ階段スラブ階段

§５　その他§５　その他§５　その他§５　その他§５　その他§５　その他§５　その他

/2/2/2/2/2/2/2ooooooo/4/4/4/4/4/4/4ooooooo /4/4/4/4/4/4/4ooooooo

ooooooo

肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上

LLLLLLL1111111

LLLLLLL1111111

LLLLLLL2222222

継  　 手継  　 手継  　 手継  　 手継  　 手継  　 手継  　 手

階    段階    段階    段階    段階    段階    段階    段

4-24-24-24-24-24-24-2

鉄筋の折り鉄筋の折り鉄筋の折り鉄筋の折り鉄筋の折り鉄筋の折り鉄筋の折り

曲げ及び曲げ及び曲げ及び曲げ及び曲げ及び曲げ及び曲げ及び

定着定着定着定着定着定着定着

x ≦  yx ≦  yx ≦  yx ≦  yx ≦  yx ≦  yx ≦  y

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋 配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋種別種別種別種別種別種別種別 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

H1H1H1H1H1H1H1 なしなしなしなしなしなしなし

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 なしなしなしなしなしなしなし なしなしなしなしなしなしなし

H2H2H2H2H2H2H2 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

H3H3H3H3H3H3H3 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

H4H4H4H4H4H4H4 4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16H5H5H5H5H5H5H5

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 3-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D13H6H6H6H6H6H6H6

4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22H7H7H7H7H7H7H7

梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ梁 貫通補強ﾀｲﾌﾟ

(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。(注)　　は、一般部分のあばら筋を示す。

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

梁巾梁巾梁巾梁巾梁巾梁巾梁巾 100φ100φ100φ100φ100φ100φ100φ 150φ150φ150φ150φ150φ150φ150φ 200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ 250φ250φ250φ250φ250φ250φ250φ 300φ300φ300φ300φ300φ300φ300φ 350φ350φ350φ350φ350φ350φ350φ 400φ400φ400φ400φ400φ400φ400φ

　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡　φ＞D/10又は、φ≧150の時、下の鉄筋補強を施す事｡
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梁成梁成梁成梁成梁成梁成梁成

※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。※ねじれ応力を受ける腹筋は定着長さL2とする。

・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。・あばら筋の加工は下図による。同時打込みのスラブ付の場合に限る。3-23-23-23-23-23-23-2
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L型 補強筋 D13L型 補強筋 D13L型 補強筋 D13L型 補強筋 D13L型 補強筋 D13L型 補強筋 D13L型 補強筋 D13

※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる※L型 交差部も同様に、L型補強筋を入れる

交差部交差部交差部交差部交差部交差部交差部3-33-33-33-33-33-33-3
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梁の貫通梁の貫通梁の貫通梁の貫通梁の貫通梁の貫通梁の貫通
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ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強
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上 端 筋上 端 筋上 端 筋上 端 筋上 端 筋上 端 筋上 端 筋

下 端 筋下 端 筋下 端 筋下 端 筋下 端 筋下 端 筋下 端 筋
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25d以上25d以上25d以上25d以上25d以上25d以上25d以上

受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。
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先端に荷重のある場合。先端に荷重のある場合。先端に荷重のある場合。先端に荷重のある場合。先端に荷重のある場合。先端に荷重のある場合。先端に荷重のある場合。
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H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合 70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

（ダブル）（ダブル）（ダブル）（ダブル）（ダブル）（ダブル）（ダブル）
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ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

梁 貫通補強梁 貫通補強梁 貫通補強梁 貫通補強梁 貫通補強梁 貫通補強梁 貫通補強

上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。上向き荷重を受けるべた基礎(耐圧スラブ)の継手位置は下表の上端筋と下端筋を逆に読む。

下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。下向き荷重を受けるスラブの継手位置は下表による。

ｽﾗﾌﾞ配筋ｽﾗﾌﾞ配筋ｽﾗﾌﾞ配筋ｽﾗﾌﾞ配筋ｽﾗﾌﾞ配筋ｽﾗﾌﾞ配筋ｽﾗﾌﾞ配筋 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 端部端部端部端部端部端部端部
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土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋土間ｽﾗﾌﾞの打継ぎ補強筋

　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）　　(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､構造ｽﾗﾌﾞ共）

　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡　　a≦300mm　　b:ｽﾗﾌﾞ上端筋と同径､同ﾋﾟｯﾁとする｡

設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲
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500≦D＜700　a≧175500≦D＜700　a≧175500≦D＜700　a≧175500≦D＜700　a≧175500≦D＜700　a≧175500≦D＜700　a≧175500≦D＜700　a≧175

700≦D＜900　a≧200700≦D＜900　a≧200700≦D＜900　a≧200700≦D＜900　a≧200700≦D＜900　a≧200700≦D＜900　a≧200700≦D＜900　a≧200

900≦D　　 　a≧250900≦D　　 　a≧250900≦D　　 　a≧250900≦D　　 　a≧250900≦D　　 　a≧250900≦D　　 　a≧250900≦D　　 　a≧250
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鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）
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設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 ――――――― S-3S-3S-3S-3S-3S-3S-3

３. 材料品質の検査方法３. 材料品質の検査方法３. 材料品質の検査方法３. 材料品質の検査方法３. 材料品質の検査方法３. 材料品質の検査方法３. 材料品質の検査方法

１. 一般事項１. 一般事項１. 一般事項１. 一般事項１. 一般事項１. 一般事項１. 一般事項

４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）４. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

６. 接合６. 接合６. 接合６. 接合６. 接合６. 接合６. 接合

２. 材料の品質２. 材料の品質２. 材料の品質２. 材料の品質２. 材料の品質２. 材料の品質２. 材料の品質

本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。

は、適用項目を示す。は、適用項目を示す。は、適用項目を示す。は、適用項目を示す。は、適用項目を示す。は、適用項目を示す。は、適用項目を示す。

（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲

（２）設計図書（２）設計図書（２）設計図書（２）設計図書（２）設計図書（２）設計図書（２）設計図書

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む)をいう。

（３）標準仕様書（３）標準仕様書（３）標準仕様書（３）標準仕様書（３）標準仕様書（３）標準仕様書（３）標準仕様書

設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び設計図書に記載無きものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び

「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

（４）設計図書の優先順位（４）設計図書の優先順位（４）設計図書の優先順位（４）設計図書の優先順位（４）設計図書の優先順位（４）設計図書の優先順位（４）設計図書の優先順位

設計図書の優先順位は下記による。設計図書の優先順位は下記による。設計図書の優先順位は下記による。設計図書の優先順位は下記による。設計図書の優先順位は下記による。設計図書の優先順位は下記による。設計図書の優先順位は下記による。

１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）１.指示書（現場説明書及び質疑回答書）

２.設計図２.設計図２.設計図２.設計図２.設計図２.設計図２.設計図

３.本仕様書３.本仕様書３.本仕様書３.本仕様書３.本仕様書３.本仕様書３.本仕様書

４.標準仕様書４.標準仕様書４.標準仕様書４.標準仕様書４.標準仕様書４.標準仕様書４.標準仕様書

（５）疑義（５）疑義（５）疑義（５）疑義（５）疑義（５）疑義（５）疑義

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。

工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

（６）各種試験・検査報告書の提出（６）各種試験・検査報告書の提出（６）各種試験・検査報告書の提出（６）各種試験・検査報告書の提出（６）各種試験・検査報告書の提出（６）各種試験・検査報告書の提出（６）各種試験・検査報告書の提出

（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出（７）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

（８）施工図等の提出（８）施工図等の提出（８）施工図等の提出（８）施工図等の提出（８）施工図等の提出（８）施工図等の提出（８）施工図等の提出

（９）製作工場の選定、承諾（９）製作工場の選定、承諾（９）製作工場の選定、承諾（９）製作工場の選定、承諾（９）製作工場の選定、承諾（９）製作工場の選定、承諾（９）製作工場の選定、承諾

（１０）各種試験・検査報告書の提出（１０）各種試験・検査報告書の提出（１０）各種試験・検査報告書の提出（１０）各種試験・検査報告書の提出（１０）各種試験・検査報告書の提出（１０）各種試験・検査報告書の提出（１０）各種試験・検査報告書の提出

材　質材　質材　質材　質材　質材　質材　質種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類
・鉄・鉄・鉄・鉄・鉄・鉄・鉄
・ステンレス鋼・ステンレス鋼・ステンレス鋼・ステンレス鋼・ステンレス鋼・ステンレス鋼・ステンレス鋼
・鉄・鉄・鉄・鉄・鉄・鉄・鉄

Ｎ釘Ｎ釘Ｎ釘Ｎ釘Ｎ釘Ｎ釘Ｎ釘

ＣＮ釘ＣＮ釘ＣＮ釘ＣＮ釘ＣＮ釘ＣＮ釘ＣＮ釘
ＢＮ釘ＢＮ釘ＢＮ釘ＢＮ釘ＢＮ釘ＢＮ釘ＢＮ釘
ＺＮ釘ＺＮ釘ＺＮ釘ＺＮ釘ＺＮ釘ＺＮ釘ＺＮ釘
ＧＮ釘ＧＮ釘ＧＮ釘ＧＮ釘ＧＮ釘ＧＮ釘ＧＮ釘
ＳＮ釘ＳＮ釘ＳＮ釘ＳＮ釘ＳＮ釘ＳＮ釘ＳＮ釘

2.2　ファスナー2.2　ファスナー2.2　ファスナー2.2　ファスナー2.2　ファスナー2.2　ファスナー2.2　ファスナー

　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等

に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ:MFZn -C、電気メッキ:EP-Fe/Zn  5/CM2とする。

（２）ボルト、ナット（２）ボルト、ナット（２）ボルト、ナット（２）ボルト、ナット（２）ボルト、ナット（２）ボルト、ナット（２）ボルト、ナット

材　質材　質材　質材　質材　質材　質材　質
座金座金座金座金座金座金座金 ・角座金・丸座金・角座金・丸座金・角座金・丸座金・角座金・丸座金・角座金・丸座金・角座金・丸座金・角座金・丸座金

・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ

適　用適　用適　用適　用適　用適　用適　用

材　質材　質材　質材　質材　質材　質材　質 表面処理、その他表面処理、その他表面処理、その他表面処理、その他表面処理、その他表面処理、その他表面処理、その他

・SS400、SNRM8～12・SS400、SNRM8～12・SS400、SNRM8～12・SS400、SNRM8～12・SS400、SNRM8～12・SS400、SNRM8～12・SS400、SNRM8～12 ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ
・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ

・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ
・堅木・堅木・堅木・堅木・堅木・堅木・堅木

・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ・ＳＷＲＣＨ１０Ｒ
(JIS G 3507)(JIS G 3507)(JIS G 3507)(JIS G 3507)(JIS G 3507)(JIS G 3507)(JIS G 3507)

・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００

材　質材　質材　質材　質材　質材　質材　質種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理 適用、形状、その他適用、形状、その他適用、形状、その他適用、形状、その他適用、形状、その他適用、形状、その他適用、形状、その他

引寄せ金物引寄せ金物引寄せ金物引寄せ金物引寄せ金物引寄せ金物引寄せ金物
その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物

形状は詳細図形状は詳細図形状は詳細図形状は詳細図形状は詳細図形状は詳細図形状は詳細図鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材

ＺマークＺマークＺマークＺマークＺマークＺマークＺマーク
ＣマークＣマークＣマークＣマークＣマークＣマークＣマーク

・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００・ＳＳ４００

・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)・ＳＰＨＣ　(JIS G 3141)
・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)・ＳＰＣＣ　(JIS G 3131)

（３）座金（３）座金（３）座金（３）座金（３）座金（３）座金（３）座金

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い

  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。  ものとする。

（６）接着剤（接着接合）（６）接着剤（接着接合）（６）接着剤（接着接合）（６）接着剤（接着接合）（６）接着剤（接着接合）（６）接着剤（接着接合）（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 材　質材　質材　質材　質材　質材　質材　質 表面処理、部品等級など表面処理、部品等級など表面処理、部品等級など表面処理、部品等級など表面処理、部品等級など表面処理、部品等級など表面処理、部品等級など
呼び径六角ボルト呼び径六角ボルト呼び径六角ボルト呼び径六角ボルト呼び径六角ボルト呼び径六角ボルト呼び径六角ボルト ・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400 ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ・電気メッキ
有効径六角ボルト有効径六角ボルト有効径六角ボルト有効径六角ボルト有効径六角ボルト有効径六角ボルト有効径六角ボルト ・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400
全ネジ六角ボルト全ネジ六角ボルト全ネジ六角ボルト全ネジ六角ボルト全ネジ六角ボルト全ネジ六角ボルト全ネジ六角ボルト ・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400
ステンレスボルトステンレスボルトステンレスボルトステンレスボルトステンレスボルトステンレスボルトステンレスボルト ・SUS304・SUS304・SUS304・SUS304・SUS304・SUS304・SUS304
アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト ・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400・SS400

ボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさ 8888888 10101010101010 12121212121212 16161616161616 20202020202020 24242424242424
引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 4.54.54.54.54.54.54.5 4.54.54.54.54.54.54.5 6666666 9999999 9999999 13131313131313

角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺 40404040404040 50505050505050 60606060606060 80808080808080 105105105105105105105 125125125125125125125
丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径 45454545454545 60606060606060 70707070707070 90909090909090 120120120120120120120 140140140140140140140

せん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルト 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 3.23.23.23.23.23.23.2 3.23.23.23.23.23.23.2 3.23.23.23.23.23.23.2 4.54.54.54.54.54.54.5 6666666 6666666
角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺 25252525252525 30303030303030 35353535353535 50505050505050 60606060606060 70707070707070
丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径 30303030303030 35353535353535 40404040404040 60606060606060 70707070707070 80808080808080

（５）接合金物、鋼材（５）接合金物、鋼材（５）接合金物、鋼材（５）接合金物、鋼材（５）接合金物、鋼材（５）接合金物、鋼材（５）接合金物、鋼材

・S10C(JIS G4051)・S10C(JIS G4051)・S10C(JIS G4051)・S10C(JIS G4051)・S10C(JIS G4051)・S10C(JIS G4051)・S10C(JIS G4051) ・クロートメッキ・クロートメッキ・クロートメッキ・クロートメッキ・クロートメッキ・クロートメッキ・クロートメッキ
適用径・長さ適用径・長さ適用径・長さ適用径・長さ適用径・長さ適用径・長さ適用径・長さ

φ16～φ24φ16～φ24φ16～φ24φ16～φ24φ16～φ24φ16～φ24φ16～φ24
φ9～φ19φ9～φ19φ9～φ19φ9～φ19φ9～φ19φ9～φ19φ9～φ19

φ64、φ102φ64、φ102φ64、φ102φ64、φ102φ64、φ102φ64、φ102φ64、φ102

Ｍ１２～Ｍ２４Ｍ１２～Ｍ２４Ｍ１２～Ｍ２４Ｍ１２～Ｍ２４Ｍ１２～Ｍ２４Ｍ１２～Ｍ２４Ｍ１２～Ｍ２４

φ12φ12φ12φ12φ12φ12φ12

部  位部  位部  位部  位部  位部  位部  位 品　名品　名品　名品　名品　名品　名品　名 その他その他その他その他その他その他その他含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率区分、等級区分、等級区分、等級区分、等級区分、等級区分、等級区分、等級

2.1　木質材料2.1　木質材料2.1　木質材料2.1　木質材料2.1　木質材料2.1　木質材料2.1　木質材料

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等
の日本農林規格に準ずること。の日本農林規格に準ずること。の日本農林規格に準ずること。の日本農林規格に準ずること。の日本農林規格に準ずること。の日本農林規格に準ずること。の日本農林規格に準ずること。

材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料
構造用構造用構造用構造用構造用構造用構造用
集成材集成材集成材集成材集成材集成材集成材
構造用構造用構造用構造用構造用構造用構造用

構造用構造用構造用構造用構造用構造用構造用
合板合板合板合板合板合板合板
構造用構造用構造用構造用構造用構造用構造用
パネルパネルパネルパネルパネルパネルパネル

ＬＶＬＬＶＬＬＶＬＬＶＬＬＶＬＬＶＬＬＶＬ

確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法ファスナーの種類ファスナーの種類ファスナーの種類ファスナーの種類ファスナーの種類ファスナーの種類ファスナーの種類
くぎくぎくぎくぎくぎくぎくぎ ミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写し
木ネジ類木ネジ類木ネジ類木ネジ類木ネジ類木ネジ類木ネジ類 表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認
ボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナット
座金座金座金座金座金座金座金
ドリフトピンドリフトピンドリフトピンドリフトピンドリフトピンドリフトピンドリフトピン
コーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルト
スプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリング
シアープレートシアープレートシアープレートシアープレートシアープレートシアープレートシアープレート
木栓など木栓など木栓など木栓など木栓など木栓など木栓など

木栓曲げ試験木栓曲げ試験木栓曲げ試験木栓曲げ試験木栓曲げ試験木栓曲げ試験木栓曲げ試験

確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目
ミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写しミルシートの写し・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ 表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認表示の確認
・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ・材質、形状、仕上げ

その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物その他の金物 ・材質、形状、仕上げ、製造所・材質、形状、仕上げ、製造所・材質、形状、仕上げ、製造所・材質、形状、仕上げ、製造所・材質、形状、仕上げ、製造所・材質、形状、仕上げ、製造所・材質、形状、仕上げ、製造所
鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材 ・材質、形状、仕上げ、溶接・材質、形状、仕上げ、溶接・材質、形状、仕上げ、溶接・材質、形状、仕上げ、溶接・材質、形状、仕上げ、溶接・材質、形状、仕上げ、溶接・材質、形状、仕上げ、溶接

接合金物接合金物接合金物接合金物接合金物接合金物接合金物
Ｚマーク金物Ｚマーク金物Ｚマーク金物Ｚマーク金物Ｚマーク金物Ｚマーク金物Ｚマーク金物
Ｃマーク金物Ｃマーク金物Ｃマーク金物Ｃマーク金物Ｃマーク金物Ｃマーク金物Ｃマーク金物
引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

使用部位使用部位使用部位使用部位使用部位使用部位使用部位 高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材 工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤 現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤
土台土台土台土台土台土台土台

水周り水周り水周り水周り水周り水周り水周り
（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）その他その他その他その他その他その他その他

Ｋ３　  □（　　）Ｋ３　  □（　　）Ｋ３　  □（　　）Ｋ３　  □（　　）Ｋ３　  □（　　）Ｋ３　  □（　　）Ｋ３　  □（　　）
Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）
Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）Ｋ３  　□（　　）
Ｋ４　  □（　　）Ｋ４　  □（　　）Ｋ４　  □（　　）Ｋ４　  □（　　）Ｋ４　  □（　　）Ｋ４　  □（　　）Ｋ４　  □（　　）

・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。・監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に

  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）  は公的試験場にて行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センター認定品を、曲げヤング係数は（社）

  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。  全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。  一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

  準ずる。  準ずる。  準ずる。  準ずる。  準ずる。  準ずる。  準ずる。

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。含水率測定は、乾燥作業直後に行う。含水率測定は、乾燥作業直後に行う。含水率測定は、乾燥作業直後に行う。含水率測定は、乾燥作業直後に行う。含水率測定は、乾燥作業直後に行う。含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同

（３）ファスナー（３）ファスナー（３）ファスナー（３）ファスナー（３）ファスナー（３）ファスナー（３）ファスナー

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合

  する。  する。  する。  する。  する。  する。  する。

（４）接合金物（４）接合金物（４）接合金物（４）接合金物（４）接合金物（４）接合金物（４）接合金物

  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施  には、監督職員に承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施

  場合には、監督職員に承諾を得ること。  場合には、監督職員に承諾を得ること。  場合には、監督職員に承諾を得ること。  場合には、監督職員に承諾を得ること。  場合には、監督職員に承諾を得ること。  場合には、監督職員に承諾を得ること。  場合には、監督職員に承諾を得ること。

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる

（１）木材の防腐・防蟻処理（１）木材の防腐・防蟻処理（１）木材の防腐・防蟻処理（１）木材の防腐・防蟻処理（１）木材の防腐・防蟻処理（１）木材の防腐・防蟻処理（１）木材の防腐・防蟻処理

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２ＪＡＳ保存処理材　：  　Ｋ５　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種ＡＱ認証保存処理材：　       　１種　　２種　　３種

・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/m2  、   処理回数２回）

日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

（２）土壌処理（２）土壌処理（２）土壌処理（２）土壌処理（２）土壌処理（２）土壌処理（２）土壌処理

（３）耐候処理（塗装）（３）耐候処理（塗装）（３）耐候処理（塗装）（３）耐候処理（塗装）（３）耐候処理（塗装）（３）耐候処理（塗装）（３）耐候処理（塗装）

以上の効力を有するものとする。以上の効力を有するものとする。以上の効力を有するものとする。以上の効力を有するものとする。以上の効力を有するものとする。以上の効力を有するものとする。以上の効力を有するものとする。

特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標

準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　                　　　　　　　）

□土壌処理省略□土壌処理省略□土壌処理省略□土壌処理省略□土壌処理省略□土壌処理省略□土壌処理省略 □北海道□北海道□北海道□北海道□北海道□北海道□北海道 □東北□東北□東北□東北□東北□東北□東北 □北陸□北陸□北陸□北陸□北陸□北陸□北陸

□造膜型、□造膜型、□造膜型、□造膜型、□造膜型、□造膜型、□造膜型、 ・部位（　　　　    　）・部位（　　　　    　）・部位（　　　　    　）・部位（　　　　    　）・部位（　　　　    　）・部位（　　　　    　）・部位（　　　　    　）□含浸型、□含浸型、□含浸型、□含浸型、□含浸型、□含浸型、□含浸型、

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（１）刻み時の注意（１）刻み時の注意（１）刻み時の注意（１）刻み時の注意（１）刻み時の注意（１）刻み時の注意（１）刻み時の注意

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

・集成材、構造用単板積層材・集成材、構造用単板積層材・集成材、構造用単板積層材・集成材、構造用単板積層材・集成材、構造用単板積層材・集成材、構造用単板積層材・集成材、構造用単板積層材

（３）表面仕上げ（３）表面仕上げ（３）表面仕上げ（３）表面仕上げ（３）表面仕上げ（３）表面仕上げ（３）表面仕上げ

（４）面取り（４）面取り（４）面取り（４）面取り（４）面取り（４）面取り（４）面取り

■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下

■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　±1.5ｍｍ、-0ｍｍ以下

■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下■　ボルト接合工法の場合　　：　±5ｍｍ以下

■製材：プレーナー仕上げ■製材：プレーナー仕上げ■製材：プレーナー仕上げ■製材：プレーナー仕上げ■製材：プレーナー仕上げ■製材：プレーナー仕上げ■製材：プレーナー仕上げ

■構造用集成材：プレーナー仕上げ■構造用集成材：プレーナー仕上げ■構造用集成材：プレーナー仕上げ■構造用集成材：プレーナー仕上げ■構造用集成材：プレーナー仕上げ■構造用集成材：プレーナー仕上げ■構造用集成材：プレーナー仕上げ

・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　  　  　（ｄはボルト径）

短辺：短辺：短辺：短辺：短辺：短辺：短辺：

長辺：長辺：長辺：長辺：長辺：長辺：長辺：

材長：材長：材長：材長：材長：材長：材長：

・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）・ボルト穴径： ｄ+2.0ｍｍ　　　（ｄはボルト径）

■　 ±1.5ｍｍ■　 ±1.5ｍｍ■　 ±1.5ｍｍ■　 ±1.5ｍｍ■　 ±1.5ｍｍ■　 ±1.5ｍｍ■　 ±1.5ｍｍ

■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下■　 ±1.5％かつ±5ｍｍ以下

■ 　±5ｍｍ以下■ 　±5ｍｍ以下■ 　±5ｍｍ以下■ 　±5ｍｍ以下■ 　±5ｍｍ以下■ 　±5ｍｍ以下■ 　±5ｍｍ以下 □　（　　    　  　　）□　（　　    　  　　）□　（　　    　  　　）□　（　　    　  　　）□　（　　    　  　　）□　（　　    　  　　）□　（　　    　  　　）

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験

（１）仕口、継手の原則（１）仕口、継手の原則（１）仕口、継手の原則（１）仕口、継手の原則（１）仕口、継手の原則（１）仕口、継手の原則（１）仕口、継手の原則

・採用する方法は監督職員の承諾を得る。・採用する方法は監督職員の承諾を得る。・採用する方法は監督職員の承諾を得る。・採用する方法は監督職員の承諾を得る。・採用する方法は監督職員の承諾を得る。・採用する方法は監督職員の承諾を得る。・採用する方法は監督職員の承諾を得る。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽

（２）釘接合（２）釘接合（２）釘接合（２）釘接合（２）釘接合（２）釘接合（２）釘接合

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。  の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

（３）木ネジ接合（３）木ネジ接合（３）木ネジ接合（３）木ネジ接合（３）木ネジ接合（３）木ネジ接合（３）木ネジ接合

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d

広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

（４）ボルト接合（４）ボルト接合（４）ボルト接合（４）ボルト接合（４）ボルト接合（４）ボルト接合（４）ボルト接合

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

  ことを確認する。  ことを確認する。  ことを確認する。  ことを確認する。  ことを確認する。  ことを確認する。  ことを確認する。

・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９. 軸組構法接合部標準仕

様による。様による。様による。様による。様による。様による。様による。

子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。・1ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け

を完了する。を完了する。を完了する。を完了する。を完了する。を完了する。を完了する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの

については再度締め直しを行う。については再度締め直しを行う。については再度締め直しを行う。については再度締め直しを行う。については再度締め直しを行う。については再度締め直しを行う。については再度締め直しを行う。

（５）コーチスクリュー接合（５）コーチスクリュー接合（５）コーチスクリュー接合（５）コーチスクリュー接合（５）コーチスクリュー接合（５）コーチスクリュー接合（５）コーチスクリュー接合

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準

ずる。ずる。ずる。ずる。ずる。ずる。ずる。

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60～70％

その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 40～70％

（長さはネジ部の長さと同寸とする。）（長さはネジ部の長さと同寸とする。）（長さはネジ部の長さと同寸とする。）（長さはネジ部の長さと同寸とする。）（長さはネジ部の長さと同寸とする。）（長さはネジ部の長さと同寸とする。）（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら

ない。ない。ない。ない。ない。ない。ない。

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

（６）ドリフトピン接合（６）ドリフトピン接合（６）ドリフトピン接合（６）ドリフトピン接合（６）ドリフトピン接合（６）ドリフトピン接合（６）ドリフトピン接合

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

・ドリフトピンは孔に密着させる。・ドリフトピンは孔に密着させる。・ドリフトピンは孔に密着させる。・ドリフトピンは孔に密着させる。・ドリフトピンは孔に密着させる。・ドリフトピンは孔に密着させる。・ドリフトピンは孔に密着させる。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ

ものについては再度締め直しを行う。ものについては再度締め直しを行う。ものについては再度締め直しを行う。ものについては再度締め直しを行う。ものについては再度締め直しを行う。ものについては再度締め直しを行う。ものについては再度締め直しを行う。

適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径
N19～N150N19～N150N19～N150N19～N150N19～N150N19～N150N19～N150

CN25～CN150CN25～CN150CN25～CN150CN25～CN150CN25～CN150CN25～CN150CN25～CN150
BN25～BN125BN25～BN125BN25～BN125BN25～BN125BN25～BN125BN25～BN125BN25～BN125

GNF25～GNF125GNF25～GNF125GNF25～GNF125GNF25～GNF125GNF25～GNF125GNF25～GNF125GNF25～GNF125
ＺＮ４５～９０ＺＮ４５～９０ＺＮ４５～９０ＺＮ４５～９０ＺＮ４５～９０ＺＮ４５～９０ＺＮ４５～９０

3.05 mm3.05 mm3.05 mm3.05 mm3.05 mm3.05 mm3.05 mm

使用箇所　頭部/胴部の形状使用箇所　頭部/胴部の形状使用箇所　頭部/胴部の形状使用箇所　頭部/胴部の形状使用箇所　頭部/胴部の形状使用箇所　頭部/胴部の形状使用箇所　頭部/胴部の形状

耐力壁、床板、屋根耐力壁、床板、屋根耐力壁、床板、屋根耐力壁、床板、屋根耐力壁、床板、屋根耐力壁、床板、屋根耐力壁、床板、屋根

石膏ボード用石膏ボード用石膏ボード用石膏ボード用石膏ボード用石膏ボード用石膏ボード用
シージングインシュレイションシージングインシュレイションシージングインシュレイションシージングインシュレイションシージングインシュレイションシージングインシュレイションシージングインシュレイション
ファイバーボードファイバーボードファイバーボードファイバーボードファイバーボードファイバーボードファイバーボード

確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目
部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量
樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量
部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量部材、断面、長さ、数量

寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量
強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量
寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量寸法、数量
強度、ホルムアルデヒド放散量強度、ホルムアルデヒド放散量強度、ホルムアルデヒド放散量強度、ホルムアルデヒド放散量強度、ホルムアルデヒド放散量強度、ホルムアルデヒド放散量強度、ホルムアルデヒド放散量

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類
ドリフトピン(寸胴)ドリフトピン(寸胴)ドリフトピン(寸胴)ドリフトピン(寸胴)ドリフトピン(寸胴)ドリフトピン(寸胴)ドリフトピン(寸胴)
ドリフトピン(全ネジ)ドリフトピン(全ネジ)ドリフトピン(全ネジ)ドリフトピン(全ネジ)ドリフトピン(全ネジ)ドリフトピン(全ネジ)ドリフトピン(全ネジ)
コーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルトコーチスクリューボルト
(ラグスクリュー)(ラグスクリュー)(ラグスクリュー)(ラグスクリュー)(ラグスクリュー)(ラグスクリュー)(ラグスクリュー)
スプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリングスプリットリング
シアプレートシアプレートシアプレートシアプレートシアプレートシアプレートシアプレート
木栓木栓木栓木栓木栓木栓木栓

確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目確認項目

・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ
・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ
・材質、径、仕上げ・材質、径、仕上げ・材質、径、仕上げ・材質、径、仕上げ・材質、径、仕上げ・材質、径、仕上げ・材質、径、仕上げ
・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ
・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ・材質、径、長さ、仕上げ
・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ
・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ・材質、径、形状、仕上げ
・樹種、曲げ強度、比重・樹種、曲げ強度、比重・樹種、曲げ強度、比重・樹種、曲げ強度、比重・樹種、曲げ強度、比重・樹種、曲げ強度、比重・樹種、曲げ強度、比重

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

（dはボルト径）（dはボルト径）（dはボルト径）（dはボルト径）（dはボルト径）（dはボルト径）（dはボルト径）

適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径
M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36
M3～M20M3～M20M3～M20M3～M20M3～M20M3～M20M3～M20
M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36M3～M36

適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径適　用　径
Ｍ８～Ｍ２４Ｍ８～Ｍ２４Ｍ８～Ｍ２４Ｍ８～Ｍ２４Ｍ８～Ｍ２４Ｍ８～Ｍ２４Ｍ８～Ｍ２４

形状・表面処理　その他形状・表面処理　その他形状・表面処理　その他形状・表面処理　その他形状・表面処理　その他形状・表面処理　その他形状・表面処理　その他

検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を

満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員

に報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取りに報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取りに報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取りに報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取りに報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取りに報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取りに報告する。また監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取り

製造工場の認定製造工場の認定製造工場の認定製造工場の認定製造工場の認定製造工場の認定製造工場の認定
書等の写し書等の写し書等の写し書等の写し書等の写し書等の写し書等の写し
日本農林規格日本農林規格日本農林規格日本農林規格日本農林規格日本農林規格日本農林規格
(JAS)表示(JAS)表示(JAS)表示(JAS)表示(JAS)表示(JAS)表示(JAS)表示
の確認の確認の確認の確認の確認の確認の確認
立会い目視検査立会い目視検査立会い目視検査立会い目視検査立会い目視検査立会い目視検査立会い目視検査

確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法確認の方法

M12M12M12M12M12M12M12

(数値は％を示す)(数値は％を示す)(数値は％を示す)(数値は％を示す)(数値は％を示す)(数値は％を示す)(数値は％を示す)
５. 木材の加工５. 木材の加工５. 木材の加工５. 木材の加工５. 木材の加工５. 木材の加工５. 木材の加工（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

や接合部に欠点が当たらないように加工する。や接合部に欠点が当たらないように加工する。や接合部に欠点が当たらないように加工する。や接合部に欠点が当たらないように加工する。や接合部に欠点が当たらないように加工する。や接合部に欠点が当たらないように加工する。や接合部に欠点が当たらないように加工する。

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、

見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。

等　級等　級等　級等　級等　級等　級等　級
品　名品　名品　名品　名品　名品　名品　名

部  位部  位部  位部  位部  位部  位部  位
曲げヤング係数区分曲げヤング係数区分曲げヤング係数区分曲げヤング係数区分曲げヤング係数区分曲げヤング係数区分曲げヤング係数区分
水平せん断性能区分水平せん断性能区分水平せん断性能区分水平せん断性能区分水平せん断性能区分水平せん断性能区分水平せん断性能区分 性　能性　能性　能性　能性　能性　能性　能

接　着接　着接　着接　着接　着接　着接　着
樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種

材　面材　面材　面材　面材　面材　面材　面
品　質品　質品　質品　質品　質品　質品　質

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量

部  位部  位部  位部  位部  位部  位部  位 品　名品　名品　名品　名品　名品　名品　名
強度強度強度強度強度強度強度
等級等級等級等級等級等級等級

曲げ性能基準曲げ性能基準曲げ性能基準曲げ性能基準曲げ性能基準曲げ性能基準曲げ性能基準 板面板面板面板面板面板面板面 接　着接　着接　着接　着接　着接　着接　着
品質品質品質品質品質品質品質 耐久性耐久性耐久性耐久性耐久性耐久性耐久性合板１級合板１級合板１級合板１級合板１級合板１級合板１級

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

（３）構造用合板、構造用パネル（３）構造用合板、構造用パネル（３）構造用合板、構造用パネル（３）構造用合板、構造用パネル（３）構造用合板、構造用パネル（３）構造用合板、構造用パネル（３）構造用合板、構造用パネル

構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材
構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材

無等級無等級無等級無等級無等級無等級無等級
柱柱柱柱柱柱柱
土台土台土台土台土台土台土台

（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）
（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）FL+1200範囲内FL+1200範囲内FL+1200範囲内FL+1200範囲内FL+1200範囲内FL+1200範囲内FL+1200範囲内

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　            　　    　　）

含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定 ヤング係数測定ヤング係数測定ヤング係数測定ヤング係数測定ヤング係数測定ヤング係数測定ヤング係数測定
部　材部　材部　材部　材部　材部　材部　材 確認者確認者確認者確認者確認者確認者確認者

外観外観外観外観外観外観外観
検査検査検査検査検査検査検査

寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法
検査検査検査検査検査検査検査

全乾重全乾重全乾重全乾重全乾重全乾重全乾重
量法量法量法量法量法量法量法

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率
計計計計計計計

表示表示表示表示表示表示表示 静的静的静的静的静的静的静的
試験試験試験試験試験試験試験

動 的動 的動 的動 的動 的動 的動 的
試 験試 験試 験試 験試 験試 験試 験

材種材種材種材種材種材種材種
等級等級等級等級等級等級等級

表示表示表示表示表示表示表示
仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様

確認する確認する確認する確認する確認する確認する確認する

無等級無等級無等級無等級無等級無等級無等級

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

によるによるによるによるによるによるによる
構造図構造図構造図構造図構造図構造図構造図
によるによるによるによるによるによるによる
構造図構造図構造図構造図構造図構造図構造図 社内社内社内社内社内社内社内

監理者監理者監理者監理者監理者監理者監理者
社内社内社内社内社内社内社内
監理者監理者監理者監理者監理者監理者監理者 木口記入木口記入木口記入木口記入木口記入木口記入木口記入

検査後検査後検査後検査後検査後検査後検査後
木口記入木口記入木口記入木口記入木口記入木口記入木口記入
検査後検査後検査後検査後検査後検査後検査後

○○○○○○○

○○○○○○○

20202020202020

20202020202020
○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

100100100100100100100100100100100100100100100100100100100100100

100100100100100100100100100100100100100100100100100100100100100

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板 ２級２級２級２級２級２級２級 －－－－－－－ C－DC－DC－DC－DC－DC－DC－D 特類特類特類特類特類特類特類屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根

寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm) ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
厚(巾×長)厚(巾×長)厚(巾×長)厚(巾×長)厚(巾×長)厚(巾×長)厚(巾×長) 放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量放　散　量

F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆12mm12mm12mm12mm12mm12mm12mm

樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種
ヒノキヒノキヒノキヒノキヒノキヒノキヒノキ
スギスギスギスギスギスギスギ

20％20％20％20％20％20％20％
20％20％20％20％20％20％20％

木ネジ木ネジ木ネジ木ネジ木ネジ木ネジ木ネジ ・軟鋼線材・軟鋼線材・軟鋼線材・軟鋼線材・軟鋼線材・軟鋼線材・軟鋼線材
特殊ネジ特殊ネジ特殊ネジ特殊ネジ特殊ネジ特殊ネジ特殊ネジ
コースレッドコースレッドコースレッドコースレッドコースレッドコースレッドコースレッド ・真鋳・真鋳・真鋳・真鋳・真鋳・真鋳・真鋳

□梁：（　 　）　mm□梁：（　 　）　mm□梁：（　 　）　mm□梁：（　 　）　mm□梁：（　 　）　mm□梁：（　 　）　mm□梁：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm□柱：（　 　）　mm

構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材梁梁梁梁梁梁梁 無等級無等級無等級無等級無等級無等級無等級スギスギスギスギスギスギスギ 20％20％20％20％20％20％20％

構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材構造用製材
母屋・垂木・大引母屋・垂木・大引母屋・垂木・大引母屋・垂木・大引母屋・垂木・大引母屋・垂木・大引母屋・垂木・大引
火打ち・小屋束火打ち・小屋束火打ち・小屋束火打ち・小屋束火打ち・小屋束火打ち・小屋束火打ち・小屋束 無等級無等級無等級無等級無等級無等級無等級スギスギスギスギスギスギスギ 20％20％20％20％20％20％20％

木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その１）

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事

補足特記仕様書（その１）補足特記仕様書（その１）補足特記仕様書（その１）補足特記仕様書（その１）補足特記仕様書（その１）補足特記仕様書（その１）補足特記仕様書（その１）



有限有限有限有限有限有限有限
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設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 ――――――― S-4S-4S-4S-4S-4S-4S-4

７. 運搬・建て方７. 運搬・建て方７. 運搬・建て方７. 運搬・建て方７. 運搬・建て方７. 運搬・建て方７. 運搬・建て方

８. 軸組構法接合部の標準仕様８. 軸組構法接合部の標準仕様８. 軸組構法接合部の標準仕様８. 軸組構法接合部の標準仕様８. 軸組構法接合部の標準仕様８. 軸組構法接合部の標準仕様８. 軸組構法接合部の標準仕様

（７）ジベル接合（７）ジベル接合（７）ジベル接合（７）ジベル接合（７）ジベル接合（７）ジベル接合（７）ジベル接合

（８）既成金物の接合（８）既成金物の接合（８）既成金物の接合（８）既成金物の接合（８）既成金物の接合（８）既成金物の接合（８）既成金物の接合

（９）接着接合（９）接着接合（９）接着接合（９）接着接合（９）接着接合（９）接着接合（９）接着接合

（１０）その他の方法による接合（１０）その他の方法による接合（１０）その他の方法による接合（１０）その他の方法による接合（１０）その他の方法による接合（１０）その他の方法による接合（１０）その他の方法による接合

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

は再度締め直しを行う。は再度締め直しを行う。は再度締め直しを行う。は再度締め直しを行う。は再度締め直しを行う。は再度締め直しを行う。は再度締め直しを行う。

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。

（１）輸送計画（１）輸送計画（１）輸送計画（１）輸送計画（１）輸送計画（１）輸送計画（１）輸送計画

（２）集積・保管（２）集積・保管（２）集積・保管（２）集積・保管（２）集積・保管（２）集積・保管（２）集積・保管

（３）建方計画（３）建方計画（３）建方計画（３）建方計画（３）建方計画（３）建方計画（３）建方計画

（４）施工時の安全性（４）施工時の安全性（４）施工時の安全性（４）施工時の安全性（４）施工時の安全性（４）施工時の安全性（４）施工時の安全性

（５）アンカーボルトの施工（５）アンカーボルトの施工（５）アンカーボルトの施工（５）アンカーボルトの施工（５）アンカーボルトの施工（５）アンカーボルトの施工（５）アンカーボルトの施工

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れがや降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れがや降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れがや降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れがや降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れがや降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れがや降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

発生するため避ける。発生するため避ける。発生するため避ける。発生するため避ける。発生するため避ける。発生するため避ける。発生するため避ける。 □　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　集積場の確認　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に柱に大きな引張力を与えるなどの場合は管理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。・アンカーボルトはダブルナットとする。・アンカーボルトはダブルナットとする。・アンカーボルトはダブルナットとする。・アンカーボルトはダブルナットとする。・アンカーボルトはダブルナットとする。・アンカーボルトはダブルナットとする。

・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。

□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

：：：：：：： □〔　　　　　〕□〔　　　　　〕□〔　　　　　〕□〔　　　　　〕□〔　　　　　〕□〔　　　　　〕□〔　　　　　〕

柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下

柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下

通り芯からの誤差e2 ±2mm以下通り芯からの誤差e2 ±2mm以下通り芯からの誤差e2 ±2mm以下通り芯からの誤差e2 ±2mm以下通り芯からの誤差e2 ±2mm以下通り芯からの誤差e2 ±2mm以下通り芯からの誤差e2 ±2mm以下

（６）建方精度（６）建方精度（６）建方精度（６）建方精度（６）建方精度（６）建方精度（６）建方精度

・建方の精度基準は下記による。・建方の精度基準は下記による。・建方の精度基準は下記による。・建方の精度基準は下記による。・建方の精度基準は下記による。・建方の精度基準は下記による。・建方の精度基準は下記による。

（節点間のレベル差）（節点間のレベル差）（節点間のレベル差）（節点間のレベル差）（節点間のレベル差）（節点間のレベル差）（節点間のレベル差）

□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

柱据え付け面の基準高さからの誤差柱据え付け面の基準高さからの誤差柱据え付け面の基準高さからの誤差柱据え付け面の基準高さからの誤差柱据え付け面の基準高さからの誤差柱据え付け面の基準高さからの誤差柱据え付け面の基準高さからの誤差：　：　：　：　：　：　：　

通り芯からの誤差通り芯からの誤差通り芯からの誤差通り芯からの誤差通り芯からの誤差通り芯からの誤差通り芯からの誤差

階高階高階高階高階高階高階高

：　：　：　：　：　：　：　

：　：　：　：　：　：　：　

□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下

□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下□±2mm以下

□-5mm≦△H≦+5mm□-5mm≦△H≦+5mm□-5mm≦△H≦+5mm□-5mm≦△H≦+5mm□-5mm≦△H≦+5mm□-5mm≦△H≦+5mm□-5mm≦△H≦+5mm

□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕

□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕□〔　　　　　　〕

□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

：　：　：　：　：　：　：　□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm□　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

：　：　：　：　：　：　：　□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm□　　e≦L／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm

：　：　：　：　：　：　：　□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm□　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

（７）施工状況の検査（７）施工状況の検査（７）施工状況の検査（７）施工状況の検査（７）施工状況の検査（７）施工状況の検査（７）施工状況の検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査・アンカーボルト施工時の立会い検査・アンカーボルト施工時の立会い検査・アンカーボルト施工時の立会い検査・アンカーボルト施工時の立会い検査・アンカーボルト施工時の立会い検査・アンカーボルト施工時の立会い検査

□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　目視による精度確認□　目視による精度確認□　目視による精度確認□　目視による精度確認□　目視による精度確認□　目視による精度確認□　目視による精度確認

□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・地組み時の立会い検査・地組み時の立会い検査・地組み時の立会い検査・地組み時の立会い検査・地組み時の立会い検査・地組み時の立会い検査・地組み時の立会い検査

・建方時の立会い検査・建方時の立会い検査・建方時の立会い検査・建方時の立会い検査・建方時の立会い検査・建方時の立会い検査・建方時の立会い検査

・建方後の施工状況の検査・建方後の施工状況の検査・建方後の施工状況の検査・建方後の施工状況の検査・建方後の施工状況の検査・建方後の施工状況の検査・建方後の施工状況の検査

・最終確認・最終確認・最終確認・最終確認・最終確認・最終確認・最終確認

工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかはがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかはがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかはがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかはがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかはがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかはがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

に監督職員に報告し対応策を協議する。に監督職員に報告し対応策を協議する。に監督職員に報告し対応策を協議する。に監督職員に報告し対応策を協議する。に監督職員に報告し対応策を協議する。に監督職員に報告し対応策を協議する。に監督職員に報告し対応策を協議する。

施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認

■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認■　目視による精度確認

■　防腐・防蟻処理■　防腐・防蟻処理■　防腐・防蟻処理■　防腐・防蟻処理■　防腐・防蟻処理■　防腐・防蟻処理■　防腐・防蟻処理

■　接合金物の施工状況■　接合金物の施工状況■　接合金物の施工状況■　接合金物の施工状況■　接合金物の施工状況■　接合金物の施工状況■　接合金物の施工状況

１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め１. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

２. 土台の出隅入隅部２. 土台の出隅入隅部２. 土台の出隅入隅部２. 土台の出隅入隅部２. 土台の出隅入隅部２. 土台の出隅入隅部２. 土台の出隅入隅部

３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物３. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け

・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、・短期の引張り力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

（３）柱と横架材の仕口（３）柱と横架材の仕口（３）柱と横架材の仕口（３）柱と横架材の仕口（３）柱と横架材の仕口（３）柱と横架材の仕口（３）柱と横架材の仕口

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

・角材を用いる場合の端部は、・角材を用いる場合の端部は、・角材を用いる場合の端部は、・角材を用いる場合の端部は、・角材を用いる場合の端部は、・角材を用いる場合の端部は、・角材を用いる場合の端部は、

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

（４）筋かい端部（４）筋かい端部（４）筋かい端部（４）筋かい端部（４）筋かい端部（４）筋かい端部（４）筋かい端部

（５）火打ち、方杖（５）火打ち、方杖（５）火打ち、方杖（５）火打ち、方杖（５）火打ち、方杖（５）火打ち、方杖（５）火打ち、方杖

（６）小屋束の上下端部（６）小屋束の上下端部（６）小屋束の上下端部（６）小屋束の上下端部（６）小屋束の上下端部（６）小屋束の上下端部（６）小屋束の上下端部

・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。・風圧力による引張力の補強として、構造図に定める金物による接合をする。

・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、・横架材との接合：横架材に垂木道を掘り、

垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め垂木が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。・継手：乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘２本打ちとする。

・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された・風の負圧の補強：軒先部の留めつけは、許容応力度計算により算出された

必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。・軒先部以外の留めつけ：受け材当たりN75釘で両面を斜め釘打ちとする。

ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとしてもよい。

（７）垂木（７）垂木（７）垂木（７）垂木（７）垂木（７）垂木（７）垂木

垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め垂木が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

□　施工時荷重条件の通知□　施工時荷重条件の通知□　施工時荷重条件の通知□　施工時荷重条件の通知□　施工時荷重条件の通知□　施工時荷重条件の通知□　施工時荷重条件の通知

□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

通り芯通り芯通り芯通り芯通り芯通り芯通り芯

a:芯からの離れa:芯からの離れa:芯からの離れa:芯からの離れa:芯からの離れa:芯からの離れa:芯からの離れ

L±e1L±e1L±e1L±e1L±e1L±e1L±e1

a±
e2

a±
e2

a±
e2

a±
e2

a±
e2

a±
e2

a±
e2

L:スパン距離L:スパン距離L:スパン距離L:スパン距離L:スパン距離L:スパン距離L:スパン距離

□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認

□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認□　計測機器による精度確認

■　計測機器による精度確認■　計測機器による精度確認■　計測機器による精度確認■　計測機器による精度確認■　計測機器による精度確認■　計測機器による精度確認■　計測機器による精度確認

□　ファスナーの施工状況□　ファスナーの施工状況□　ファスナーの施工状況□　ファスナーの施工状況□　ファスナーの施工状況□　ファスナーの施工状況□　ファスナーの施工状況

■　材料の加工寸法検査■　材料の加工寸法検査■　材料の加工寸法検査■　材料の加工寸法検査■　材料の加工寸法検査■　材料の加工寸法検査■　材料の加工寸法検査

□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査

■　アンカーボルト径、間隔■　アンカーボルト径、間隔■　アンカーボルト径、間隔■　アンカーボルト径、間隔■　アンカーボルト径、間隔■　アンカーボルト径、間隔■　アンカーボルト径、間隔

□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕□　その他〔　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　　〕

□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査□　材料の加工寸法検査

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

込み栓止め込み栓止め込み栓止め込み栓止め込み栓止め込み栓止め込み栓止め
山形プレート止め山形プレート止め山形プレート止め山形プレート止め山形プレート止め山形プレート止め山形プレート止め

横架材横架材横架材横架材横架材横架材横架材

長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し

柱柱柱柱柱柱柱

＋＋＋＋＋＋＋

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

横架材横架材横架材横架材横架材横架材横架材

扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し

大入れ大入れ大入れ大入れ大入れ大入れ大入れ
あり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差し

大入れ小根大入れ小根大入れ小根大入れ小根大入れ小根大入れ小根大入れ小根

寄せ寄せ寄せ寄せ寄せ寄せ寄せ
ほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差しほぞ差し

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物

傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ
かね折り金物かね折り金物かね折り金物かね折り金物かね折り金物かね折り金物かね折り金物

筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート
（同等認定品）（同等認定品）（同等認定品）（同等認定品）（同等認定品）（同等認定品）（同等認定品）

小胴付きほぞ差し小胴付きほぞ差し小胴付きほぞ差し小胴付きほぞ差し小胴付きほぞ差し小胴付きほぞ差し小胴付きほぞ差し

もやもやもやもやもやもやもや
傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ

ボルト（M12標準）ボルト（M12標準）ボルト（M12標準）ボルト（M12標準）ボルト（M12標準）ボルト（M12標準）ボルト（M12標準）

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート 小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁

小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

垂木垂木垂木垂木垂木垂木垂木

軒桁軒桁軒桁軒桁軒桁軒桁軒桁

転び止め転び止め転び止め転び止め転び止め転び止め転び止め

（８）間柱と横架材（８）間柱と横架材（８）間柱と横架材（８）間柱と横架材（８）間柱と横架材（８）間柱と横架材（８）間柱と横架材

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘

（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離（９）釘の最小間隔及び最小端あき距離

（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離（１０）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

（ｄ：釘径）（ｄ：釘径）（ｄ：釘径）（ｄ：釘径）（ｄ：釘径）（ｄ：釘径）（ｄ：釘径）

（ｄ：ボルト径、t：主材厚）（ｄ：ボルト径、t：主材厚）（ｄ：ボルト径、t：主材厚）（ｄ：ボルト径、t：主材厚）（ｄ：ボルト径、t：主材厚）（ｄ：ボルト径、t：主材厚）（ｄ：ボルト径、t：主材厚）

E1E1E1E1E1E1E1

P1P1P1P1P1P1P1

E2E2E2E2E2E2E2

P2P2P2P2P2P2P2

15d15d15d15d15d15d15d

12d12d12d12d12d12d12d

5d5d5d5d5d5d5d

5d5d5d5d5d5d5d

10d10d10d10d10d10d10d

10d10d10d10d10d10d10d

8d8d8d8d8d8d8d

8d8d8d8d8d8d8d
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加力方向加力方向加力方向加力方向加力方向加力方向加力方向

繊　維繊　維繊　維繊　維繊　維繊　維繊　維 繊維直交繊維直交繊維直交繊維直交繊維直交繊維直交繊維直交
方　向方　向方　向方　向方　向方　向方　向 方　向方　向方　向方　向方　向方　向方　向

加力方向加力方向加力方向加力方向加力方向加力方向加力方向

E1E1E1E1E1E1E1

P1P1P1P1P1P1P1

E2E2E2E2E2E2E2

P2P2P2P2P2P2P2

7d7d7d7d7d7d7d

t/d≦6t/d≦6t/d≦6t/d≦6t/d≦6t/d≦6t/d≦6 1.5d1.5d1.5d1.5d1.5d1.5d1.5d
t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6

1.5dかつP2/21.5dかつP2/21.5dかつP2/21.5dかつP2/21.5dかつP2/21.5dかつP2/21.5dかつP2/2

3d3d3d3d3d3d3d
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繊維直交方向繊維直交方向繊維直交方向繊維直交方向繊維直交方向繊維直交方向繊維直交方向

7d7d7d7d7d7d7d

t/d=2t/d=2t/d=2t/d=2t/d=2t/d=2t/d=2 3d3d3d3d3d3d3d
2≦t/d<62≦t/d<62≦t/d<62≦t/d<62≦t/d<62≦t/d<62≦t/d<6
t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6t/d>6

3d～5d3d～5d3d～5d3d～5d3d～5d3d～5d3d～5d
5d5d5d5d5d5d5d

場合は以下の数値とする。場合は以下の数値とする。場合は以下の数値とする。場合は以下の数値とする。場合は以下の数値とする。場合は以下の数値とする。場合は以下の数値とする。

1.5d（荷重非負担側）1.5d（荷重非負担側）1.5d（荷重非負担側）1.5d（荷重非負担側）1.5d（荷重非負担側）1.5d（荷重非負担側）1.5d（荷重非負担側）
4d（荷重負担側）4d（荷重負担側）4d（荷重負担側）4d（荷重負担側）4d（荷重負担側）4d（荷重負担側）4d（荷重負担側）

特記による。特記のない特記による。特記のない特記による。特記のない特記による。特記のない特記による。特記のない特記による。特記のない特記による。特記のない

4d4d4d4d4d4d4d■　建方計画書の提出■　建方計画書の提出■　建方計画書の提出■　建方計画書の提出■　建方計画書の提出■　建方計画書の提出■　建方計画書の提出

■　施工時の安全性に対する検討書の提出■　施工時の安全性に対する検討書の提出■　施工時の安全性に対する検討書の提出■　施工時の安全性に対する検討書の提出■　施工時の安全性に対する検討書の提出■　施工時の安全性に対する検討書の提出■　施工時の安全性に対する検討書の提出

■通り芯からの誤差■通り芯からの誤差■通り芯からの誤差■通り芯からの誤差■通り芯からの誤差■通り芯からの誤差■通り芯からの誤差 ■±3mm以下■±3mm以下■±3mm以下■±3mm以下■±3mm以下■±3mm以下■±3mm以下

■建物の倒れ■建物の倒れ■建物の倒れ■建物の倒れ■建物の倒れ■建物の倒れ■建物の倒れ

■梁の水平度■梁の水平度■梁の水平度■梁の水平度■梁の水平度■梁の水平度■梁の水平度

■建物のわん曲■建物のわん曲■建物のわん曲■建物のわん曲■建物のわん曲■建物のわん曲■建物のわん曲

■柱据え付け面の高さ及び位置■柱据え付け面の高さ及び位置■柱据え付け面の高さ及び位置■柱据え付け面の高さ及び位置■柱据え付け面の高さ及び位置■柱据え付け面の高さ及び位置■柱据え付け面の高さ及び位置

繊維方向繊維方向繊維方向繊維方向繊維方向繊維方向繊維方向

7d（荷重負担側）7d（荷重負担側）7d（荷重負担側）7d（荷重負担側）7d（荷重負担側）7d（荷重負担側）7d（荷重負担側）
4d（荷重非負担側）4d（荷重非負担側）4d（荷重非負担側）4d（荷重非負担側）4d（荷重非負担側）4d（荷重非負担側）4d（荷重非負担側）
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（１）横架材同士の継手（１）横架材同士の継手（１）横架材同士の継手（１）横架材同士の継手（１）横架材同士の継手（１）横架材同士の継手（１）横架材同士の継手

１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ１. 土台、梁：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。・継手は梁及び筋交いを受ける柱間を避け、柱より持ち出す。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。・上木先端部が受け材芯より150mm内外になるように下木を持ち出し、上端を揃える。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。・逆せん断と引張の補強として短冊金物または羽子板ボルトを併用すること。

２. 母屋２. 母屋２. 母屋２. 母屋２. 母屋２. 母屋２. 母屋

・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は束の位置を避け束より持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、

　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。

　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。　N75釘2本打ちとする。

３. 大引き３. 大引き３. 大引き３. 大引き３. 大引き３. 大引き３. 大引き

・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、・継手は床束芯より150内外持出して、腰掛鎌継ぎ又は腰掛蟻継ぎとし、

１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け１. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物２. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

３. 一方を片持ち梁とする場合３. 一方を片持ち梁とする場合３. 一方を片持ち梁とする場合３. 一方を片持ち梁とする場合３. 一方を片持ち梁とする場合３. 一方を片持ち梁とする場合３. 一方を片持ち梁とする場合

（２）横架材どうしの仕口（２）横架材どうしの仕口（２）横架材どうしの仕口（２）横架材どうしの仕口（２）横架材どうしの仕口（２）横架材どうしの仕口（２）横架材どうしの仕口

４. 大引きの土台との取り合い４. 大引きの土台との取り合い４. 大引きの土台との取り合い４. 大引きの土台との取り合い４. 大引きの土台との取り合い４. 大引きの土台との取り合い４. 大引きの土台との取り合い

・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。・大入れ蟻掛け、腰かけ又は乗せ掛けとし、いずれもN75釘２本斜め打ちとする。

腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ

腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ

男木男木男木男木男木男木男木

女木女木女木女木女木女木女木

男木男木男木男木男木男木男木

女木女木女木女木女木女木女木

男木男木男木男木男木男木男木

柱柱柱柱柱柱柱

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置

短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

女木女木女木女木女木女木女木

男木男木男木男木男木男木男木

女木女木女木女木女木女木女木女木女木女木女木女木女木女木

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

男木男木男木男木男木男木男木

柱柱柱柱柱柱柱
大入れ蟻掛け大入れ蟻掛け大入れ蟻掛け大入れ蟻掛け大入れ蟻掛け大入れ蟻掛け大入れ蟻掛け

程度程度程度程度程度程度程度
2/3h2/3h2/3h2/3h2/3h2/3h2/3h

ひねり金物ひねり金物ひねり金物ひねり金物ひねり金物ひねり金物ひねり金物

木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その２）

補足特記仕様書（その２）補足特記仕様書（その２）補足特記仕様書（その２）補足特記仕様書（その２）補足特記仕様書（その２）補足特記仕様書（その２）補足特記仕様書（その２）

木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事



院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事

大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

有限有限有限有限有限有限有限
設計設計設計設計設計設計設計 作図作図作図作図作図作図作図 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺 図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．会社会社会社会社会社会社会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 ――――――― S-5S-5S-5S-5S-5S-5S-5

（１４）柱頭・柱脚（１４）柱頭・柱脚（１４）柱頭・柱脚（１４）柱頭・柱脚（１４）柱頭・柱脚（１４）柱頭・柱脚（１４）柱頭・柱脚

１. 土台用アンカーボルト１. 土台用アンカーボルト１. 土台用アンカーボルト１. 土台用アンカーボルト１. 土台用アンカーボルト１. 土台用アンカーボルト１. 土台用アンカーボルト

・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。

・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。

（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）

７. （と）15kNホールダウン・引寄金物７. （と）15kNホールダウン・引寄金物７. （と）15kNホールダウン・引寄金物７. （と）15kNホールダウン・引寄金物７. （と）15kNホールダウン・引寄金物７. （と）15kNホールダウン・引寄金物７. （と）15kNホールダウン・引寄金物

座金：座金：座金：座金：座金：座金：座金：
厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）
又は同等以上又は同等以上又は同等以上又は同等以上又は同等以上又は同等以上又は同等以上

ZN65 横架材に5本、柱に5本ZN65 横架材に5本、柱に5本ZN65 横架材に5本、柱に5本ZN65 横架材に5本、柱に5本ZN65 横架材に5本、柱に5本ZN65 横架材に5本、柱に5本ZN65 横架材に5本、柱に5本
L字型かど金物L字型かど金物L字型かど金物L字型かど金物L字型かど金物L字型かど金物L字型かど金物かすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP 羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト
M12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルト

200mm以内200mm以内200mm以内200mm以内200mm以内200mm以内200mm以内

M12アンカーボルトM12アンカーボルトM12アンカーボルトM12アンカーボルトM12アンカーボルトM12アンカーボルトM12アンカーボルト
埋込長さ250mm以上埋込長さ250mm以上埋込長さ250mm以上埋込長さ250mm以上埋込長さ250mm以上埋込長さ250mm以上埋込長さ250mm以上

ZN90 横架材に4本、柱に4本ZN90 横架材に4本、柱に4本ZN90 横架材に4本、柱に4本ZN90 横架材に4本、柱に4本ZN90 横架材に4本、柱に4本ZN90 横架材に4本、柱に4本ZN90 横架材に4本、柱に4本

※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は
長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を
1本追加すること1本追加すること1本追加すること1本追加すること1本追加すること1本追加すること1本追加すること

S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10

M16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルト
埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上

M16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルト

S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10S-HD10

もしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルト
＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）

─柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚─ ─柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭─

M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本

M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本M12ボルト2本

９. （り）25kNホールダウン・引寄金物９. （り）25kNホールダウン・引寄金物９. （り）25kNホールダウン・引寄金物９. （り）25kNホールダウン・引寄金物９. （り）25kNホールダウン・引寄金物９. （り）25kNホールダウン・引寄金物９. （り）25kNホールダウン・引寄金物

１０. 30kNホールダウン・引寄金物１０. 30kNホールダウン・引寄金物１０. 30kNホールダウン・引寄金物１０. 30kNホールダウン・引寄金物１０. 30kNホールダウン・引寄金物１０. 30kNホールダウン・引寄金物１０. 30kNホールダウン・引寄金物

８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物８. （ち）20kNホールダウン・引寄金物

３. （ろ）L字型かど金物３. （ろ）L字型かど金物３. （ろ）L字型かど金物３. （ろ）L字型かど金物３. （ろ）L字型かど金物３. （ろ）L字型かど金物３. （ろ）L字型かど金物

５. （に）羽子板ボルト５. （に）羽子板ボルト５. （に）羽子板ボルト５. （に）羽子板ボルト５. （に）羽子板ボルト５. （に）羽子板ボルト５. （に）羽子板ボルト

２. （い）かすがい２. （い）かすがい２. （い）かすがい２. （い）かすがい２. （い）かすがい２. （い）かすがい２. （い）かすがい

４. （は）山型プレート４. （は）山型プレート４. （は）山型プレート４. （は）山型プレート４. （は）山型プレート４. （は）山型プレート４. （は）山型プレート

６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物６. （へ）10kNホールダウン・引寄金物

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本

（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

M16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルト
埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上

S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15

S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15S-HD15

M16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルト
埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上

S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20

S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20S-HD20

M16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルト
埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上

S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25

S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25S-HD25

M16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルト

30kNホールダウン30kNホールダウン30kNホールダウン30kNホールダウン30kNホールダウン30kNホールダウン30kNホールダウン

埋込長さ510mm以上埋込長さ510mm以上埋込長さ510mm以上埋込長さ510mm以上埋込長さ510mm以上埋込長さ510mm以上埋込長さ510mm以上

30kN引寄金物30kN引寄金物30kN引寄金物30kN引寄金物30kN引寄金物30kN引寄金物30kN引寄金物

＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルト
もしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルト
もしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルト
もしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルト

M16ボルトM16ボルトM16ボルトM16ボルトM16ボルトM16ボルトM16ボルト
＋角座金（100×100×12）＋角座金（100×100×12）＋角座金（100×100×12）＋角座金（100×100×12）＋角座金（100×100×12）＋角座金（100×100×12）＋角座金（100×100×12）

─柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚─ ─柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭─

─柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚─ ─柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭─

─柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚─ ─柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭─

─柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚──柱脚─ ─柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭──柱頭─

M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本

M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本

M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本M12ボルト4本

M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本

木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により

M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本M12ボルト5本

M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本M12ボルト3本
もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本
（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本
（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本
（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）（首下長さ110mm以上）

30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると

木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により
30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると30kN以上の耐力を保有すると
認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること

認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること認定された金物から選定すること
※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること

※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること

木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）木工事・軸組工法工事　補足特記仕様書（その３）

木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事木工事・軸組工法工事

補足特記仕様書（その３）補足特記仕様書（その３）補足特記仕様書（その３）補足特記仕様書（その３）補足特記仕様書（その３）補足特記仕様書（その３）補足特記仕様書（その３）



有限有限有限有限有限有限有限
設計設計設計設計設計設計設計 作図作図作図作図作図作図作図 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺 図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．会社会社会社会社会社会社会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100基 礎 伏 図基 礎 伏 図基 礎 伏 図基 礎 伏 図基 礎 伏 図基 礎 伏 図基 礎 伏 図

▼▼ ▼▼ ▼▼ ▼
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12
0
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42
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち t15

950

1,900 2,850

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t150 金ｺﾃ押え

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t25

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t100 転圧

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

車庫車庫車庫車庫車庫車庫車庫

上り框上り框上り框上り框上り框上り框上り框

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室

便所･洗面便所･洗面便所･洗面便所･洗面便所･洗面便所･洗面便所･洗面

洗面ｺｰﾅｰ洗面ｺｰﾅｰ洗面ｺｰﾅｰ洗面ｺｰﾅｰ洗面ｺｰﾅｰ洗面ｺｰﾅｰ洗面ｺｰﾅｰ 更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

120 CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455CPR支持脚(ﾌｸﾋﾞ同等品以上) ＠≦455

打合せｺｰﾅｰ打合せｺｰﾅｰ打合せｺｰﾅｰ打合せｺｰﾅｰ打合せｺｰﾅｰ打合せｺｰﾅｰ打合せｺｰﾅｰ

基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100

１１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３

ＥＥＥＥＥＥＥ

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＣＣＣＣＣＣＣ

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＡＡＡＡＡＡＡ

D10D10D10D10D10D10D10

D13 D13 D13 D13 D13 D13 D13 

鉄筋凡例鉄筋凡例鉄筋凡例鉄筋凡例鉄筋凡例鉄筋凡例鉄筋凡例

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）ｸﾗｯｼｬﾗﾝ：道路用砕石 C-40（JIS A 5001）

防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上防水ｼｰﾄ(ｱ)0.15㎜：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(ｱ)0.15㎜以上

防蟻処理防蟻処理防蟻処理防蟻処理防蟻処理防蟻処理防蟻処理

ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21+3N/㎜2,SL=15

鉄筋：SD295A（D10～D13）鉄筋：SD295A（D10～D13）鉄筋：SD295A（D10～D13）鉄筋：SD295A（D10～D13）鉄筋：SD295A（D10～D13）鉄筋：SD295A（D10～D13）鉄筋：SD295A（D10～D13）
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390 1,985 1,985 390

1,640 1,640 1,640 390390

柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良

設計接地圧設計接地圧設計接地圧設計接地圧設計接地圧設計接地圧設計接地圧
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
先端位置先端位置先端位置先端位置先端位置先端位置先端位置

コラム径コラム径コラム径コラム径コラム径コラム径コラム径
コラム天端コラム天端コラム天端コラム天端コラム天端コラム天端コラム天端

ソイルセメントコラム工法ソイルセメントコラム工法ソイルセメントコラム工法ソイルセメントコラム工法ソイルセメントコラム工法ソイルセメントコラム工法ソイルセメントコラム工法
φ９００φ９００φ９００φ９００φ９００φ９００φ９００

ＧＬ－２，５００ＧＬ－２，５００ＧＬ－２，５００ＧＬ－２，５００ＧＬ－２，５００ＧＬ－２，５００ＧＬ－２，５００
Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡Ｆｃ＝５００ｋＮ／㎡
２０ｋＮ／㎡（長期）２０ｋＮ／㎡（長期）２０ｋＮ／㎡（長期）２０ｋＮ／㎡（長期）２０ｋＮ／㎡（長期）２０ｋＮ／㎡（長期）２０ｋＮ／㎡（長期）

記号記号記号記号記号記号記号

地　業地　業地　業地　業地　業地　業地　業

▼▼ ▼▼ ▼▼ ▼

▼▼ ▼▼ ▼▼ ▼

ＧＬ－５０ＧＬ－５０ＧＬ－５０ＧＬ－５０ＧＬ－５０ＧＬ－５０ＧＬ－５０

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：M12 L400 ＠≦2,000

S-6S-6S-6S-6S-6S-6S-6

木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）木部・・・・GL+1.2m以内　塗布（現場処理剤）
土台、柱、間柱、水周り土台、柱、間柱、水周り土台、柱、間柱、水周り土台、柱、間柱、水周り土台、柱、間柱、水周り土台、柱、間柱、水周り土台、柱、間柱、水周り

※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする※日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする
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D13D13D13D13D13D13D13
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縦筋：D10 ＠200縦筋：D10 ＠200縦筋：D10 ＠200縦筋：D10 ＠200縦筋：D10 ＠200縦筋：D10 ＠200縦筋：D10 ＠200

べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200べた基礎筋：D10､13 交互 ＠200
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▼GL　▼GL　▼GL　▼GL　▼GL　▼GL　▼GL　

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13
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  基礎詳細図　S=1/20　  基礎詳細図　S=1/20　  基礎詳細図　S=1/20　  基礎詳細図　S=1/20　  基礎詳細図　S=1/20　  基礎詳細図　S=1/20　  基礎詳細図　S=1/20　
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〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100軸 組 図 ２軸 組 図 ２軸 組 図 ２軸 組 図 ２軸 組 図 ２軸 組 図 ２軸 組 図 ２
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設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

接合部の仕様接合部の仕様接合部の仕様接合部の仕様接合部の仕様接合部の仕様接合部の仕様

Nの値Nの値Nの値Nの値Nの値Nの値Nの値 金物記号金物記号金物記号金物記号金物記号金物記号金物記号 必要耐力必要耐力必要耐力必要耐力必要耐力必要耐力必要耐力 金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）

(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)

0.0以下0.0以下0.0以下0.0以下0.0以下0.0以下0.0以下 いいいいいいい 0000000 短ほぞ差し、かすがい打ち短ほぞ差し、かすがい打ち短ほぞ差し、かすがい打ち短ほぞ差し、かすがい打ち短ほぞ差し、かすがい打ち短ほぞ差し、かすがい打ち短ほぞ差し、かすがい打ち

0.65以下0.65以下0.65以下0.65以下0.65以下0.65以下0.65以下 ろろろろろろろ 3.43.43.43.43.43.43.4 長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本長ほぞ差し込み栓打、L字形かど金物くぎCN65×5本

1.0以下1.0以下1.0以下1.0以下1.0以下1.0以下1.0以下 ははははははは 5.15.15.15.15.15.15.1 T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本T字形金物釘くぎCN65×5本、山形プレート金物釘CN90×8本

1.4以下1.4以下1.4以下1.4以下1.4以下1.4以下1.4以下 ににににににに 7.57.57.57.57.57.57.5 羽子板ボルトφ12mm、短冊金物羽子板ボルトφ12mm、短冊金物羽子板ボルトφ12mm、短冊金物羽子板ボルトφ12mm、短冊金物羽子板ボルトφ12mm、短冊金物羽子板ボルトφ12mm、短冊金物羽子板ボルトφ12mm、短冊金物

1.6以下1.6以下1.6以下1.6以下1.6以下1.6以下1.6以下 ほほほほほほほ 8.58.58.58.58.58.58.5 羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘羽子板ボルトφ12に長さ50mm径4.5mmスクリュー釘

1.8以下1.8以下1.8以下1.8以下1.8以下1.8以下1.8以下 へへへへへへへ 10101010101010 10kN用引き寄せ金物10kN用引き寄せ金物10kN用引き寄せ金物10kN用引き寄せ金物10kN用引き寄せ金物10kN用引き寄せ金物10kN用引き寄せ金物
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設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100
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令46条の計算令46条の計算令46条の計算令46条の計算令46条の計算令46条の計算令46条の計算

1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］1階必要壁量の計算　　単位［面積(m2),壁量(cm)］

必要壁量（地震力）必要壁量（地震力）必要壁量（地震力）必要壁量（地震力）必要壁量（地震力）必要壁量（地震力）必要壁量（地震力） 必要壁量(風圧力：X方向)必要壁量(風圧力：X方向)必要壁量(風圧力：X方向)必要壁量(風圧力：X方向)必要壁量(風圧力：X方向)必要壁量(風圧力：X方向)必要壁量(風圧力：X方向) 必要壁量(風圧力：Y方向)必要壁量(風圧力：Y方向)必要壁量(風圧力：Y方向)必要壁量(風圧力：Y方向)必要壁量(風圧力：Y方向)必要壁量(風圧力：Y方向)必要壁量(風圧力：Y方向)

床面積床面積床面積床面積床面積床面積床面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 見付面積見付面積見付面積見付面積見付面積見付面積見付面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 見付面積見付面積見付面積見付面積見付面積見付面積見付面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量

64.1364.1364.1364.1364.1364.1364.13 11111111111111 705.38705.38705.38705.38705.38705.38705.38 34.8334.8334.8334.8334.8334.8334.83 50505050505050 1741.51741.51741.51741.51741.51741.51741.5 14.1414.1414.1414.1414.1414.1414.14 50505050505050 707707707707707707707

判定値判定値判定値判定値判定値判定値判定値 判定値判定値判定値判定値判定値判定値判定値1741.51741.51741.51741.51741.51741.51741.5 707707707707707707707

1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)1階存在壁量の計算(斜め筋交いはcosθの2乗とする。)

存在壁量(Ｘ方向)存在壁量(Ｘ方向)存在壁量(Ｘ方向)存在壁量(Ｘ方向)存在壁量(Ｘ方向)存在壁量(Ｘ方向)存在壁量(Ｘ方向) 存在壁量(Ｙ方向)存在壁量(Ｙ方向)存在壁量(Ｙ方向)存在壁量(Ｙ方向)存在壁量(Ｙ方向)存在壁量(Ｙ方向)存在壁量(Ｙ方向)

壁長壁長壁長壁長壁長壁長壁長 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所 倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計) 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 壁長壁長壁長壁長壁長壁長壁長 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所 倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計) 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量

190190190190190190190 4444444 2222222 1520152015201520152015201520

179.5179.5179.5179.5179.5179.5179.5 2222222 2222222 718718718718718718718

95959595959595 4444444 2222222 760760760760760760760

95959595959595 3333333 2222222 570570570570570570570

160160160160160160160 1111111 2222222 320320320320320320320

93.793.793.793.793.793.793.7 1111111 4444444 374.8374.8374.8374.8374.8374.8374.8

100100100100100100100 1111111 4444444 400400400400400400400

合計合計合計合計合計合計合計 2998299829982998299829982998 合計合計合計合計合計合計合計 1664.81664.81664.81664.81664.81664.81664.8

判定判定判定判定判定判定判定 判定判定判定判定判定判定判定OKOKOKOKOKOKOK OKOKOKOKOKOKOK

1階側端部分必要壁量の計算1階側端部分必要壁量の計算1階側端部分必要壁量の計算1階側端部分必要壁量の計算1階側端部分必要壁量の計算1階側端部分必要壁量の計算1階側端部分必要壁量の計算

必要壁量（Ｘ方向）必要壁量（Ｘ方向）必要壁量（Ｘ方向）必要壁量（Ｘ方向）必要壁量（Ｘ方向）必要壁量（Ｘ方向）必要壁量（Ｘ方向） 必要壁量（Ｙ方向）必要壁量（Ｙ方向）必要壁量（Ｙ方向）必要壁量（Ｙ方向）必要壁量（Ｙ方向）必要壁量（Ｙ方向）必要壁量（Ｙ方向）

側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上） 側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下） 側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左） 側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）

床面積床面積床面積床面積床面積床面積床面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 床面積床面積床面積床面積床面積床面積床面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 床面積床面積床面積床面積床面積床面積床面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 床面積床面積床面積床面積床面積床面積床面積 係数係数係数係数係数係数係数 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量

17.2817.2817.2817.2817.2817.2817.28 11111111111111 190.08190.08190.08190.08190.08190.08190.08 14.414.414.414.414.414.414.4 11111111111111 158.4158.4158.4158.4158.4158.4158.4 12.3212.3212.3212.3212.3212.3212.32 11111111111111 135.52135.52135.52135.52135.52135.52135.52 17.2817.2817.2817.2817.2817.2817.28 11111111111111 190.08190.08190.08190.08190.08190.08190.08

1階側端部分存在壁量の計算1階側端部分存在壁量の計算1階側端部分存在壁量の計算1階側端部分存在壁量の計算1階側端部分存在壁量の計算1階側端部分存在壁量の計算1階側端部分存在壁量の計算

存在壁量（Ｘ方向）存在壁量（Ｘ方向）存在壁量（Ｘ方向）存在壁量（Ｘ方向）存在壁量（Ｘ方向）存在壁量（Ｘ方向）存在壁量（Ｘ方向） 存在壁量（Ｙ方向）存在壁量（Ｙ方向）存在壁量（Ｙ方向）存在壁量（Ｙ方向）存在壁量（Ｙ方向）存在壁量（Ｙ方向）存在壁量（Ｙ方向）

側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上） 側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）

壁長壁長壁長壁長壁長壁長壁長 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所 倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計) 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 壁長壁長壁長壁長壁長壁長壁長 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所 倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計) 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量

190190190190190190190 2222222 2222222 760760760760760760760 95959595959595 2222222 2222222 380380380380380380380

93.793.793.793.793.793.793.7 1111111 4444444 374.8374.8374.8374.8374.8374.8374.8

合計合計合計合計合計合計合計 760760760760760760760 合計合計合計合計合計合計合計 754.8754.8754.8754.8754.8754.8754.8

側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下） 側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）

壁長壁長壁長壁長壁長壁長壁長 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所 倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計) 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 壁長壁長壁長壁長壁長壁長壁長 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所 倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計)倍率(計) 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量

95959595959595 2222222 2222222 380380380380380380380 95959595959595 1111111 2222222 190190190190190190190

160160160160160160160 1111111 2222222 320320320320320320320

100100100100100100100 1111111 4444444 400400400400400400400

合計合計合計合計合計合計合計 380380380380380380380 合計合計合計合計合計合計合計 910910910910910910910

1階充足率の計算1階充足率の計算1階充足率の計算1階充足率の計算1階充足率の計算1階充足率の計算1階充足率の計算

側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上）側端部分（上） 側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下）側端部分（下） 側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左）側端部分（左） 側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）側端部分（右）

存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率 存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量存在壁量 必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量必要壁量 壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率壁充足率

760760760760760760760 190.08190.08190.08190.08190.08190.08190.08 4444444 380380380380380380380 158.4158.4158.4158.4158.4158.4158.4 2.42.42.42.42.42.42.4 754.8754.8754.8754.8754.8754.8754.8 135.52135.52135.52135.52135.52135.52135.52 5.575.575.575.575.575.575.57 910910910910910910910 190.08190.08190.08190.08190.08190.08190.08 4.794.794.794.794.794.794.79

1階壁率比の計算1階壁率比の計算1階壁率比の計算1階壁率比の計算1階壁率比の計算1階壁率比の計算1階壁率比の計算

壁率比（Ｘ方向）壁率比（Ｘ方向）壁率比（Ｘ方向）壁率比（Ｘ方向）壁率比（Ｘ方向）壁率比（Ｘ方向）壁率比（Ｘ方向） 壁率比（Ｙ方向）壁率比（Ｙ方向）壁率比（Ｙ方向）壁率比（Ｙ方向）壁率比（Ｙ方向）壁率比（Ｙ方向）壁率比（Ｙ方向）

壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小） 壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大） 壁率比壁率比壁率比壁率比壁率比壁率比壁率比 判定判定判定判定判定判定判定 壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小）壁充足率（小） 壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大）壁充足率（大） 壁率比壁率比壁率比壁率比壁率比壁率比壁率比 判定判定判定判定判定判定判定

2.42.42.42.42.42.42.4 4444444 0.60.60.60.60.60.60.6 OKOKOKOKOKOKOK 4.794.794.794.794.794.794.79 5.575.575.575.575.575.575.57 0.860.860.860.860.860.860.86 OKOKOKOKOKOKOK

筋交い計算２筋交い計算２筋交い計算２筋交い計算２筋交い計算２筋交い計算２筋交い計算２ S-11S-11S-11S-11S-11S-11S-11
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設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日
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院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
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解体車庫解体車庫解体車庫解体車庫解体車庫解体車庫解体車庫
ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)
ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)
ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)
ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)
ｺﾝｸﾘｰﾄ鏝押え(このまま)
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　解体建物　解体建物　解体建物　解体建物　解体建物　解体建物　解体建物

No.5(-0.03ｍ)No.5(-0.03ｍ)No.5(-0.03ｍ)No.5(-0.03ｍ)No.5(-0.03ｍ)No.5(-0.03ｍ)No.5(-0.03ｍ)

No.4(-0.09ｍ)No.4(-0.09ｍ)No.4(-0.09ｍ)No.4(-0.09ｍ)No.4(-0.09ｍ)No.4(-0.09ｍ)No.4(-0.09ｍ)

No.1(+0.11ｍ)No.1(+0.11ｍ)No.1(+0.11ｍ)No.1(+0.11ｍ)No.1(+0.11ｍ)No.1(+0.11ｍ)No.1(+0.11ｍ)

No.2(+0.18ｍ)No.2(+0.18ｍ)No.2(+0.18ｍ)No.2(+0.18ｍ)No.2(+0.18ｍ)No.2(+0.18ｍ)No.2(+0.18ｍ)

No.3(+0.12ｍ)No.3(+0.12ｍ)No.3(+0.12ｍ)No.3(+0.12ｍ)No.3(+0.12ｍ)No.3(+0.12ｍ)No.3(+0.12ｍ)
国道387号線国道387号線国道387号線国道387号線国道387号線国道387号線国道387号線

KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0

　KBM±0　KBM±0　KBM±0　KBM±0　KBM±0　KBM±0　KBM±0

　地質調査位置(5ｹ所)　地質調査位置(5ｹ所)　地質調査位置(5ｹ所)　地質調査位置(5ｹ所)　地質調査位置(5ｹ所)　地質調査位置(5ｹ所)　地質調査位置(5ｹ所)凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例
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94.094.094.094.094.094.094.0

36.436.436.436.436.436.436.4

7.57.57.57.57.57.57.5

7.57.57.57.57.57.57.5

16.916.916.916.916.916.916.9

33.233.233.233.233.233.233.2

39.639.639.639.639.639.639.6

33.233.233.233.233.233.233.2

39.639.639.639.639.639.639.6

113.2113.2113.2113.2113.2113.2113.2

1646164616461646164616461646

7.47.47.47.47.47.47.4

2.52.52.52.52.52.52.5

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

2.22.22.22.22.22.22.2

3.23.23.23.23.23.23.2

3.63.63.63.63.63.63.6

3.23.23.23.23.23.23.2

3.63.63.63.63.63.63.6

8.98.98.98.98.98.98.9

137137137137137137137

0.250.250.250.250.250.250.25

0.500.500.500.500.500.500.50

0.750.750.750.750.750.750.75

1.001.001.001.001.001.001.00

1.251.251.251.251.251.251.25

1.501.501.501.501.501.501.50

1.751.751.751.751.751.751.75

25252525252525 50505050505050 75757575757575 50505050505050 100100100100100100100 150150150150150150150 200200200200200200200

貫入貫入貫入貫入貫入貫入貫入
深さ深さ深さ深さ深さ深さ深さ
D(m)D(m)D(m)D(m)D(m)D(m)D(m)

推定推定推定推定推定推定推定
柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図

荷重Wsw荷重Wsw荷重Wsw荷重Wsw荷重Wsw荷重Wsw荷重Wsw
KgfKgfKgfKgfKgfKgfKgf

貫入量1mあたり貫入量1mあたり貫入量1mあたり貫入量1mあたり貫入量1mあたり貫入量1mあたり貫入量1mあたり
半回転数Nsw半回転数Nsw半回転数Nsw半回転数Nsw半回転数Nsw半回転数Nsw半回転数Nsw

換算換算換算換算換算換算換算
N値N値N値N値N値N値N値
NNNNNNN

換算換算換算換算換算換算換算
qaqaqaqaqaqaqa

kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡

2.002.002.002.002.002.002.00

2.252.252.252.252.252.252.25

3.03.03.03.03.03.03.0 30.030.030.030.030.030.030.0

 ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL

40

 ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL

3
0

 ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL

3
0

 ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL

24
0

 ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL ▽KBM+150=設計GL

18
0
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有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S電気設備工事仕様書-1 E-01

院内森林事務所

院内森林事務所

院内町原口434-5宇佐

備考消防法令別表第一延床面積（㎡）階数建物名称 構造

１

（　　　　　　　　　　　　　）

小形二次電池

1木造

１ヶ所

１ヶ所

屋外

いう。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「標準図」という。）による。

図面及び特記仕様に記載されてない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年
版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「改修標準仕様書」と

（建築工事）

既設（別途工事）

（　　　　　　　）

Ａ種・Ｃ種共同

線
路

構
内
通
信

マンホール、ハンドホール内でケーブルの余長を見込む。

19 構内指示場所に敷きならし残土処理 構外搬出適切処理構内指示場所にたい積

18

17

16

15

14

13

12

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）蛍光ランプ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

白熱灯再生資源化を図るもの

ＰＣＢ機器については監督員に「ＰＣＢ使用電気機器管理台帳」を提出し処理について指示を受ける。

引渡しを要するもの

工事区分表による。

使用に耐えない場合は監督員に報告する。

壁付け器具、床置き機器、天井付け機器の撤去後の取付けボルト孔、壁面、天井面の変色等は補修を行う。

取外し再用機器は、原則として清掃、点検、絶縁抵抗測定を行った後、取り付ける。ただし、絶縁劣化等

本設計図の器具配置及び、取付位置は位置関係を示すものであり、正確な位置は施工図により協議決定する。

既存コンクリート床、壁などの貫通部の穴明けは原則として、ダイヤモンドカッターによる・

本工事の施工に伴う既設の破損箇所等は従来にならい復旧する。

図面及び仕様書に明記のない場合叉は、疑いを生じた場合は、速やかに監督員と協議する・

監督員の指示によって行うものとし、請負金額の増減は行わない。

現場の収まり、取り合いなどの関係で寸法、位置又は、工法を多少変更するなどの軽微な変更については、

製作図、施工図、見本等は、速やかに監督員に提出し承諾を受ける。

撤去後の補修

再用機器

発生材の処理

他工事との取合い

原形復旧

軽微な変更

疑・

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（改訂第３版　建築設備編）」による・

別図による。機器詳細

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

別途

別途

別途

温度警報装置

アルカリ蓄電池（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）制御弁式ベント式

開放形

電
力
貯

蔵
設

備

減液警報装置

本工事

据置鉛蓄電池

屋内キュービクル形

５

４

３

２

ＡＢＣ１０型、収納箱・消火器

基礎

蓄電池

形式１

５

４

３

機器詳細 別図による。７

Ｂ種単独

別途

別途

避雷器単独各種単独

Ａ種・Ｂ種・Ｃ種共同接地工事

６ ＡＢＣ１０型、収納箱・消火器

基礎

本工事

本工事

配線ピット及び蓋

（　　Ｆ種　　Ｂ種　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

金属管接地（７．５ｋｗ以下）

昇降機排煙空気調和換気

建築構造体利用

建築構造体利用

金属製手摺等

４ その他

動
力
設
備

電
灯
設
備

受
変

電
設

備
雷

保
護
設

備

モールド乾式油入２ 変圧器の種類

特記屋内型屋外型

中通路

特記壁面型閉鎖型

棟上導体

開放型盤形式１

単独（鋼板埋設

銅より線（　　　ｓｑ）

突針

３

２

接地極

避雷導体

受雷部１

４

６

５

４

３

２

電動機等の力率の改善

保護継電器

その他

設備概要

機器への接続

電動機等の接地

過負荷、欠相、逆相継電器は熱動型とする・

消火

赤指針付電流計（定格電流指示）

本工事に含む制御盤には各負荷毎に力率改善コンデンサーを取り付ける。

専用線接地

本工事制御盤より別途電動機等への接続は本工事とする。

給排水

その他

予備配管３

配管は、予備の配線遮断器が４個以下の場合は（２２）×１、５個以上の場合は（２２）×２とする。

二重天井の場合は、天井内まで立上げ、アウトレットボックスを取り付ける。

スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００ｍｍまで立上げ、アウトレットボックスを取り付ける。

埋込型分電盤からの立上り予備配管は予備の配線用遮断器数に応じて次のように設ける・

照明器具の接地

配線器具類２

１

ケーブル配線の場合は１．６ｍｍの絶縁電線（緑色）を添える。ただし、電灯配線と同一太さのケーブルの

なお、接地線は次による。

コードペンダント以外は放電灯器具及び水気のある場所の白熱灯器具は接地する。なお金属管配管の場合は、

配管を利用してもよい。（乾燥した場所のコンパクト形器具（２７Ｗ以下）を除く）

１芯（緑色）を使用してもよい。

電源の種類により色を区別する。

特記によるもの以外は大型連用型とする

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする・

２）設計用鉛直地震力

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

非破壊検査による埋設物の調査をする。

なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

調査範囲（　図示　　　　工事範囲　　　　　）

調査項目（　工事内容　　　　　　　　　　　）

調査方法（　図示　　　　目視　　　　既存図）

事前調査（　本工事　　　別途工事）

改修標準仕様書によるほか、下記による。施工調査27

直流電源装置 交流無停電電源装置

中央監視装置自動火災報知受信機

発電装置（防災用）

重要機器は次のものを示す。

中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

交換機

配電盤

１３階建以上の場合は上層４階

２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

（注）　上層階の定義は次による。

（　　　　　　　　　　　　　　　　）ピン樹脂コンクリート

（　　　　　　　　　　　　　　　　）ピン樹脂コンクリート

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　）デジタ・ アナログ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

共用（ケーブル１芯使用）基毎単独

別途本工事

一般形 耐塩形

別図による。機器詳細

構
内
配
電

線
路

埋設標二重一重（　　　　　　　　）標示シート地中線埋設表示２

３ その他

地中線式の余長１ マンホール、ハンドホール内でケーブルの余長を見込む。

直埋式の横断箇所は管路とし、その両端は約１ｍの余長を見込む。

埋設標二重一重標示シート地中線埋設表示２

５

４

３

接地

基礎外灯

その他

装柱機材

地中線式の余長１

直埋式の横断箇所は管路とし、その両端は約１ｍの余長を見込む。

４ 別図による。機器詳細

自
動
閉
鎖

装
置

遠隔試験機能付作動確認灯付

テ
レ
ビ
電
波
障
害

（　　　　　）

（　　　　　）

荷物用 人荷用乗用

油圧式ロープ式機械室レス

用途

昇降方式

高調波対策３

２

１

インバーター使用の場合は、ノイズ対策（フィルター、絶縁トランスの設置）等を行う

設
備

昇
降

機

ＬＰＧ

ガ
ス
漏
れ

火
災
警

報
設

備

２ その他

（　　　　　　　　　　）無電圧 有電圧外部出力検知機と一体

ＤＣ２４ＶＡＣ２４ＶＡＣ１００Ｖ検知機電源

警報装置

都市ガスガス種別

複合防災盤単体

複合防災盤単体

（実装　　　／容量　　　・回線数

副受信機

回線数

受信機

（実装　　　／容量　　　・

単独 集中監視方式

ガス漏れ火災警報装置

（実装　　　／容量　　　・諸警報 特記

（実装　　　／容量　　　・諸警報 特記

（実装　　　／容量　　　・

（実装　　　／容量　　　・火報

自動閉鎖装置

２

連動制御器

回線数

方式

（実装　　　／容量　　　・

ラック架組込自立形壁掛形

複合防災盤単体

防煙ダンパ防火シャッタ・防火戸

１

自
動
火

災
報
知

設
備

その他

１

別途２Ａ（　　　　　　　　　）４Ａ

４ その他

露出形形式

２ 住戸用自動火災報知装置 方式

３ 非常警報装置 埋込形

感知器

遠隔試験端子付単体

Ｐ形（　　級）

消火栓組込（単独）

消火栓起動リレー

総合盤

本工事

火災信号により空調機、送排風機及びボイラー等を停止させる。インターロッ・

耐熱端子組込

作動確認灯付感知器

消火ポンプ連動 発信機連動

消火栓組込総合盤単体

受信機

発信機、表示灯

複合防災盤

同回線数 火報

単体副受信機

複合防災盤

方式

回線数

単体

Ｒ形（　　級）

受信機

Ｐ形（　　級）１ 自動火災報知装置

防
除
設
備

２

１

電波障害調査

受信方式

３

着工前及び躯体打上がり時に周辺部の測定

ＣＡＴＶ直接受信共同受信

（　　　ヶ所　）

調査項目は各チャンネル毎の電界強度、水平パターン、映像写真を（　　　　部　）提出すること

テ
レ
ビ
共
同

受
信
設
備

特記玄関受付形埋込形

特記複合盤に組込

卓上形

卓上形

壁掛形

壁掛形

相互通話

別図による。機器詳細４

電界強度測定 躯体上がり時に測定結果の提出３

（　　本工事　　　別途　）基礎

（　　　）回線数

３ その他

子機

壁面３点支持形

１ 受信方式 共同受信 直接受信 ＣＡＴＶ

支持ポール 自立型２

（　　　）

（　　　）回路数

情
報
表
示
設
備

回線数

３ その他

親機形式２

同時通話通話方式

設
備

誘
導
支
援

１

卓上形埋込形

壁掛形 自立形 ラック架組込親時計

発信機

時刻表示装置２

（　　　　　　）

複合盤に組込単体表示盤

トイレ呼出情報表示出退表示の種類出退表示装置１

設
備

拡
声

別図による。機器詳細

別図による。機器詳細

構
内
交
換
設
備

別図による。機器詳細

別途

別途

空気始動式

水冷式

別途

別途

別途（　　　ｔ　　　ヶ所　）

（　　　　　　　　　　）搭載別置

本工事

回線数 内線（実装　　　／容量　　　・局線２

５

４

３

交換機の種類

取り付け電話器１台につき下記の電線を取り付ける。ワイヤプロテクター１．５ｍを見込・配線

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０．４－２Ｐ　２ｍ

ＥＭ－ＴＩＥＦ　０．６５－２Ｃ　２ｍ

アナログ式デジタル・電話機の種類

交換機ボタン電話装・１

自立形壁掛形デスク形 卓上形

２

ラック架組込

一般非常兼用非常放送用一般放送用増幅器の種類１

灯油Ａ重油軽油

電気始動式

発
電
設
備

本工事

ＡＢＣ１０型、収納箱・

９

８

７

６

５

４

３ ラジエータ・

燃料槽

空冷式

本工事

消火器

機器吊上用フック

配線ピット及び蓋

基礎

本工事

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）屋内（図面に特記する）屋外（外面被覆鋼管を除く）

一
般
共

通
事

項

一
般
共
通
事
項

２

１ 発電機

原動機 ガスタービンエンジ・ディーゼルエンジン

三相３線式（　　　　　Ｖ）配管・配線等

耐震施工

国際シンボルマーク

身体障害者のための

断熱結露防止

設計用標準水平震度

機器種別

0.4

0.6

0.6

0.6

0.6

1.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

地下・１階

中間階

屋上及び塔屋

上層階の

水槽類

水槽類

防振支持の機器

防振支持の機器

防振支持の機器

機器

機器

機器

水槽類

設置場所

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

特定の施設 一般の施設

26

25

24

23

22

21

20

配線プレート等 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）とする。樹脂ステンレス新金属特記あるもの及び特殊なものを除いて

露出配管は調合ペイント２回塗り

海岸線４ｋｍ以内の屋外機材はすべて耐塩型とする・

合成樹脂製とし、寸法ｔ５×１５０×１５０で白地に青とする。

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお、特記無き場合、設計用水平震度は次に

よる。

省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」（国土交通

１）設計用水平地震力

長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の被覆鉄線を入線する。

建築工事にてフォームポリスチレン板打ち込みの箇所に取り付ける位置ボックス等は断熱、結露防止処理を

雨線外で使用する機器等は全て防水型とする・

カバープレート等の刻印は原則として別表による。

屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは溶融亜鉛メッキ仕上げ叉はステンレス製とする。

耐火・耐熱電線はＪＣＭＡ適合品とする。

を優先し、図面表示と多少相違してもよい。

分電盤、制御盤以降及び各通信機器間（幹線部分は除く）の配管、配線でその経路、サイズ本数は設備機能

防火・耐蝕性等

支持金物その他

行なう。

11

10

９

８

７

６

５

４

３

実施工程表を作成し、監督員の承諾を受ける。

機器及び材料の選定は、メーカーリストを作成し、監督員の承諾を受ける。施工計画書

（Ｌサイズ）

全て請負者の負担とする。

できないできる構内に造ることが

詳細については、諸官庁等と打ち合わせること。

（　　　部）各１部

２部

正・副

製本

製本

完成図書

現場説明書による完成図の原図サイズ及び仕様

完成図書等を作成する。

完成写真 （Ｌサイズ）

工程写真

契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工する。

本工事に必要な工事用電力、水等の使用料金は本工事に含む。（本受電の基本料金も引渡しまで本工事に含む）

本工事に必要な官庁署その他関係機関への諸手続等に要する費用は請負者の負担とする。

完成図書等

工事写真・

官公署への届出等

電気工事士

工事用仮設物

工事用電力・水

１部

（　　　部）

（　　　部）

他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

電気保安技術者は、電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行う。

事業用電気工作物においては電気主任技術者を現場におくものとする。電気保安技術者

電気工作物の種類 事業用電気工作物 一般用電気工作物

機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

電力貯蔵設備

受変電設備

発電設備

雷保護設備

動力設備

電話設備

電灯設備

工事種目

２．

１．

２．特記仕様

一般仕様

工事仕様

工事場所

工事種目３．

建物概要２．

１．

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機関（（社）公共建築協会

（●印をつけたものを適用する）

日本工業規格品とし、製造者の選定については監督員の承諾を得ること。

特記章

章は●印、項目は番号に○印、特記項目は◎印をそれぞれつけたものを適用する。

(2) 

(1) 

項目

市・郡

自動閉鎖設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備（非常放送）

　時刻表示装置

　出退表示装置

テレビ電波障害防除設備

昇降機設備

中央監視制御設備

水道隔測メータ設・

ガス漏れ火災警報設備

自動火災報知設備

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

誘導支援設備（インターホン）

防犯・入退室管理設備

２ 機材の品質・性能証明

機材等

構内通信線路

構内配電線路

構内情報通信網設備

構内交換設備

建築物及び屋外

工事概要１．

１

（実装　　　／容量　　　・

図面による（住宅用火災感知器）

図面による

図面による

電気設備工事仕様書

64.12 １５項 新築建物



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S電気設備工事仕様書-2 E-02

１　機器の標準取付高さは、図面に特記がない場合は、下表による。

床上～下端

〃

〃

台上～中心

床上～中心

300

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

〃

〃

測点 測点 取付高　（ｍｍ）取付高　（ｍｍ）

引込開閉器

分電盤

住戸用分電盤

スイッチ

スイッチ（住宅）

スイッチ（多機能トイレ）

壁付コンセント（一般）

壁付コンセント（和室）

壁付コンセント（台上）

壁付コンセント（土間）

壁付コンセント（車椅子用）

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

壁掛形制御盤

開閉器箱

操作スイッチ

警報盤

端子盤（室内）

集合保安器箱

壁付アウトレットボックス（一般）

壁付アウトレットボックス（和室）

壁付電話機（一般）

壁付電話機（住宅）

壁掛形親時計

子時計

時報子時計

壁掛形スピーカー

壁付アッテネーター

表示盤

壁付発信器

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ

壁付押ホ゛タン（一般）

インターホン親機（住宅）

インターホン親機

壁付押ボタン（多機能トイレ）

壁付復帰ボタン（多機能トイレ）

壁付復帰ボタン（住宅）

壁付表示灯（多機能トイレ）

壁付アウトレットボックス（一般）

壁付アウトレットボックス（和室）

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

機器収納箱

受信機・副受信機

機器収納箱

発信機

ベル

表示灯

液化石油ガス用検知器

地上～窓中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

〃

床上～中心

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

〃

〃

天井下～上端

床上～操作部

〃

〃

床上～上端

１，８００～２，０００

１，８００～２，２００

2,000

1,300

1,200

1,100

900

８００～１，３００

２，１００～２，３００

２，０００～２，５００

150

１，５００（上端１，９００以下）

1,500

1,300

1,800

300

200

300

1,300

1,200

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００（上端１，９００以下）

2,300

1,300

1,300

2,300

1,300

1,300

1,200

900

1,500

1,200

2,300

300

300

200

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

2,300

2,100

300

電
灯

動
力

構
内
交
換

拡
声

時
計

誘
導
支
援

火
災
報
知

取引用計器

共
通

電
力

テ
レ
ビ

共
同
受
信

出
退

ﾏ
ﾙﾁｻ

ｲﾝ

床上～中心

鏡上端～中心

1,000

コーキング

防水モルタル塗装
コーキング

コーキング

1,
00

0

70
0

500

700

100

100100

150150

100

１０φ

アンカーボルト　１３φ

H=

15
0

15
0

SD

500
700

テレビアンテナ基礎

避雷針基礎

土工事（根切）

200

30
0

標示シート

底辺

砂厚

深さ

300

400

500

600

700

800

750

750

750

750

750

750

250

250

250

250

250

250

250

300

400

500

600

700

950

950

950

950

950

250

250

250

250

250

800 950 250

300

400

500

600

700

800

2501050

1050

1050

1050

1050

1050

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

1350

1350

1350

1350

1350

1350

300

400

500

600

700

800

記号 底辺 深サ 砂厚 備考

300

400

500

600

700

800

250

250

250

250

250

250

450

450

450

450

450

450

施工標準図（縮尺なし）

Ｅ

Ｅ

ＰＣＴ（別途）

ＣＰ

ＷＨＭ（別途）

玉碍子

コンクリ－ト根枷

Ａ

ＬＨ

ＬＡ×３

１０号（ロッド１６φ）

支線ブロック

支線カバ－

コンクリート柱

柱上開閉器

方向性 ＬＡ内臓 ＶＴ内臓

耐塩 重耐塩

ＯＣロック機構・Ｇ付

ＰＡＳ（　　　）３Ｐ　　Ａ　７．２ＫＶ

ＰＧＳ（　　　）３Ｐ　　Ａ　７．２ＫＶ

ＣＰ（　　　ｍ　－　　　ｃｍ　－　　　ｋｇ　）

支線

接地工事 　　　　　　×〔　　　〕

共同接地 ×〔Ｅ　，Ｅ　〕　×１ＬＨ

高圧機器

ＬＡ

×〔Ｅ　　〕　×１

×〔Ｅ　　〕　×１

Ａ

Ａ

ＬＨ

単１７０～２８０　×〔　　　〕

ＬＡ８．４ＫＶ（オートバルブ）×３

普通 耐塩

１，８００Ｂ×〔　　　〕

１，５００Ｂ×〔　　　〕

アレスタ・

腕金

１，５００Ａ×〔　　　〕

１，２００Ａ

　　７５０Ａ×〔　　　〕

１，０００　×〔　　　〕アームタ・

　　９００　×〔　　　〕

抱（　　　）～（　　　）　×〔　　　〕

腕金バンド

アームタイバン・ １９０～２８５　×〔　　　〕

３７０以内　×〔　　　〕自在バンド

高圧ピン碍子

巻付グリップ

シンプル

　　　　　　×〔　　　〕

　　　　　　×〔　　　〕

　　　　　　×〔　　　〕

支線 ３８ｍｍ ２

柱上開閉器

その他特記事項

ハンドホ－ル既製品

d φ

a

b

d

φ

a

100

100

100

型
荷
重 a b d φ

寸法

５００Ⅰ

６００Ⅰ

６００Ⅱ

８００Ⅰ

８００Ⅱ

中

重

中

重

中

重

中

重

中

500 50 450

600

900

600

900

60

600

９００Ⅰ

９００Ⅱ

重

中

重

中

重

600

900

１０００Ⅰ

１０００Ⅱ

中

重

中

600

900

１２００Ⅰ

１２００Ⅱ

重

中

重

中

重

600

900

60

70

80

100

600

600

800

900

1000

1200

1200

1200

1200

1200

中

中

８００Ⅲ

９００Ⅲ

１０００Ⅲ

１２００Ⅲ
中

中

重

重

重

重

１　防水型　クサリ・

４　重荷重［Ｒ８Ｋ］：破壊荷重　８０［ｋＮ］　以上（タグ鉄）

３　中荷重［Ｒ２Ｋ］　：破壊荷重　２０［ｋＮ］　以上（鋳鉄）

２　県マーク及び文字入り

外灯基礎

記号 器種
基礎の寸法

Ｂ Ｌ Ｃ

T-3.5

T-4

T-5
T-5.5

T-4.5 ６００×６００

（７００φ）

（５００φ）

４００×４００
1100

1300

100

100

Ｃ

表面モルタル仕・

50

ＧＬ

Ｂ

Ｃ

Ｌ

接地用１本

引込用１本（送りの

ときは２本とする）

３　プレート類の刻印

黒文字

電灯

動力

電話

時計

防火戸

放送

表示

ＬＡＮ

インターホ・

警報

ＴＶ

火報

防犯

電極

ガス警報

（大きさは７ｍｍとする）

２　施工図等の取扱い

　　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

４　接地極

ＥＢ

１本以上

１本以上

６本以上

６本以上

２枚

１本以上

１本以上

１本以上

６本以上

２本以上

１枚以上

６本以上

１本以上

２本以上

６本以上

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＰ－０．６

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＰ－０．９

ＥＢ ２本以上

１枚以上ＥＰ－０．９
共同

測定用

低圧避雷器（３００Ｖ以下）

低圧避雷器（３００Ｖ超）

雷保護設備

電話引込口の保安器用（１００Ｗ以下）

拡声用増幅器（１００Ω以下）

保安用（１００Ω以下）

保安用（１０Ω以下）

直流電源装置（陽極）

構内交換機用

Ｄ種（第３種）

Ｃ種（特別第３種）（１０Ω以下）

Ｂ種（第２種）

Ａ種（第１種）

接地の種類 記号 接地極

高圧避雷器

　　接地極の材料は、下表による。（ＥＢは、Ｄ＝１４、Ｗ＝４０、Ｌ＝１，５００）

５　配線記号等

(PF16)

(PF16)

(PF16)

(PF16)

(PF16)

天井いんぺい・ころがし

床いんぺい配線

露出配線

(PF16)

（　〃　）

（　〃　）

（　〃　）

EM-IE1.6×2

EM-IE1.6×3

EM-IE1.6×4

EM-IE2.0×2E1.6

空配管（ＰＦ１６）

記号 名称 記号

（キ１９）

（室名）

名称

コンクリート貫通部分

配線保護部分

〃

〃

〃

既設配管（Ｅ１９）

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF2.0-2C

直天井の室を表す

天井内ころがしF2

F3

F4

2F2

雷
保

護
通
信
情
報

電
力

2C(PF16)

3C(PF16)

4C(PF16)

H2C(PF16)

（　〃　）

（　〃　）

（　〃　）

(PF16)EM-AE1.2-2C

EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-4C

EM-HP1.2-2C

〃

〃

EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-4C

EM-AE1.2-2C 天井内ころがし2C

3C

4C

電
力
設
備

情
報
通

信
設

備

200

200

200

200

200

（天井高）×０．８～０．９

（天井高）×０．８～０．９

（天井高）×０．８～０．９

（注）（天井高）×０．８～０．９は天井高が２，５００～３，０００ｍｍの場合に適用する。

上記取り付け高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

ＥＡ・Ｂ・Ｄ

Ｅｔ

ＥＬＬＤ

ＥＬＬＣ

ＥＬＨ

ＥＬＡ

ＥＬｔ

ＥＤａ

ＥＤｔ

ＥＡｔ

Ｅ０

ＥＣ

ＥＤ

ＥＢ

ＥＡ



九州森林管理局

有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
N,S工事区分表 E-3

49

50

51

52

53

54

56

55

57

60

59

58

61

64

63

62

68

67

66

65

70

69

71

72

75

74

73

79

78

77

76

82

81

80

85

84

83

89

88

87

86

93

92

91

90

95

94

96

備　　　　　　　考別途 項 工 事 施 工 区 分

別途 備　　　　　　　考 項 工 事 施 工 区 分

　建築（Ａ）　電気（Ｅ）　設備（Ｍ）

　建築（Ａ）　電気（Ｅ）　設備（Ｍ）

カーテン及びブラインド

外部に面する吸排気ガラリ

同上ダクト接続用金具

ドアガラリ、換気口（内部）

外部に面する換気口

一般フード（厨房・調理・湯沸室等）

外部に面するウェザーカバー

壁付け換気扇類

同上取付枠

外部に面する換気扇取付後の防水シーリング

天井埋込換気扇及びダクト、ベントキャップ

防火区画等の貫通処理

避雷針及び同接地工事

同上電源供給

同上用三方枠

エレベーター（扉共）

電話機及び接続

同上用配管入線工事

同上用直流電源装置、充電器、蓄電池類

電話交換機、試験台、ＭＤＦ類

テレビ電波障害近隣対策用配管

動力設備制御盤と２次側電気配管・配線

空調設備制御盤と２次側電気配管・配線

自動制御用２次側配管・配線

同上インターホン及び入線エレヘ゛ーター内配管・配線

同上　基本料金（電気）

天井点検用ハッチ（　　　同　上　　　）

項

１

２

３

４

６

５

７

８

９

10

14

13

12

11

15

18

17

16

19

22

21

23

24

項

27

26

25

34

33

32

31

30

29

28

37

36

35

42

41

40

39

38

47

46

45

44

43

48

工 事 施 工 区 分

工 事 施 工 区 分

コンクリート躯体貫通スリーブ取付

同上周囲補強

鉄骨貫通スリーブ（溶接一体）

天井切込み（天井下地含む）

同上補強及び補修仕上（同上）

同上換気口

床下トレンチ及びピット

床下点検用ハッチ（蓋・枠・縁上部仕上共）

パイプシャフト点検用ハッチ（　同上　）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

屋内各種機器基礎工事（補強筋共）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

屋上設置用機器基礎工事（補強筋共）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

機械室内消音断熱仕上

シャッター（操作盤・スイッチ・操作線共）

同上電源供給及び操作盤への接続工事

自動ドア（操作盤・スイッチ・接続共）

電気錠（本体）

同上電源供給及びスイッチへの配管配線

電気錠　電源供給及び接続機器

煙感知連動によるシャッター自動閉鎖装置

雑排水桝、汚水桝及び排水工事

雨水竪樋末端と側溝又は雨水桝との接続工事

雨水樋及び養生管、ルーフドレン

液面電極棒とリレーとの配管配線接続工事

屋内消火栓ボックス

同上用リレー（制御盤内臓）

カーテンレール

カーテンボックス、ブラインドボックス

カガミ・洗面カウンター

紙巻器・手摺

吊戸棚

タオル掛、雑巾掛

厨房機器

一般陶器製流し台

流し台、ガス台

側溝最終桝と排水会所桝との接続工事

雨水会所桝及び雨水排水工事

同上表示ランプ、組込ベル、発信機とその取付工事

同上配管配線、リレーズ取付接続、受信盤取付

液面電極棒（支持固定装置共）

同上配管配線、レリーズ取付接続、受信盤取付

煙感知器連動による防火戸自動開放閉鎖装置

発電機及びキュービクル基礎工事（補強筋共）

床及び壁面の切込み開口（設備工事に関係のもの）

同上補強及び補修仕上　（　　　同　　上　　　）

別途 備　　　　　　　考

別途 備　　　　　　　考

　建築（Ａ）　電気（Ｅ）　設備（Ｍ）

　建築（Ａ） 　設備（Ｍ）
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　電気（Ｅ）

受電通水後竣工引渡し迄の電気、カ゛ス、上下水道使用料金



LED ダウンライトELED 埋込型40形　下面開放型A

B LED 直付型40形 F LED ブラケット

LED 直付型20形 G LED ブラケットC

LED 直付型40形　防湿型・防雨型 H LED ブラケットD

有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S盤結線図・照明器具姿図 E-04

照明器具姿図

※寸法・形状は参考とする

盤名称 結線図
回路

番号 SB ELCB P・AF/AT

開　閉　器
相

電圧

（Ｖ）
負荷名称

容量

（VA）
備　　考

電話

T-1 鋼板製壁掛露出型　指定色仕上

電話 その他

保安器10P　SP 端末器　SP ―

パナソニック　埋込ＸＬＸ４５０ＰＥＮＴＬＥ９　相当品 パナソニック　ＸＮＤ０６３９ＷＮＬＥ９　相当品

パナソニック　直付ＸＬＷ４２２ＡＥＮＺＥ９　相当品

パナソニック　ＬＧＢ８５０４２ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＬＧＷＣ８０３６０ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＬＧＷＪ８５１１４Ｕ　相当品

パナソニック　直付ＸＬＸ２１０ＡＥＮＣＬＥ９　相当品

パナソニック　直付ＸＬＸ４１０ＡＥＮＰＬＥ９　相当品

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティン
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束８４０ｌｍ、消費電力９．５Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、天井直付型・壁直付
カバー：プラスチック（乳白）
両面化粧タイプ
Ｗ＝４５０　Ｈ＝６５　出しろ６４

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５１５ｌｍ、消費電力７．１Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、防雨型
ツマミネジ方式、ＮａＰｉＯｎ・明るさセンサ付
カバー：アクリル（乳白）
本体：プラスチック（ホワイト）
点灯照度調整機能付

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０
器具光束１８４ｌｍ、消費電力４．３Ｗ、電圧１００Ｖ
防雨型、簡単引掛バネ方式、明るさセンサ付
カバー：アクリル（乳白）、（プラチナメタリック）

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：６１０ｌｍ、消費電力：４．２Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

一般タイプ、２０００ｌｍタイプ
消費電力１３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

101

102

1

1

100

100

1φ3W200/100V

鋼板製壁掛露出型
指定色仕上

MCCB3P

2・50/20

2・50/20

事務室　照明

倉庫他　照明

100/75 301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

倉庫他　ｺﾝｾﾝﾄ

便所　ｺﾝｾﾝﾄ

電気温水器用　ｺﾝｾﾝﾄ

事務室　ｺﾝｾﾝﾄ

事務室　ｺﾝｾﾝﾄ

電気温水器用　ｺﾝｾﾝﾄ

冷蔵庫用　ｺﾝｾﾝﾄ

事務室　ｺﾝｾﾝﾄ

コピー機用　ｺﾝｾﾝﾄ

予　備

予　備

1 200/100

屋外防水壁掛型
SUS製　指定色仕上

1φ3W200/100V WH 3・100/75

ET

ET ET(ELB)

L-1

S-1

1 2002・50/20 空調室外機（PAC-1)401



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50コンセント設備　平面図 E-05

PAC

1

ケーブル配線

位置ボックス

記　　号

EET

凡　　例

壁付きコンセント

壁付きコンセント

天井内ころがし

名　　　称

2P15AX2 接地極付

摘　　　要

注  記

1.特記なき配管配線は下記による。

VVF2.0-3C （1芯アース）

2EET 壁付きコンセント

(PF22）

2P15AX1 接地極付 ET付

床付きコンセント 2P15AX2 接地極付2E

2P15AX2 接地極付 ET付

301

302

303

304

305

306

307

308

309
401

Ｓ

L-1

S-1

2E

2E

EET

2EET

EET EET2EET

丸形露出ボックス
G22塗装　1方出

VVF2.0-3C(防水プリカF24)

インターホン用

221

CVT14゜E3.5゜(PF28)

EDED(ELB)

3.5 3.5



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50電灯設備　平面図 E-06

Ｓ

Ｓ
F

天井いんぺい配線

ケーブル配線

名　　　称記　　号

凡　　例

位置ボックス

電灯分電盤

タンブラスイッチ　　   1P15A

人感ｾﾝｻ自動ｽｲｯﾁ     　 親機

人感ｾﾝｻ自動ｽｲｯﾁ     　 親機

天井内ころがし

3A

換気扇連動型

摘   要

24時間換気扇スイッチ 機械設備支給品Ｒ

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

1.特記なき配管配線は下記による。

注  記

VVF2.0-2C2.0

（1Cアース）

EF

4

EF

1

EF

2

EF

3

事務室
A × 6

更衣室
C × 1 × 1

洗面
E × 2

便所
E × 1

玄関ポーチ
G × 2

倉庫
B × 2

車庫
D × 1

外壁
H

× 1F

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

102
101

L-1

F



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50弱電設備　平面図 E-07

ｄ

Ｄ

記　　号

凡　　例

名   称

端子盤

テレビ付ドアホン

摘   要

鋼板製 露出型

液晶　カラー

ハンズフリー　１対１形

導入線(PF16)

1.特記なき配管配線は下記による。

注　　記

C

導入線(PF22)C
22

AE AE1.2-2C　　　　　立下げ保護管（PF16)

情報コンセント

フロアコンセント

2P15AE×2+ET+LAN+TEL2EET

LAN+TEL

Ｄｄ

15151 プルボックス 150x150x100 SUS.WP

天井内ころがし配線

ケーブル配線

ケーブル配線

IV3.5゜×13.5

接地工事
電話機器用

接地極埋設標(黄銅板製)

T-1

AE

22

22

15151

22

3.5

EDt

EDt



設計 作図設計年月日

九州森林管理局

有限
工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
N,S機械設備工事仕様書-1 M-1

・　冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）

一

般

共

通

事

項

工　事　仕　様

構　造建　物　名　称 階　数 延べ面積
（㎡）

備　考
別 表 第 一

消 防 法 施 行 令

）

再利用をはかる

　 　 　 　 　 　 　 ）

市
郡

町
村

工　事　概　要１．

１． 工事場所

２． 建物概要

３． 工　事　種　目（　印を付けたものを適用する）

４． 設　備　概　要（本工事における、工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない。

屋 外

空 気 調 和 設 備

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備
厨 房 設 備

ガ ス 設 備

浄 化 槽 設 備

撤 去 工 事

仮 設 工 事

工 　 　 事 　 　 種 　 　 別建 物 別 及 び 屋 外

工 　 事 　 種 　 目

　印を付けたものが該当する。なお、改修の場合は既存概要を示す。）

方 式 及 び 種 別 設 　 備 　 概 　 要

空 調 方 式

主 要 熱 源 機 器

自 動 制 御 方 式

給 　 水 　 方 　 式

排 　 水 　 方 　 式

消 防 用 設 備 等 の 種 別

ガ 　 ス 　 の 　 種 　 別

・ ダ ク ト 方 式 ・ 　 フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト 　 ・ ダ ク ト 併 用 方 式

・ パ ッ ケ ー ジ 方 式

・ フ ァ ン コ イ ル 方 式

・

・ 電 気 式 ・ 電 子 式 ・ デ ジ タ ル 式

・ 水 道 直 結 方 式 ・ 高 置 タ ン ク 方 式 （・ 　 市 水 　 　 ・ 　

） ・ 直 結 増 圧 方 式

・ 建 物 内 汚 水 、 雑 排 水 （ ・ 　 分 流 　 　 ・ 　 合 流 　 ）

建 物 外 放 流 先

（ １ ） 汚 水

（ ２ ） 雑 排 水

・ 直 放 流 下 水 管

・ 直 放 流 下 水 管

・ 浄 化 槽

・ 浄 化 槽 ・ 側 溝

・ 屋 内 消 火 栓 設 備 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 ・ 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備

・ 泡 消 火 設 備 ・ 粉 末 消 火 設 備 ・ 屋 外 消 火 栓 設 備

・ 連 結 送 水 管 設 備 ・ 連 結 散 水 設 備

・ 液 化 石 油 ガ ス

供 給 圧 力 　 　 　 Pa,供 給 事 業 者 名 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 都 市 ガ ス （ 種 別 　 　 、 高 位 発 熱 量 　 　 MJ/Nm3、 低 位 発 熱 量 　 　 MJ/Nm3

２．

１． 共　通　仕　様

（１）現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）、本特記仕様及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣

（２）

章 項　目 特　　記　　事　　項

２． 特　記　仕　様

（１）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、 印の付いたものを適用する。

１ 材料・機材等 （１）

（２）化学物質を放散させる機材等

本工事の建物内部に使用する建築材料等の選定に当たっては、揮発性有機化合物の拡散による健康への影響に

配慮し、化学物質安全データシート（MSDS）の提出について、監督職員と事前に協議を行うこと。

の濃度測定

２　室内空気中の化学物質 ・　本工事　　・　別途

　測定対象物質、測定方法及び測定箇所は（　・　現場説明書　・　　　　　　　　）による。

３ 電気保安技術者 工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を

を行うものとする。

４ 技能士の適用 ・　配管施工（配管工事） ・　熱絶縁施工（保温工事）・　建築板金（ダクト製作及び取付）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５ 監督員事務所 ・設けない ・設ける（　・　既存の建物内の一部を使用する。　・　構内に新設する〈　　　　m2程度〉　）

６ 施工調査 事前調査　　　・　本工事　・　別途

調査内容

調査項目　　・　

調査範囲　　・　図示　・　

調査方法　　・　図示　・　

７ 官公署その他へ

の届出手続き等

８ 工事用電力・ 

水・その他 （基本料金等を含む）

９ 工事用仮設物 構内につくることが（　・　できる　　・　できない）

10 足場・さん橋類

・本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）

・内部足場等（・　　　　　種・　　　　　種）

・外部足場等（・　　　　　種・　　　　　種）

11　養　生 既存部分の養生は、改修標準仕様書第1編3章による。

12　建設発生土の処理

13　埋め戻し土・盛土 ・　根切り土の中の良質土　・　山砂の類

14　機材の承諾図

によるほか、監督職員の指示による。

15　発生材の処理等 引き渡しを要するもの あり（ なし

引き渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理（構外搬出処理費は　・　別途　　・本工事）とする。

16　工事写真等 建設大臣官房庁営繕部監修「工事写真の撮り方」（改訂第２版　建築設備編）による。

・　工程写真（Lサイズ）製本　１部（　　部）

・　完成写真（Lサイズ）製本　１部（　　部）

17　図面の製本 現場説明書による

18　完成時の提出図書 ・　完成図等　　・　作成する

完成図の原図サイズ及び仕様　　　・　現場説明書による　　

保全に関する資料の部数　　　　　・　現場説明書による　

19　案内板 機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。

案内板の大きさは、約 ｍ とする。２

・　本工事　　・　別途20　総合調整

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

・　風量調整　　　・　水量調整　　　・　室内外空気の温湿度の測定

・　室内気流及びじんあいの測定　　　　・　騒音の測定

・　振動の測定　　　　・　初期運転状態の記録

・　飲料水の水質の測定

21　試験

・　不要

既設配管を含む部分の試験　　　 ・　要（方法及び圧力　　　　　　　）

22　電　動　機 換気扇、圧力扇、及び標準仕様書に記載無く、特記のない電動機の規格は、製造者規格による標準品としてよい。

 
23 容量等の表示 （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

24 非破壊検査 非破壊検査等による調査を実施する。

検査対象箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

なお、検査費は（　・　本工事　・　別途）とする。

一

般

共

通

事

項

25 耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は、次に示す事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土技術政策

研究所、独立行政法人建築研究所監修２００５年版）」による。

（１）機器の据付及び取り付け

設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、次に示す地域係数

及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。

地域係数は1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じた物とする。

設計用標準水平震度

機器種別
・　特定の施設 ・　一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、

屋上及び塔屋

中間階

地階及び1階

機　　　　器

防振措置機器

水　槽　類

機　　　　器

防振措置機器

水　槽　類

機　　　　器

防振措置機器

水　槽　類

２．０

２．０

２．０

１．５

２．０

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

１．５

１．５

１．５

１．０

１．５

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

１．０

１．０

１．５

０．６

１．０

１．０

０．６

１．０

１．０

０．４

０．６

０．６

注１）上層階・中間階の定義は次のとおりとする。

　　　　　　　10～12階建の場合は上層3階　　　13階建以上の場合は上層4階

上層階とは、　2～6階建の場合は最上階　　　　 ７～９階建の場合は上層2階

注２）機器種別の欄の「機器」は、防震設置機器、水槽類以外の機器を示す。

重要機器とは、以下の機器とする。

・　ボイラー　・　冷凍機　　・　冷温水機　　・　冷却塔　・　中央監視装置

・　空気調和機（　・　ユニット形　・　コンパクト形　・　パッケージ形）

・　水槽類（　・　受水タンク　・　高置タンク　・　　　　）

・　消火設備機器　　・　排煙設備機器

（２）設計用鉛直地震力は、設計水平地震力の１/２とする。

26　配  管 （１）建物導入部の変位吸収方法は、標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）による。

・　（a）　・　（b）　　・　（c）

（２）溶接部の非破壊検査　　　・　不要　　・　要　（　　　　　　　　　）

（３）ステンレス配管施工

１）コンクリート壁・床への埋め込み、スリーブ貫通部及びその他躯体との絶縁箇所には、プラスチックテープ

を１／２重ね１回巻きを施す。

２）保温のアルミ、ネット、巻き線、菊座等が直接接触しないように施工する。

３）地中埋設管は、管を土壌に接触させないように施工する。

４）地中埋設から地上あるいはピット等に至る管には、出た直近に絶縁フランジを設ける。

５）ステンレス管に使用する60A以上の弁はステンレス鋼弁とする。

27　地中埋設標等 地中埋設配管（排水管を除く）

（１）地中埋設標　　　　　　　　　・　要（　・　給水管　・　ガス管　・　　　　）　　・　不要

（２）地中埋設テープ　　　　　　　・　要（　・　給水管　・　ガス管　・　　　　）　　・　不要

28　はつり 既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッターによる。

29　塗　装

　・　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　

次の範囲内の裸の亜鉛鉄板、配管（亜鉛メッキされたもの）、吊りボルトは塗装を行う。

30　保　温 標準仕様書第2編によるほか、図面に特記のない場合は、下記による。ただし、各工事種目で別に指定されたものは除く。

・衛生配管の保温材の種類（　○ 給水管　　◎ 給湯管　 △ 排水管　 □　　　　　　）

中間階とは、　地階、1階を除く各階で上層階に該当しない階。

・空調配管の保温材の種類（　○　冷温水管　◎冷媒管　　△ドレン管　□　蒸気管　）

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

ロックウール

グラスウール

材料 屋内露出 機械室等 屋内隠ぺい ピット内 屋外露出

・ダクトの保温材の種類
材料 屋内露出 機械室等 屋内隠ぺい ピット内 屋外露出

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

ロックウール

グラスウール

材料 屋内露出 機械室等 屋内隠ぺい ピット内 屋外露出

ロックウール

グラスウール

・屋外露出部（給水管、消火管、冷温水管、膨張管、冷水管、温水管、ドレン管、弁類を含む）は防凍保温を行う。

・ダクト管の保温の外装

・配管の保温の外装

屋 

内 

露 

出

・アルミガラスクロス

屋外露出

多湿箇所（              )

・ステンレス鋼板

・ステンレス鋼板

（注）保温化粧ケースは（　・　塩化ビニル樹脂製　・　ステンレス鋼板製　・　カラー鉄板製）とする。

屋 

内 

露 

出

・アルミガラスクロス

屋外露出

多湿箇所（              )

・ステンレス鋼板

・ステンレス鋼板

・カラー亜鉛鉄板

・カラー亜鉛鉄板

31　電線類

ものは40mmとする。

その仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25mm以下のものは50mm、呼び径32mm以上の

32 吊り及び支持金物

33　他工事との取り合い 図面に特記なき場合は、Ｎｏ．　－　　「工事区分表」による。

34　施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

・合成樹脂製カバー

・溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板

・溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板

一般居室・廊下

機械室・書庫・倉庫

床下・暗渠内

天井内・ＰＳ内

・保温化粧ケース（冷媒管）

・着色アルミガラスクロス

・アルミガラスクロス

機械室・倉庫・書庫

一般居室・廊下 ・ステンレス鋼板

・溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板

・溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板

・カラー亜鉛鉄板

・ 中 央 監 視 制 御

・ ポ ン プ 直 送 方 式 （ ・ 雨 水・ 市 水

官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成２５年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成２５年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建

築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成２５年版）」（以下、標準図という。）による。

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様書を適用する。

有するものとする。

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて受注者の負担とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事承諾図様式集（平成２２年版）

電線及びEMｹｰﾌﾞﾙは、標準仕様書 第4編1.5.1 表4.1.11による。

本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき品質及び性能を

工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署などへの必要な届出手続等は受注者が代行し遅滞なく行う。

・別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

構内敷きならし　　　・　構内指定場所へのたい積　　・　構外搬出

鋼管についてはポリエチレン製ダブル、樹脂管についてはアルミ製ダブルとする。

（ ・ 槽内 　・屋外　・地中　・　　　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(ＳＵＳ３０４）とする。

配管系統

△

暗渠内

10K ガスは別途ガス供給規程

◎◎

宇佐 院内 大 字 原 口 434-5

木造 新築建物院内森林事務所

院内森林事務所

64.12 １５項1



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S電気設備工事仕様書-2 E-02

１　機器の標準取付高さは、図面に特記がない場合は、下表による。

床上～下端

〃

〃

台上～中心

床上～中心

300

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

〃

〃

測点 測点 取付高　（ｍｍ）取付高　（ｍｍ）

引込開閉器

分電盤

住戸用分電盤

スイッチ

スイッチ（住宅）

スイッチ（多機能トイレ）

壁付コンセント（一般）

壁付コンセント（和室）

壁付コンセント（台上）

壁付コンセント（土間）

壁付コンセント（車椅子用）

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

壁掛形制御盤

開閉器箱

操作スイッチ

警報盤

端子盤（室内）

集合保安器箱

壁付アウトレットボックス（一般）

壁付アウトレットボックス（和室）

壁付電話機（一般）

壁付電話機（住宅）

壁掛形親時計

子時計

時報子時計

壁掛形スピーカー

壁付アッテネーター

表示盤

壁付発信器

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ

壁付押ホ゛タン（一般）

インターホン親機（住宅）

インターホン親機

壁付押ボタン（多機能トイレ）

壁付復帰ボタン（多機能トイレ）

壁付復帰ボタン（住宅）

壁付表示灯（多機能トイレ）

壁付アウトレットボックス（一般）

壁付アウトレットボックス（和室）

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

機器収納箱

受信機・副受信機

機器収納箱

発信機

ベル

表示灯

液化石油ガス用検知器

地上～窓中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

〃

床上～中心

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

〃

〃

天井下～上端

床上～操作部

〃

〃

床上～上端

１，８００～２，０００

１，８００～２，２００

2,000

1,300

1,200

1,100

900

８００～１，３００

２，１００～２，３００

２，０００～２，５００

150

１，５００（上端１，９００以下）

1,500

1,300

1,800

300

200

300

1,300

1,200

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００（上端１，９００以下）

2,300

1,300

1,300

2,300

1,300

1,300

1,200

900

1,500

1,200

2,300

300

300

200

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

2,300

2,100

300

電
灯

動
力

構
内
交
換

拡
声

時
計

誘
導
支
援

火
災
報
知

取引用計器

共
通

電
力

テ
レ
ビ

共
同
受
信

出
退

ﾏ
ﾙﾁｻ

ｲﾝ

床上～中心

鏡上端～中心

1,000

コーキング

防水モルタル塗装
コーキング

コーキング

1,
00

0

70
0

500

700

100

100100

150150

100

１０φ

アンカーボルト　１３φ

H=

15
0

15
0

SD

500
700

テレビアンテナ基礎

避雷針基礎

土工事（根切）

200

30
0

標示シート

底辺

砂厚

深さ

300

400

500

600

700

800

750

750

750

750

750

750

250

250

250

250

250

250

250

300

400

500

600

700

950

950

950

950

950

250

250

250

250

250

800 950 250

300

400

500

600

700

800

2501050

1050

1050

1050

1050

1050

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

1350

1350

1350

1350

1350

1350

300

400

500

600

700

800

記号 底辺 深サ 砂厚 備考

300

400

500

600

700

800

250

250

250

250

250

250

450

450

450

450

450

450

施工標準図（縮尺なし）

Ｅ

Ｅ

ＰＣＴ（別途）

ＣＰ

ＷＨＭ（別途）

玉碍子

コンクリ－ト根枷

Ａ

ＬＨ

ＬＡ×３

１０号（ロッド１６φ）

支線ブロック

支線カバ－

コンクリート柱

柱上開閉器

方向性 ＬＡ内臓 ＶＴ内臓

耐塩 重耐塩

ＯＣロック機構・Ｇ付

ＰＡＳ（　　　）３Ｐ　　Ａ　７．２ＫＶ

ＰＧＳ（　　　）３Ｐ　　Ａ　７．２ＫＶ

ＣＰ（　　　ｍ　－　　　ｃｍ　－　　　ｋｇ　）

支線

接地工事 　　　　　　×〔　　　〕

共同接地 ×〔Ｅ　，Ｅ　〕　×１ＬＨ

高圧機器

ＬＡ

×〔Ｅ　　〕　×１

×〔Ｅ　　〕　×１

Ａ

Ａ

ＬＨ

単１７０～２８０　×〔　　　〕

ＬＡ８．４ＫＶ（オートバルブ）×３

普通 耐塩

１，８００Ｂ×〔　　　〕

１，５００Ｂ×〔　　　〕

アレスタ・

腕金

１，５００Ａ×〔　　　〕

１，２００Ａ

　　７５０Ａ×〔　　　〕

１，０００　×〔　　　〕アームタ・

　　９００　×〔　　　〕

抱（　　　）～（　　　）　×〔　　　〕

腕金バンド

アームタイバン・ １９０～２８５　×〔　　　〕

３７０以内　×〔　　　〕自在バンド

高圧ピン碍子

巻付グリップ

シンプル

　　　　　　×〔　　　〕

　　　　　　×〔　　　〕

　　　　　　×〔　　　〕

支線 ３８ｍｍ ２

柱上開閉器

その他特記事項

ハンドホ－ル既製品

d φ

a

b

d

φ

a

100

100

100

型
荷
重 a b d φ

寸法

５００Ⅰ

６００Ⅰ

６００Ⅱ

８００Ⅰ

８００Ⅱ

中

重

中

重

中

重

中

重

中

500 50 450

600

900

600

900

60

600

９００Ⅰ

９００Ⅱ

重

中

重

中

重

600

900

１０００Ⅰ

１０００Ⅱ

中

重

中

600

900

１２００Ⅰ

１２００Ⅱ

重

中

重

中

重

600

900

60

70

80

100

600

600

800

900

1000

1200

1200

1200

1200

1200

中

中

８００Ⅲ

９００Ⅲ

１０００Ⅲ

１２００Ⅲ
中

中

重

重

重

重

１　防水型　クサリ・

４　重荷重［Ｒ８Ｋ］：破壊荷重　８０［ｋＮ］　以上（タグ鉄）

３　中荷重［Ｒ２Ｋ］　：破壊荷重　２０［ｋＮ］　以上（鋳鉄）

２　県マーク及び文字入り

外灯基礎

記号 器種
基礎の寸法

Ｂ Ｌ Ｃ

T-3.5

T-4

T-5
T-5.5

T-4.5 ６００×６００

（７００φ）

（５００φ）

４００×４００
1100

1300

100

100

Ｃ

表面モルタル仕・

50

ＧＬ

Ｂ

Ｃ

Ｌ

接地用１本

引込用１本（送りの

ときは２本とする）

３　プレート類の刻印

黒文字

電灯

動力

電話

時計

防火戸

放送

表示

ＬＡＮ

インターホ・

警報

ＴＶ

火報

防犯

電極

ガス警報

（大きさは７ｍｍとする）

２　施工図等の取扱い

　　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

４　接地極

ＥＢ

１本以上

１本以上

６本以上

６本以上

２枚

１本以上

１本以上

１本以上

６本以上

２本以上

１枚以上

６本以上

１本以上

２本以上

６本以上

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＰ－０．６

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＰ－０．９

ＥＢ ２本以上

１枚以上ＥＰ－０．９
共同

測定用

低圧避雷器（３００Ｖ以下）

低圧避雷器（３００Ｖ超）

雷保護設備

電話引込口の保安器用（１００Ｗ以下）

拡声用増幅器（１００Ω以下）

保安用（１００Ω以下）

保安用（１０Ω以下）

直流電源装置（陽極）

構内交換機用

Ｄ種（第３種）

Ｃ種（特別第３種）（１０Ω以下）

Ｂ種（第２種）

Ａ種（第１種）

接地の種類 記号 接地極

高圧避雷器

　　接地極の材料は、下表による。（ＥＢは、Ｄ＝１４、Ｗ＝４０、Ｌ＝１，５００）

５　配線記号等

(PF16)

(PF16)

(PF16)

(PF16)

(PF16)

天井いんぺい・ころがし

床いんぺい配線

露出配線

(PF16)

（　〃　）

（　〃　）

（　〃　）

EM-IE1.6×2

EM-IE1.6×3

EM-IE1.6×4

EM-IE2.0×2E1.6

空配管（ＰＦ１６）

記号 名称 記号

（キ１９）

（室名）

名称

コンクリート貫通部分

配線保護部分

〃

〃

〃

既設配管（Ｅ１９）

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF2.0-2C

直天井の室を表す

天井内ころがしF2

F3

F4

2F2

雷
保

護
通
信
情
報

電
力

2C(PF16)

3C(PF16)

4C(PF16)

H2C(PF16)

（　〃　）

（　〃　）

（　〃　）

(PF16)EM-AE1.2-2C

EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-4C

EM-HP1.2-2C

〃

〃

EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-4C

EM-AE1.2-2C 天井内ころがし2C

3C

4C

電
力
設
備

情
報
通

信
設

備

200

200

200

200

200

（天井高）×０．８～０．９

（天井高）×０．８～０．９

（天井高）×０．８～０．９

（注）（天井高）×０．８～０．９は天井高が２，５００～３，０００ｍｍの場合に適用する。

上記取り付け高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

ＥＡ・Ｂ・Ｄ

Ｅｔ

ＥＬＬＤ

ＥＬＬＣ

ＥＬＨ

ＥＬＡ

ＥＬｔ

ＥＤａ

ＥＤｔ

ＥＡｔ

Ｅ０

ＥＣ

ＥＤ

ＥＢ

ＥＡ



九州森林管理局
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設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
N,S工事区分表 E-3

49

50

51

52

53

54

56

55

57

60

59

58

61

64

63

62

68

67

66

65

70

69

71

72

75

74

73

79

78

77

76

82

81

80

85

84

83

89

88

87

86

93

92

91

90

95

94

96

備　　　　　　　考別途 項 工 事 施 工 区 分

別途 備　　　　　　　考 項 工 事 施 工 区 分

　建築（Ａ）　電気（Ｅ）　設備（Ｍ）

　建築（Ａ）　電気（Ｅ）　設備（Ｍ）

カーテン及びブラインド

外部に面する吸排気ガラリ

同上ダクト接続用金具

ドアガラリ、換気口（内部）

外部に面する換気口

一般フード（厨房・調理・湯沸室等）

外部に面するウェザーカバー

壁付け換気扇類

同上取付枠

外部に面する換気扇取付後の防水シーリング

天井埋込換気扇及びダクト、ベントキャップ

防火区画等の貫通処理

避雷針及び同接地工事

同上電源供給

同上用三方枠

エレベーター（扉共）

電話機及び接続

同上用配管入線工事

同上用直流電源装置、充電器、蓄電池類

電話交換機、試験台、ＭＤＦ類

テレビ電波障害近隣対策用配管

動力設備制御盤と２次側電気配管・配線

空調設備制御盤と２次側電気配管・配線

自動制御用２次側配管・配線

同上インターホン及び入線エレヘ゛ーター内配管・配線

同上　基本料金（電気）

天井点検用ハッチ（　　　同　上　　　）

項

１

２

３

４

６

５

７

８

９

10

14

13

12

11

15

18

17

16

19

22

21

23

24

項

27

26

25

34

33

32

31

30

29

28

37

36

35

42

41

40

39

38

47

46

45

44

43

48

工 事 施 工 区 分

工 事 施 工 区 分

コンクリート躯体貫通スリーブ取付

同上周囲補強

鉄骨貫通スリーブ（溶接一体）

天井切込み（天井下地含む）

同上補強及び補修仕上（同上）

同上換気口

床下トレンチ及びピット

床下点検用ハッチ（蓋・枠・縁上部仕上共）

パイプシャフト点検用ハッチ（　同上　）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

屋内各種機器基礎工事（補強筋共）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

屋上設置用機器基礎工事（補強筋共）

同上アンカーボルト箱入れ、穴開け

機械室内消音断熱仕上

シャッター（操作盤・スイッチ・操作線共）

同上電源供給及び操作盤への接続工事

自動ドア（操作盤・スイッチ・接続共）

電気錠（本体）

同上電源供給及びスイッチへの配管配線

電気錠　電源供給及び接続機器

煙感知連動によるシャッター自動閉鎖装置

雑排水桝、汚水桝及び排水工事

雨水竪樋末端と側溝又は雨水桝との接続工事

雨水樋及び養生管、ルーフドレン

液面電極棒とリレーとの配管配線接続工事

屋内消火栓ボックス

同上用リレー（制御盤内臓）

カーテンレール

カーテンボックス、ブラインドボックス

カガミ・洗面カウンター

紙巻器・手摺

吊戸棚

タオル掛、雑巾掛

厨房機器

一般陶器製流し台

流し台、ガス台

側溝最終桝と排水会所桝との接続工事

雨水会所桝及び雨水排水工事

同上表示ランプ、組込ベル、発信機とその取付工事

同上配管配線、リレーズ取付接続、受信盤取付

液面電極棒（支持固定装置共）

同上配管配線、レリーズ取付接続、受信盤取付

煙感知器連動による防火戸自動開放閉鎖装置

発電機及びキュービクル基礎工事（補強筋共）

床及び壁面の切込み開口（設備工事に関係のもの）

同上補強及び補修仕上　（　　　同　　上　　　）

別途 備　　　　　　　考

別途 備　　　　　　　考

　建築（Ａ）　電気（Ｅ）　設備（Ｍ）

　建築（Ａ） 　設備（Ｍ）

20

　電気（Ｅ）

受電通水後竣工引渡し迄の電気、カ゛ス、上下水道使用料金



LED ダウンライトELED 埋込型40形　下面開放型A

B LED 直付型40形 F LED ブラケット

LED 直付型20形 G LED ブラケットC

LED 直付型40形　防湿型・防雨型 H LED ブラケットD

有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S盤結線図・照明器具姿図 E-04

照明器具姿図

※寸法・形状は参考とする

盤名称 結線図
回路

番号 SB ELCB P・AF/AT

開　閉　器
相

電圧

（Ｖ）
負荷名称

容量

（VA）
備　　考

電話

T-1 鋼板製壁掛露出型　指定色仕上

電話 その他

保安器10P　SP 端末器　SP ―

パナソニック　埋込ＸＬＸ４５０ＰＥＮＴＬＥ９　相当品 パナソニック　ＸＮＤ０６３９ＷＮＬＥ９　相当品

パナソニック　直付ＸＬＷ４２２ＡＥＮＺＥ９　相当品

パナソニック　ＬＧＢ８５０４２ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＬＧＷＣ８０３６０ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＬＧＷＪ８５１１４Ｕ　相当品

パナソニック　直付ＸＬＸ２１０ＡＥＮＣＬＥ９　相当品

パナソニック　直付ＸＬＸ４１０ＡＥＮＰＬＥ９　相当品

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティン
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束８４０ｌｍ、消費電力９．５Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、天井直付型・壁直付
カバー：プラスチック（乳白）
両面化粧タイプ
Ｗ＝４５０　Ｈ＝６５　出しろ６４

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５１５ｌｍ、消費電力７．１Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、防雨型
ツマミネジ方式、ＮａＰｉＯｎ・明るさセンサ付
カバー：アクリル（乳白）
本体：プラスチック（ホワイト）
点灯照度調整機能付

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０
器具光束１８４ｌｍ、消費電力４．３Ｗ、電圧１００Ｖ
防雨型、簡単引掛バネ方式、明るさセンサ付
カバー：アクリル（乳白）、（プラチナメタリック）

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：６１０ｌｍ、消費電力：４．２Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

一般タイプ、２０００ｌｍタイプ
消費電力１３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

101

102

1

1

100

100

1φ3W200/100V

鋼板製壁掛露出型
指定色仕上

MCCB3P

2・50/20

2・50/20

事務室　照明

倉庫他　照明

100/75 301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

2・50/20

倉庫他　ｺﾝｾﾝﾄ

便所　ｺﾝｾﾝﾄ

電気温水器用　ｺﾝｾﾝﾄ

事務室　ｺﾝｾﾝﾄ

事務室　ｺﾝｾﾝﾄ

電気温水器用　ｺﾝｾﾝﾄ

冷蔵庫用　ｺﾝｾﾝﾄ

事務室　ｺﾝｾﾝﾄ

コピー機用　ｺﾝｾﾝﾄ

予　備

予　備

1 200/100

屋外防水壁掛型
SUS製　指定色仕上

1φ3W200/100V WH 3・100/75

ET

ET ET(ELB)

L-1

S-1

1 2002・50/20 空調室外機（PAC-1)401
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設計年月日
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院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50コンセント設備　平面図 E-05

PAC

1

ケーブル配線

位置ボックス

記　　号

EET

凡　　例

壁付きコンセント

壁付きコンセント

天井内ころがし

名　　　称

2P15AX2 接地極付

摘　　　要

注  記

1.特記なき配管配線は下記による。

VVF2.0-3C （1芯アース）

2EET 壁付きコンセント

(PF22）

2P15AX1 接地極付 ET付

床付きコンセント 2P15AX2 接地極付2E

2P15AX2 接地極付 ET付

301

302

303

304

305

306

307

308

309
401

Ｓ

L-1

S-1

2E

2E

EET

2EET

EET EET2EET

丸形露出ボックス
G22塗装　1方出

VVF2.0-3C(防水プリカF24)

インターホン用

221

CVT14゜E3.5゜(PF28)

EDED(ELB)

3.5 3.5



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50電灯設備　平面図 E-06

Ｓ

Ｓ
F

天井いんぺい配線

ケーブル配線

名　　　称記　　号

凡　　例

位置ボックス

電灯分電盤

タンブラスイッチ　　   1P15A

人感ｾﾝｻ自動ｽｲｯﾁ     　 親機

人感ｾﾝｻ自動ｽｲｯﾁ     　 親機

天井内ころがし

3A

換気扇連動型

摘   要

24時間換気扇スイッチ 機械設備支給品Ｒ

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

1.特記なき配管配線は下記による。

注  記

VVF2.0-2C2.0

（1Cアース）

EF

4

EF

1

EF

2

EF

3

事務室
A × 6

更衣室
C × 1 × 1

洗面
E × 2

便所
E × 1

玄関ポーチ
G × 2

倉庫
B × 2

車庫
D × 1

外壁
H

× 1F

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

102
101

L-1

F



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面Ｎ O．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S=1/50弱電設備　平面図 E-07

ｄ

Ｄ

記　　号

凡　　例

名   称

端子盤

テレビ付ドアホン

摘   要

鋼板製 露出型

液晶　カラー

ハンズフリー　１対１形

導入線(PF16)

1.特記なき配管配線は下記による。

注　　記

C

導入線(PF22)C
22

AE AE1.2-2C　　　　　立下げ保護管（PF16)

情報コンセント

フロアコンセント

2P15AE×2+ET+LAN+TEL2EET

LAN+TEL

Ｄｄ

15151 プルボックス 150x150x100 SUS.WP

天井内ころがし配線

ケーブル配線

ケーブル配線

IV3.5゜×13.5

接地工事
電話機器用

接地極埋設標(黄銅板製)

T-1

AE

22

22

15151

22

3.5

EDt

EDt



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S K-01

ﾌｪﾝｽ・舗装

・特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）

・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）

・資源の有効な利用の促進に関する法律（リサイクル法）２．適　用　基　準　等

・建設物の解体等に係る石綿飛散防止等対策マニュアル

・ＰＣＢ使用電気機器の取り扱いについて（旧通産省通達）

・建設工事等から生ずる廃棄物の適正処理について(通知)平成13年06月01日環廃産276号

・建設副産物適正処理推進要綱

・工事にあたっては、工事請負契約及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面及び現場説明事項

　により完全に施工すること。

・工事にあたっては、騒音規制法等の関係諸法令を遵守し、必要な措置を講ずること。

・工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督員に報告の上、指示に従うこと。

・工事に伴う官公庁への届出等の手続き（その費用を含む。）及び工事用電気・水道等の使用に係わる費用は、

　請負業者の負担とする。

　処分すること。

・工事による発生材は、産業廃棄物処理法、建設リサイクル法等の関係諸法令を遵守し、監督員の承諾を得て

・請負業者は、監督員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の円滑な進捗を図ること。

・工事着手前に監督員と打合せの上、近隣住民及び関係町内会等に対して工事説明会の開催または「工事のおしらせ」

　などを配布し周知するとともに、必要に応じて近隣建物の壁、建具の建て入れ状況、内外装・土間等の

　クラック状況を写真撮影し事後に備えること。さらに、工事の施工により、近隣施設に損傷を与えた場

　合には、原状に復旧すること。

・工事にあたっては、近隣住民や通行人に対する安全の確保に努めること。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）

・特定製品に係るフロン類回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収破壊法）

・建設工事安全施工技術指針

・建設工事公衆災害防止対策要綱

１．一　般　事　項

特　記　事　項項　　　目章

「建築物解体工事共通仕様書」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）最新版による。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書」「建築改修工事標準仕様書」

Ｓ造　平屋

木造　平屋事務所事務所

≒37.00㎡≒37.00㎡

≒90.00㎡≒90.00㎡

外構

建築物及び附帯する敷地内工作物の解体工事

１２７㎡

１２７㎡

３３４㎡

大分西部森林管理署院内森林事務所

大分西部森林管理署院内森林事務所建築工事

事務所

大分県宇佐市院内町原口４３４－５

図示による

車庫車庫

３）特記事項に記載の（　）内の表示番号は、建築物解体工事共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

４）現状寸法の単位は特記なきかぎりミリメートルとする。

解体特記仕様書

都市計画区域（・内　・外）　用途地域（　　　　　　　　　　）

その他の地域・地区（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅰ 工事概要

１．工事番号・名称

２．工　事　場　所

３．用途、地域等

防火地域等　（・防火　・準防火　・指定なし　・２２条）

４．建　物　概　要

１）建　物　名　称

２）主　要　用　途

３）敷　地　面　積

４）建　築　面　積

５）延 べ 床 面 積

５．工 事 の 内 容

６．棟　別　概　要

棟名称 用途・種別 構造・階数 床面積㎡ 建築面積㎡

計

解体工事仕様Ⅱ

１．共通仕様

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２．特記仕様

　　・印と※印のついた場合は、共に適用する。

２,０００

※施設管理者との協議による

※施設管理者との協議による

※建設業法第４０条及び建設リサイクル法第３３条に規定する標識を掲示すること。

(2.2.1(4))

４,５００

(2.3.1)

・万能鋼板　（Ｈ＝　　　　　）　　　　　　　　　・波形鉄板（Ｈ＝　　　　　）

２
仮
設
工
事

１．仮　囲　い ・設ける（位置、延長等は図示）　　　　　　　　　・設けない

・単管シート（Ｈ＝　　　　　）

・防音パネル（Ｈ＝　　　　　）　　　　　　　　　・防音シート（Ｈ＝　　　　　）

・パネルゲート（Ｗ＝　　　　　　Ｈ＝　　　　　）×　　　箇所

・シートゲート（Ｗ＝　　　　　　Ｈ＝　　　　　）×　　　箇所

２．騒音粉塵等

３．散水養生 ・建物周辺は、粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。

４．交通誘導員 ・配置する　　　　・配置しない

５．監督員事務所 ※設けない

・設ける　　　　・既存建物内の一部を使用する。

　　　　　　　　・構内に新設する（規模　　　　　㎡程度）

　　　　　　　　・備え付ける備品（　　　　　　　　　　　　　　　）

６．工事表示板

７．工事用水 ・構内既存の施設　・利用できる（※有償　　・無償）　　※利用できない

８．工事用電力 ・構内既存の施設　・利用できる（※有償　　・無償）　　※利用できない

９．工事用通路 ※指定しない　　　・指定する（図示）

10．その他 ・酸素、アセチレン、軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に保管すること。

・作業通路は、指定通路表示を行い、足場等の堅固なもので頭上の保護を行うこと。

・工事関係部分の出入りに表示を行うこと。

・火災防止に配慮し火元責任者を配すること。

６,３００ １

車庫

植栽伐採後の抜根

※

※

※

※

※

工事請負者

・計器、備品類等の撤去

・有害廃棄物処理　　・廃ＰＣＢ　　・フロン類　　・廃石綿類　　　　　　　・（　　　　　　　　　　）

・関連実施工事　　・植栽工事　　　・工作物移設　　　・表示看板（財産管理等）　　・（　　　　　　　）

建物管理者用

フロン類、ハロン使用機器

放射性廃棄物

医療系特別管理産業廃棄物

使用されていた酸、アルカリ、薬品等

ピット（洗浄槽、便槽）汚泥

計器、備品類等

オイルタンク内のオイル

・付属建構造物　・浄化槽　　　　・貯油層　　　　・杭　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

・建築物　　　　・地上部　　　　・地下部　　　　・杭　　　　　・（　　　　　　）

・屋外付帯　　　・門、門扉　　・塀、フェンス　　・舗装　　・植栽　　　　・（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・建物への引込管　　　　　　　　・敷地への引込管　　　　・（　　　　　　　　　　）

・ガス設備　　　・建物内配管　　　　　　　　　　・ガス設備機器

　　　　　　　　・建物内風道　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　）

・空調設備　　　・屋内配管配線

・給排水設備　　・建物内配管　　　　　　　　　　・衛生設備機器

　　　　　　　　・建物への引込管　　　　　　　　・敷地への引込管　　　　・（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・建物への引込線　　　　　　　　・敷地への引込線　　　　・（　　　　　　　　　　）

・電気設備　　　・建物内配管配線　　　　　　　　・電気設備機器

３．工　事　範　囲

・解体方法及び手順は、「分別解体等に係る施工方法に関する基準（建設リサイクル法規則第２条）」による。

２．解　体　方　法 ・解体方法は、低振動・低騒音型の機械器具等の選定を心がけ、防音シートや散水等により騒音・振動の減少、

粉塵の防止に努めること。

１．分　別　解　体 ・請負人は建設リサイクル法第９条の規定に従い分別すること。

12．施工中の安全確保

・工事着手に先立ち、建築基準法第１５条第１項の規定による建築物除却届を作成し監督員に提出すること。10．建築除却届の提出

・建設業法に基づく主任技術者または建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）に基づく

（CORINS)への登録
３．工事実績情報サービス

・下請契約がある場合は、施工体制台帳及び施工体系図を提出する。

(1.2.3)

１部

１部

(1.3.6)

・指定しない　　　※指定あり　（建設リサイクル法による）

・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(1.1.4)

(1.1.5)

(1.3.3)

(1.1.7)

(1.3.5)

(1.2.2)

・着工前各工程における作業状況、解体材の分別状況、完了について監督員の指示により撮影し、整理し

・工事着手後、原則として作業員全員参加により、月当たり半日以上の時間を割り当て安全訓練を実施する。

・安全訓練等の実施　　　　　　　※実施する　　　　　・実施しない

　　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　　）　　※無

・占用埋設物との近接工事による施工方法、作業時間の制限

　※完了時

　※各工程における作業状況

・施工時期・時間の制限

・部位別施工順序

・工事用車両の駐車場所

・関係機関等との協議の未成立事項

　て提出のこと。

・資機材置場所

　※着工前

・無

※適用する（請負精算額が500万円以上の場合）　　　　　　　　　　・適用しない

　技術管理者を任命し、現場に派遣（作業時常駐）して技術管理にあたること。

・別途関連工事がある場合、その施工者と綿密な連絡をとり、全工事に支障のないよう施工すること。

・適用する　　　　　　　※適用しない

・関連工事による施工時期の調整

・指定しない　　　・指定あり

・有（図示）　　　・無

・有（図示）　　　・無

・無

・無

・関係機関等との協議の結果・特定条件の付加

・工程表・施工計画書・仮設計画書等は、工事契約後速やかに監督員に提出し、承諾を得ること。

・施工計画書作成のための現地調査を十分に行うこと。

　※解体材の分別、集積、搬出、搬入状況 １部

１部

９．施工計画書等の提出

４．施　工　体　制

５．技　術　管　理

６．現　場　管　理

７．電気保安技術者

８．施　工　条　件

11．工 事 の 記 録

26．埋蔵文化財その他の物件

25．関係法令等の遵守

(1.5.3)

(1.3.10.(ｱ))

15．施工中の環境保全等

・工事期間中は、作業環境の改善、工事現場の美化等に努める。

・工事の施工中に災害及び事故が発生した場合は、直ちに監督員に報告すると共に、別に指示する。

13．交通安全確保

・指定管理者に引渡しを要するもの

・引渡し物は、清掃及び水洗いをして引渡すものとする。

消火器１本(ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ内)、階段室内手すり　）

（ 玄関ドアの錠前シリンダー、流し椀カップトラップ(目皿と一体のもの)、水道量水器、ガスメーター

　に照らし合わせ、必要な手続きを行い、工事を施工のこと。

・請負人は工事に伴う道路占用許可、環境(騒音・ほこり等)対策に係る諸申請関係法令(騒音規正法・振動規正法等）

・工事経過報告書を、毎月　回監督職員に提出する。（提出時期は監督員と協議）

・交通安全施設等の対策　　　　　・有（監督員と協議）　　　　　※無 (1.3.7)

14．災害時の安全確保 (1.3.8)

・施工計画中の環境対策の項目に環境配慮計画書を記載し、現場においては特に環境に配慮する。 (1.3.9)

・対象外工事（　　　　　　　　　　　　　　　）

・事故報告書を指示する期日までに監督員に提出する。

16．発生材の処理 (1.3.10)・建設廃棄物処理事項による

　づいて書面により報告すること。

　するものとする。また、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に基

・落札が決定した業者は、建設リサイクル法第１１条の規定による通知書、分別解体等省令で定める様式第１号

　別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び工程表を作成し、契約締結前に、契約担当者等に説明書を提出

・上記第１１条の規定による通知書の事項(変更がある場合は､変更後の内容)について下請業者に周知徹底すること。

17．建設リサイクル法

18．工事経過記録の報告

・内容：日誌、天候、工事進捗状況、工事進捗状況写真、その他監督職員の指示する事項。

・本工事が公共事業労務費調査の対象工事となった場合、調査票等に必要事項を正確に記入し監督職員に提出する等、

　必要な協力を行う。また、本工事の工期経過後においても同様とする。

・調査票等を提出した事業所を事後に訪問して行う調査・指導の対象に該当した場合、その実施に協力する。また、

　本工事の工期経過後においても同様とする。

19．公共事業労務費調査に

　　対する協力

　則を作成するとともに賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行

・公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従って就業規

　っておく。

・本工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請工事の受注者（当該下請工事の一部に係る二次以降

　の下請負人を含む。）が上記同様の義務を負う旨定める。

20．再資源化等 ・建設リサイクル法、建設副産物適正処理要綱等を遵守し、マニフェストシステムにより適正処理すること。

・請負人は建設廃棄物の再資源化等を適切に行うよう下請人を指導すること。21．下請人の指導

22．廃棄物の処理

・過積載等の違法運行の防止を図るとともに、道路交通法遵守を下請人に徹底すること。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守し、マニフェストにより適正に処理すること。

23．フロンガスの回収 ・冷暖房機、冷蔵庫、冷凍庫を撤去するときは、フロンガスを専門業者で回収・解体しその解体証明書を提出する。

24．火災保険等 ・工事目的物及び工事材料等について、次により保険に付す。

　保険の種類　　　　　・火災保険　　　　　※建設工事保険　　　　　

　保険期間　　　　　　※工事着手から工事目的物引き渡しまで　　　　

・工事施工にあたり、文化財その他埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督員に報告し、その後の措置は

　監督員に従う。

27．不法無線局の排除 ・請負者は電波法令を遵守し、不法無線局を搭載した車両を使用してはならない。

１

一
般
共
通
事
項

３
解
体
方
法

(3.12.1)

(3.9.2)

指定処分場へ持ち込むこと

・水道の引込管および量水器、下水道管の撤去申請については関係機関協議の上、申請業務含め本工事とする。

・大分ガスの引込管および量水器の撤去申請については関係機関協議の上、申請業務含め本工事とする。

　　量水器撤去

　　下水道管引込及び

６．都市ガス、水道、

４．埋 設 管 の 処 理

　全て撤去する。なお、諸官庁への申請手続きは本工事とする。

・土中埋設管（給水、排水、電気、ガス）については、監督員の指示によりプラグ止等の処置をし、原則として

・敷地内電柱、有線柱、電話配線、引込線および計量器撤去申請については関係機関協議の上、

　申請業務含め本工事とする。

５．電柱及び引込線

７．杭　の　撤　去 ・撤去する　　　　　・撤去しない

８．杭の位置の報告 ・既存杭の位置を明示すること　　　・現場　　　　・図示

・種別　　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種　　　・（　　　　）９．埋め戻し及び盛土

・不陸直し　　　　　　　・（　　　　　）10．地　均　し

11．建設発生土の処分 ・有　　　　・無

12．工事用地の復旧 ※塵埃、コンクリート屑等を撤去し、地均しをする。

・塵埃、コンクリート屑等を撤去し、凹部良土を入れ工事用地全面にローラー転圧をする。

　工法　　・破砕工法（ケーシング併用ロックオーガー工法）　　・ウォータージェット併起高周波バイブロ工法

・破砕跡は、山砂にて充填する。

１

一
般
共
通
事
項

解体特記仕様書-１



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 N,S

　石綿の使用状況

・ＰＣＢ含有機器類の処理２．ＰＣＢ含有機器類

(6.5.5)

(6.5.4)

(6.5.3)

(6.5.2)

・石綿含有成形板の運搬に当たっては、運搬車輌の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止措置を講ずる。

・石綿含有成形板は、湿潤化のうえ、原形のまま丈夫なプラスチック袋等に入れるなど飛散防止の措置を講ずる。６
石
綿
含
有
建
材
の
除
去

・石綿　　　・有　　　・無　（労働安全衛生法施行令　第５７条の３による）１．石綿含有の確認

(5.4.1(2))

(5.4.1(3))

(5.4.1(2))

(5.4.1(1))・石綿含有混合廃棄物１．石綿含有混合

・微量ＰＣＢの分析調査　・行う　　

・電気照明等ＰＣＢを含有する機器は、当該部分を取り外して鉄箱に納め、所定の表示を行い、

　ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニール）含有機器　　　　・有（安定器　　　台、変圧器　　　台）　　・無

　監督員の指示に基づき指定の場所へ運搬すること。（鉄箱は請負者負担）

※ただし、変圧器のうち6台は含有量調査を行い判断する

場所

　　の回収及び処分

４．特別な建設副産物

（飛散防止剤等により飛散防止の措置を講ずる）

その他含有率

・除去作業が終了後、高性能真空掃除機で床等を清掃する。５．確認及び後片付け

・処分は、（5.4.1）による。

４．運　　　搬

・手ばらし工法　　　　　３．工　　　法

・養生（※養生シート囲い　　・ビニールシート囲い）２．養　生　等

　有の場合、大気汚染防止法に基づく粉塵排出等作業に　　・該当　　・非該当

室　名 使用部位 材　質

　　廃棄物

３．ＰＣＢ含有シーリング材

　・手剥ぎ工法

・ＰＣＢ含有シーリング材の撤去

種　　　類

５
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

・その他の廃棄物（管理型）

距離（km）種　　　類

・木屑、生木、根株

・畳、スタイロ畳

受入れ施設名 所　在　地

・廃石膏ボード

・ガラス陶器屑

所　在　地受入れ施設名

・鉄屑（薄鉄板等）

・ゴム屑、タイヤ

・アスファルト塊廃材

・コンクリート廃材

種　　　類 距離（km）

・廃プラスチック類

・アスファルト防水層

・その他の廃棄物（安定型）

・タイヤ

・塩化ビニル

距離（km）種　　　類

・コンクリート廃材

・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ廃材

・木材

・コンクリート及び鉄から

　なる建設資材

・蛍光灯

受入れ施設名 所　在　地

１．再資源化及び最終処分

・建設廃棄物

・引渡しを要するものについては、（1.3.10）による

　　受入れ施設名・所在地（km）

・混合廃棄物については、選別等を行う中間処理施設を活用し再資源化の促進に努めること。

　※　再資源化を図るもの

４
建
設
廃
棄
物
の
処
理

・「ﾏﾆﾌｪｽﾄ（産業廃棄物管理票）」は、交付後、原本を監督員に提示すること。２．マニフェスト

７
そ
の
他

・請負者（搬出事業者）は建設廃棄物の適正処理をするため、搬出事業者と収集事業者及び搬出事業者と処分業者１．委　託　契　約

　で建設廃棄物処理委託契約（２者契約）を行い、その写しを監督員に提出すること。

３．そ　の　他 ・労働災害及びその他の事故発生等を防止するための注意と、常時の点検を行い、作業員に徹底させること。

・毎日工事打合せを実施し、公害及び第三者に対する事故防止に努めること。

・工事請負者は、工事着手前に当該工事に必要な労働者数を当該地域を管轄する公共職業安定所に届け出ること。

・工事請負者は、公共職業安定所の紹介による失業者の雇用に努めること。

解体特記仕様書-２ K-02



解体による影響部分はﾓﾙﾀﾙ補修

既存のまま

掲示板アルミサッシW1200ｘH900

有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 現況　配置図 S＝1/200
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現況配置図　　S=1/200
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掲示板

記号 名称

１

２

３

４

５

６

７

規模･面積

解体対象物リスト

工事種別概要

８

９

10 掲示板

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ １か所

W1200ｘH900+支柱H1100

支柱、枠組み(木製)

K-03

境界ﾌﾞﾛｯｸ ｗ120ｘｈ200　L=7,900

ｔ50

３本樹木

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

H=1,200　L=9,000ﾌｪﾝｽH1200

CON舗装 ｔ150

平屋建て　37.00㎡車庫

平屋建て　89.82㎡事務所 木造

鉄骨造 ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　ｶﾗｰ　

既存のまま

既存のまま

解体撤去（基礎共）

解体撤去（基礎共）

既存のまま

既存のまま

解体撤去（基礎共）

解体撤去

解体撤去

ｶｯﾀｰ入れ13m､撤去6.8㎡
一部ｶｯﾀｰ入れ撤去有筋

無筋

一部解体撤去(斜線部分)

木製銘板・郵便受け

郵便受け

木製銘板
各１か所

改築後の事務所内へ移設

改築後の玄関へ再取付



有限
設計 作図 工事名称 図面名称 縮尺 図面ＮO．会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 現 況 仕 上 表 N,S K-04

　外部仕上表

屋根

　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12

　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ

　仕上：和瓦葺き

樋

外壁①

外壁②

外壁③

　杉板張りｔ12　SOP

　杉板張りｔ12　WP

軒裏①

軒裏② 　杉板張りｔ12

外部腰見切 　杉40ｘ45

外部巾木 　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

破風 　杉板

　化粧柱：丸鋼φ42　SOP

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え　床　　：

　壁　　：

　天井　：
玄関ﾎﾟｰﾁ

　木製束立　杉板張りヌレ縁

庇
　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ

　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き

　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み母屋

　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500

　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物

ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付
　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付

玄関

室名
下地

床

仕上 仕上

巾木
天井高

仕上下地 仕上下地

天井
廻縁

高さ
備考

腰・壁

　内部仕上表

 １階

事務室

　ﾓﾙﾀﾙ木鏝押え 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5　100□ﾀｲﾙ貼 H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 2,450　木製巾木 木製

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 2,450　木製巾木 木製　木製床組み

応接室

洗面所

トイレ

男女共

和室9畳

和室9畳押入

廊下

和室4.5畳

和室4.5畳押入

キッチン

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ　木製巾木 木製　木製床組み

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 木製　木製床組み 　ソフト巾木

2,400

2,400

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 木製　木製床組み 　ソフト巾木 2,400

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 木製　木製床組み 2,400

　木製床組み 2,400

　座板ｔ15

　フローリングｔ12

　フローリングｔ12

　捨貼合板ｔ12

　捨貼合板ｔ12

　クッションフロアｔ2.0

　クッションフロアｔ2.0

　畳敷

　べニアｔ9.0 　雑巾摺 －

－　畳寄せ

　べニアｔ5.5 　べニアｔ5.5　― 　― ―

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 木製　ソフト巾木 2,400
　捨貼合板ｔ12

　クッションフロアｔ2.0
　木製床組み

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 木製2,400－　畳寄せ　木製床組み
　畳敷

　座板ｔ15

　木製床組み 2,400　べニアｔ9.0 　雑巾摺 － 　べニアｔ5.5 　べニアｔ5.5　― 　― ―

　突板ｔ5.5　竿縁

　杉柾石膏ボードｔ9.5

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5H100 　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5 　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 木製　ソフト巾木 2,400
　捨貼合板ｔ12

　クッションフロアｔ2.0
　木製床組み 　しっくい

浴　　室 　人造石　研ぎ出し
　木板ｔ9.0　ＳＯＰ

　木板ｔ9.0　ＳＯＰ 2,400 ―
　腰壁：モルタル　ＳＯＰ　H1100

　※現況建物の吹付塗材のアスベスト調査は、解体工事にて実施するものとする。
調査箇所は、外壁①、玄関ポーチ天井の２か所とする。

特記事項

　備　　　考
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設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局 S＝1/100､200

既存屋根伏図　S=1/100

既存平面図　 S=1/100

Ｎ
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化粧柱化粧柱化粧柱化粧柱化粧柱化粧柱化粧柱銘板　新設事務所内へ移設銘板　新設事務所内へ移設銘板　新設事務所内へ移設銘板　新設事務所内へ移設銘板　新設事務所内へ移設銘板　新設事務所内へ移設銘板　新設事務所内へ移設

K-06K-06K-06K-06K-06K-06K-06

　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12　化粧ﾀﾙ木(杉)+化粧野地板(杉) t12

　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ

　仕上：和瓦葺き　仕上：和瓦葺き　仕上：和瓦葺き　仕上：和瓦葺き　仕上：和瓦葺き　仕上：和瓦葺き　仕上：和瓦葺き

軒裏①軒裏①軒裏①軒裏①軒裏①軒裏①軒裏①

軒裏②軒裏②軒裏②軒裏②軒裏②軒裏②軒裏② 　杉板張りｔ12　杉板張りｔ12　杉板張りｔ12　杉板張りｔ12　杉板張りｔ12　杉板張りｔ12　杉板張りｔ12

　杉板　杉板　杉板　杉板　杉板　杉板　杉板

庇庇庇庇庇庇庇
　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　下地：野地板 t12+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ

　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き　仕上：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板葺き

　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み　化粧母屋(杉)　先端ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み

樋樋樋樋樋樋樋

　杉板張りｔ12　SOP　杉板張りｔ12　SOP　杉板張りｔ12　SOP　杉板張りｔ12　SOP　杉板張りｔ12　SOP　杉板張りｔ12　SOP　杉板張りｔ12　SOP

　杉板張りｔ12　WP　杉板張りｔ12　WP　杉板張りｔ12　WP　杉板張りｔ12　WP　杉板張りｔ12　WP　杉板張りｔ12　WP　杉板張りｔ12　WP

　杉40ｘ45　杉40ｘ45　杉40ｘ45　杉40ｘ45　杉40ｘ45　杉40ｘ45　杉40ｘ45

　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500　軒樋：塩ﾋﾞ半丸 W100、樋受け金物 ＠500

　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物　竪樋：塩ﾋﾞ 60Φ、掴み金物

　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付

丸鋼φ42　SOP丸鋼φ42　SOP丸鋼φ42　SOP丸鋼φ42　SOP丸鋼φ42　SOP丸鋼φ42　SOP丸鋼φ42　SOP

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押えﾓﾙﾀﾙ金鏝押えﾓﾙﾀﾙ金鏝押えﾓﾙﾀﾙ金鏝押えﾓﾙﾀﾙ金鏝押えﾓﾙﾀﾙ金鏝押えﾓﾙﾀﾙ金鏝押え　床　　：　床　　：　床　　：　床　　：　床　　：　床　　：　床　　：

　壁　　：　壁　　：　壁　　：　壁　　：　壁　　：　壁　　：　壁　　：

　天井　：　天井　：　天井　：　天井　：　天井　：　天井　：　天井　：

　木製束立　杉板張り　木製束立　杉板張り　木製束立　杉板張り　木製束立　杉板張り　木製束立　杉板張り　木製束立　杉板張り　木製束立　杉板張り

ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付ｹｲｶﾙ板 t6　ﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　ﾘｼﾝ吹付

　外部仕上表　外部仕上表　外部仕上表　外部仕上表　外部仕上表　外部仕上表　外部仕上表

外壁①外壁①外壁①外壁①外壁①外壁①外壁①

母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋

破風破風破風破風破風破風破風

　化粧柱：　化粧柱：　化粧柱：　化粧柱：　化粧柱：　化粧柱：　化粧柱：

玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ

外部巾木外部巾木外部巾木外部巾木外部巾木外部巾木外部巾木

屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根

外部腰見切外部腰見切外部腰見切外部腰見切外部腰見切外部腰見切外部腰見切

外壁②外壁②外壁②外壁②外壁②外壁②外壁②

外壁③外壁③外壁③外壁③外壁③外壁③外壁③

ヌレ縁ヌレ縁ヌレ縁ヌレ縁ヌレ縁ヌレ縁ヌレ縁



有限有限有限有限有限有限有限
設計設計設計設計設計設計設計 作図作図作図作図作図作図作図 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺 図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．図面ＮO．会社会社会社会社会社会社会社

〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7〒871-0013 大分県中津市金手8-7 TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085TEL:(0979)-22-6672 FAX:(0979)-22-6085

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一一級建築士大臣 第110860号 瀬 口 啓 一登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号登録：大分県知事 第19Y-12045号 大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署大分西部森林管理署

院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事院内森林事務所　新築工事
九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局九州森林管理局
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４４４４４４４ ﾌｪﾝｽH1200ﾌｪﾝｽH1200ﾌｪﾝｽH1200ﾌｪﾝｽH1200ﾌｪﾝｽH1200ﾌｪﾝｽH1200ﾌｪﾝｽH1200

２２２２２２２ 車庫車庫車庫車庫車庫車庫車庫
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軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター

本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)本体：ﾖﾄﾞｶﾞﾚｰｼﾞ(GLｶﾗｰ鋼板)

ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200ｺﾝｸﾘｰﾄｔ120　D-10S ﾀﾃﾖｺ@200
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９９９９９９９ ｶｰﾌﾞﾐﾗｰｶｰﾌﾞﾐﾗｰｶｰﾌﾞﾐﾗｰｶｰﾌﾞﾐﾗｰｶｰﾌﾞﾐﾗｰｶｰﾌﾞﾐﾗｰｶｰﾌﾞﾐﾗｰ
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200

木板張り木板張り木板張り木板張り木板張り木板張り木板張り

下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ

ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み

2,
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支柱：杉　90ｘ90支柱：杉　90ｘ90支柱：杉　90ｘ90支柱：杉　90ｘ90支柱：杉　90ｘ90支柱：杉　90ｘ90支柱：杉　90ｘ90

硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ200 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填

ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900ｱﾙﾐｻｯｼW1600ｘH900

ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包みﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板包み

下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ下地合板の上掲示ｸﾛｽ
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